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ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
ハ
一
八
七
六
年
)
の
制
定

ま

え

ヵ:

き

一
八
七
六
年
七
月
一

O
日
制
定
の
ベ
ン
ガ
ル
州
参
事
会
法
律
第
六
号
「
農
民
争
議
法
」
(
叶

g
k
r
m
g
ユ
g
呂
田
宮
民

g
k
F
2
)
は

年
間
の
時
限
立
法
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
期
間
中
現
実
の
事
件
へ
の
適
用
を
み
な
か
っ
た
特
異
な
法
律
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
法

律
は
、
土
地
制
度
史
上
で
は
、
イ
ン
ド
総
督
府
立
法
参
事
会
法
律
一
八
五
九
年
第
一

O
号
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」

kFの
け
)
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
州
参
事
会
法
律
一
八
六
二
年
第
六
号
及
び
一
八
六
九
年
第
八
号
「
地
主
川
借
地
人
訴
訟
法
」
(
叶
y
o
F
m
E出
。
三
山
口
弘

〉
丘
)
に
よ
る
そ
の
修
正
を
経
て
、
イ
ン
ド
総
督
府
参
事
会
法
律
一
八
八
五
年
第
八
号
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」

(
、

H
，F
O

切。ロ
mm同日
同
州

σ口付

H
，
O
ロ山口付

】川円。のゆ【凶ロ吋
σ

- 34-

(、吋『
σ
図。ロ
m
m
-
H，
oロ
山
口
の
可
〉
丘
)
に
至
る
中
間
に
位
置
す
る
重
要
な
法
律
で
あ
り
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
の
訴
訟
法
部
分
に
関
す
る
最

後

の

修

正

と

も

い

え

る

も

の

で

あ

っ

た

。

し

か

も

「

農

民

争

議

法

」

は

、

の

農

民

争

議

以

一
八
七
二
|
七
三
年
の
パ

l
ブ
ナ

l
(
H
V
m
w
σ
口
問
)

来
東
ベ
ン
ガ
ル
各
地
に
発
生
し
た
一
連
の
同
様
の
事
件
へ
の
短
期
的
対
応
策
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
短
期
的
対
応
を
も

っ
て
し
て
は
事
態
の
解
決
を
期
し
難
い
と
こ
ろ
か
ら
、
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
の
策
定
が
始
動
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
「
農
民
争
議
法
」
は
そ
の
特
異
な
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
策
定
直
前
の

ベ
ン
ガ
ル
農
村
社
会
に
お
け
る
法
律
的
・
経
済
的
諸
関
係
の
問
題
点
を
、
立
法
当
事
者
た
ち
の
現
状
認
識
及
び
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
集
約

し
提
示
し
た
も
の
と
し
て
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

小
稿
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
農
民
争
議
法
」
の
制
定
過
程
を
対
象
と
し
、
当
時
の
主
と
し
て
東
ベ
ン
ガ
ル
の
農
村
社
会
に
お
け
る

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
と
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
と
の
関
係
を
、

立
法
当
事
者
た
ち
の
認
識
を
通
し
て
法
律
的
関
係
と
経
済
事
情
と
の
両
面
か
ら
検
討
し
て



み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
制
定
の
前
史
を
整
理
す
る
こ
と
を
も
併
せ
て
予
期
し
て
い
る
。

叙
述
の
体
裁
と
し

て
は
、
法
律
の
制
定
の
経
過
を
時
日
に
即
し
て
追
い
な
が
ら
問
題
点
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

註

(
1
)
こ
の
法
律
は
一
六
八
条
よ
り
な
る
。
筆
者
は
正
文
と
注
釈
と
を
吋
hwh

h
g色
也
、
』
い
白
さ
と
も
可
、
む
き
同
同
AhshH誌
H
S
H
F
同

h
S色
町
、
、
さ
せ
な
町
四

ロ¥
N
w
h
s
h
b
N・
凶
間
宮

-mk声
門
惜
し
門
司

¥
L『
句

-
M
M
P

お
お

h
N
h
n
h
相
、
」
『

b」司

L『匂
円

vjw-
切
-

。・
u

h

H

円・・開門同・

σ】可門印戸開

ω町内
H円
怠
い
同
吋
可
け
c
a
H叩
図
。
同
吋
件
。
同
列
目
4m-

ロ

5
・
。
田

-
2
3即
日
の

g・
4
『
司
自
由
ロ

h
w
m
u
o
d
H
∞
訟
に
よ
っ
て
得
た

が
、
こ
れ
に
は
修
正
・
削
除
さ
れ
た
条
項
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
制
定

時
の
全
文
は
同
ZF問
。
ね
な
S
H
H
a
c
a
N
h
H
H
F
Z
0・
u
N
ω
田
f
u
-
-
呂
田
可

S
U唱
に
あ
っ
て
、
河
合
関
宣
氏
(
京
都
大
学
農
学
部
)
が
こ
れ
を
複

写
さ
れ
た
も
の
を
、
谷
口
盟
国
士
口
氏
(
一
橋
大
学
経
済
学
部
)
よ
り
再
複

写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
両
氏
に
厚
く
お
礼
・
申
し
上
げ
る
。
な
お
こ
の

法
律
に
つ
い
て
の
日
本
で
の
研
宛
と
し
て
は
、
前
文
及
び
第
二
二
二

条
の
邦
訳
を
含
む
多
国
博
一
「
一
八
五
九
年
ベ

γ
ガ
ル
借
地
法
」
(
『
東

洋
文
化
』
五

0
・
五
一
合
併
号
、
一
九
七

O
年
、
松
井
透
・
編
『
イ
ン

ド
土
地
制
度
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
)
と
、
法
律

の
制
定
の
経
緯
と
施
行
上
の
問
題
点
と
を
扱
っ
た
谷
口
晋
吉
「
一
入
五

九
年
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
の
一
考
察
」
(
『
一
橋
論
叢
』
八
五
二
、
一
九

八
一
年
)
と
が
あ
る
。

(
2
)
前
註
所
引
同
】
』
芯

h
a
s
-
H
1
h
S
R同
町
む
司
、
む
芯
九
吋
S
H
h
S
H・
・
・
・
・
所

北
大
文
学
部
紀
要

収
。
こ
の
法
律
は
全
文
二

O
条
か
ら
な
り
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
の

規
定
す
る
、
係
争
の
予
期
さ
れ
る
金
額
の
収
税
官
裁
判
所
へ
の
予
託
の

制
度
と
収
税
官
に
よ
る
借
地
入
保
有
地
の
丈
量
と
地
籍
調
査
と
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
細
な
規
定
を
設
け
る
な
ど
、
訴
訟
手
続
き
法
部
分
の
法
改

正
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
巳担同
-
w
p
司
-w

同】
h
w
h
q
s略、問、向島町四札

h
n
H白
色
¥
s
n
h品同窓
H
h
S
A
S
H
-

c
o
S
3
H
q
w、口
¥
N
W
S
H
hミ
叫
誌
の
色
刷
魚
崎
柏
町
凡
句
"
の
包
ロ
ロ
立
胆
日
、
同
町
回
口
wmHJ

ω宮山ロ
w
h
V
(
U
o
d
s
a
所
収
。
こ
の
法
律
は
全
文
一
一

O
条
か
ら
な

り
、
関
係
者
の
権
利
・
義
務
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
実
体
法
部
分
は
「
ベ

ン
ガ
ル
地
代
法
」
の
該
当
条
文
を
ほ
ぼ
同
じ
文
言
で
再
規
定
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
重
要
な
改
正
点
は
、
地
代
問
題
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権

を
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
に
お
け
る
収
税
守
口
裁
判
所
か
ら
民
事
裁
判

に
移
管
し
、
訴
訟
手
続
き
を
部
分
的
に
民
事
訴
訟
法
に
準
拠
す
る
も
の

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
筆
者
は
当
時
の
民
事
訴
訟
法
典
の
正
文
を

ま
だ
入
手
し
て
い
な
い
。

前
々
註
及
び
本
註
掲
示
の
法
律
集
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大

学
中
央
図
書
館
参
考
課
及
び
同
文
学
部
辞
書
資
料
室
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
厚
く
お
礼
申
じ
上
げ
る
。

(
4
)

「
農
民
争
議
法
」
の
正
文
は
わ
吋
同
一
口
叩
ロ

σロ吋
m
y
u・
開
-w

同
a-Eqs・

- 35一



ベ
ン
ガ
ル
州
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農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

足
時
間
ね
な
民

h

a
白色、司

H
b
同
切
S
F向
島
町
内
q
S
H
円民向島伺

Q
S
S
H
b
u
h刊
誌
、

H
q
b白同時
-

M
ロ
門
田
町
仏
ロ
-w

。国
-
n
g
江
田
口
戸
田
君
l
】川口

Z
Z
Eロ
阿
国
。
ロ
田
夕

日
∞
∞
少
匂
同
Y
M
g
l
M
∞
∞
所
収
。
従
来
の
研
究
書
で
多
少
と
も
詳
し
く

こ
の
法
律
に
言
及
し
た
の
は
切
戸
己
乙
田
ロ
子

(
U
.
H
W
-
w
N
W
室
内
乱
苦
言
同
町
、

H
b
n
h
x
ミ
g
b
S
H
l
c
b
司
h
g
q
2
u
匂
叉
s
h
a
ミ
ミ
E
H
弘
屯
白
色
¥
H
F
旬

、‘、

S
町民
k
v
b
N
N同
色
町
ミ
旬

Q
S
h向
、
一
足
~vN
弘
司
』
hhhH
言
語
的
札
ミ
、

S
内
同
居
間
守

、
時
『
弘
司
、
同
巴
¥

O
浩
司
会
・
マ
b
s
h
忠弘
H
q
N
h
も句

-MJaz--
。曲目

2
2聞
い

問
。
色
由
自
民
ゲ
切
。
回
目
・

SOM.
〈。戸・

uw
旬開

y
a
-
-
S∞
ぐ
ら
い
で
あ
ろ

λ
ノ
。

、

リ
チ
ャ

l
ド

H

テ
ン
プ
ル
准
知
事
の
詳
述
書

(
5
)
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

ω
oロ
の
ロ
同
】

g-
剛内・阿内
-
-
h
v
b
~
v
S
N

NVな
芝
、
.
E
R
g
s宮
崎

H
F
問
、
え
を
円
切
色
¥
同
時
S
H
H白
U
W同

l
h句匂

u
-
z
g司

ロ叩
-
F
F
H
司
向
。
立
m.印
可
ロ

σ・
図
。
ロ
∞

P

Sヱ
が
最
新
の
研
究
で
あ
り
、

学
説
史
と
研
究
文
献
も
こ
れ
に
よ
っ
て
知
り
う
る
。
な
お
本
書
に
つ
い

て
は
、
セ
ン

u
グ
プ
タ
氏
と
対
立
す
る
見
解
を
も
っ

B
u
B
H
チ

ヤ

ウ

ド
リ
氏
の
書
評
(
わ
F
由
巳
仏
宮
ロ
ゲ
回

E
3
『∞
V
E
由V
目
P
同
四
三
担
当

O
ロ

ω四
ロ
の
ロ
宮
P
口
、
.
三
時

-wEMZ』w
h
h
s
m叫
怠
芯
町
な
な
な
円
品
目
同
S

R

s
・-

4
0
-
-
M
¥
Z。
.
M
-
S吋
a・
2
v・品∞品
lhp
∞
吋
・
)
が
あ
る
。
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パ

l
ブ
ナ

l
の
農
民
争
議
は
、
商
品
作
物
栽
培
の
拡
大
と
一
般
的
な
農
産
物
価
格
の
騰
貴
と
に
よ
っ
て
致
富
の
機
会
を
得
た
富
農
層
と
、

彼
ら
に
よ
り
多
額
の
地
代
を
支
払
わ
せ
、
か
つ
彼
ら
の
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
上
の
土
地
占
有
権
の
取
得
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
ザ
ミ

I
ン

ダ
l
ル
た
ち
と
の
闘
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
争
議
は
官
憲
が
介
入
し
て
一
応
鎮
静
し
た
が
、
根
本
的
な
矛
盾
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
ザ
ミ

一
八
七

0
年
代
中
期
の
深
刻
な
行
政
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

ー
ン
ダ

l
ル
と
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
と
の
聞
の
紛
争
は
他
県
に
も
波
及
し
、

ベ
ン
ガ
ル
州
准
知
事
リ
チ
ャ

l
ド
川
テ
ン
プ
ル

(
同
庁
FmH吋
己

叫，

O
5
1
0
在
任
一
八
七
四
年
四
月
l
七
七
年
一
月
)

一
七
八
五
年
一
二

』主

月
一
六
日
に
州
参
事
会
に
詳
述
書
を
提
出
し
、
当
面
す
る
東
ベ
ン
ガ
ル
各
地
の
農
民
争
議
と
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
立
法
の
必
要

と
に
つ
い
て
、
見
解
を
表
明
し
た
。



彼
は
一
般
的
な
状
況
と
し
て
、
パ

l
ブ
ナ

l
争
議
の
の
ち
も
「
地
主
日
借
地
人
関
係
に
お
け
る
、
こ
と
に
地
代
率
に
関
連
す
る
不
穏
と
不

安
定
と
の
再
燃
す
る
兆
候
」
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
、

こ
の
よ
う
な
判
断
の
根
拠
と
し
て
東
ベ
ン
ガ
ル
の
諸
行
政
区
長
官
(
口
言
目
的
問
。
ロ
巳

ゎ
。
目
白
山
田
町
仲
。
ロ
ゆ
門
田
)

の
報
告
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

(
匂
帥

W
Y仰
い
]
)
仰
の
の
m
w
)

行
政
区
長
官
か
ら
の
報
告
で
は
、
「
地
主
た
ち
は
、

格
騰
貴
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
が
大
き
な
利
益
を
挙
げ
て
い
る
の
を
み
て
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
が
、

ダ
ッ
カ

彼
ら
が
自
分
の
財
産
と
み
な
し
て
い
る
農
産
物
の
価

こ
の
増
収
の
一
部
分
を
略
取

し
よ
う
と
望
ん
で
」
い
た
。
彼
ら
の
地
代
増
額
の
要
求
は
、
地
代
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
徴
金
の
取
立
て
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ

だ
け
い
っ
そ
う
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
往
年
は
時
聞
を
か
け
て
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
を
説
得
す
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
地
代
増
額
も
、
当
時
は
も
は
や

至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
は
結
束
し
て
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
の
差
配
人
に
よ
る
召
集
を
無
視
し
、
平
常
の
地
代
支
払
い
に
す
ら

応
じ
な
く
な
り
、
「
裁
判
所
を
経
由
す
る
ほ
か
は
、
地
主
と
の
交
渉
を
事
実
上
う
ち
き
る
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ダ
ッ
カ
行
政
区
長
官
は
か
か

る
事
態
か
ら
み
て
、
地
主
H

借
地
人
聞
の
妥
協
を
は
か
る
調
停
工
作
に
も
限
度
が
あ
り
、
「
公
然
た
る
決
裂
」
は
早
晩
避
け
ら
れ
ず
、
し
か
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るも

との
い状
う勢
判が
断管
を内
示四
し県
て(
し、(タ

Tこ旦ッ
。カ

フ
ァ
リ

l
ド
プ
ル
、
パ

l
カ
ル
カ
ン
ジ
、

マ
イ
マ
ン
シ
ン
フ
)

に
多
か
れ
少
な
か
れ
共
通
し
て
い

(
(
U
白
押
宮
間
州
問

B
H
n
E仲
仲
間
。
ロ
ぬ
)
行
政
区
で
は
、
地
租
滞
納
の
た
め
に
競
売
に
付
さ
れ
た
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
の
所
領
を
購
入

し
た
、
他
の
ヒ
ン
ド
ヮ
!
の
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
た
ち
と
米
穀
商
人
た
ち
と
が
、
そ
の
所
領
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
の
抵
抗
に
あ
っ
て
新
規
の
地

代
契
約
を
結
べ
ず
、
所
領
購
入
者
に
対
す
る
収
税
官
の
援
助
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

チ
ッ
タ
ゴ
ン

一
八
七
五
年
一
月
に
も
ダ
ッ
カ
県
東
部
で
地
代
争
議
が
発
生
し
、
近
隣
に
波
及
す
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
が
、
当
面
は
行
政
区
長
官
が
介
入
し
て
調
停
中
で
あ
る
こ
と
、
地
代
争
議
は
一
地
方
か
ら
他
地
方
に
蔓
延
す
る
傾
向
に
あ
る
と
消
息

テ
ン
プ
ル
は
こ
れ
ら
の
引
用
に
続
け
て
、

北
大
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ベ
シ
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

筋
で
は
み
て
い
る
こ
主
、

リ

ー

グ

ユ

品

オ

γ

「
東
ベ
ン
ガ
ル
の
諸
地
方
で
は
ラ
イ
ヤ

y
ト
た
ち
の
あ
い
だ
に
連
盟
や
組
合
の
よ
う
な
も
の
に
結
集
す
る
性
癖
が

あ
る
ら
し
い
」
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
深
刻
な
事
態
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
か
な
り
切
迫
し
た

危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
テ
ン
。
フ
ル
に
よ
れ
ば
、
争
議
の
性
格
は
「
経
済
的
か
つ
農
業
的
」
な
も
の
で
あ
り
、
地
代
を
増
額
し
よ
う
と
す
る
ザ
ミ
l
ン
ダ

l
ル
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
慣
行
的
地
代
率
以
上
に
は
支
払
う
ま
い
と
す
る
占
有
ラ
イ
ヤ
に
け
た
ち
と
の
攻
防
で
あ
っ
て
、
「
随
意
借
地

人
」
つ
ま
り
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
と
ザ
ミ

1
ン
ダ

I
ル
と
の
あ
い
だ
に
は
、
深
刻
な
争
議
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

占
有
借
地
人
層
こ
そ
は
、
「
数
に
お
い
て
た
え
ま
な
く
成
長
し
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
の
総
体
の
な
か
の
増
大
し
続
け
る
部
分
を
表
わ
し
、
お

そ
ら
く
は
既
に
ラ
イ
ヤ
γ

ト
た
ち
の
最
重
要
部
分
と
な
っ
て
い
る
一
階
級
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
事
態
の
根
源
に

は
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
及
び
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」
の
与
え
た
占
有
権
の
、
制
度
と
し
て
の
定
着
と
普
及
と
い
う
現
実
が
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
条
件
と
し
て
、
農
産
物
価
格
の
騰
貴
の
も
た
ら
す
収
入
の
増
加
と
、
増
加
し
た
収
入
に
対
す
る
権
利
意
識
の
昂
揚
と
が
あ
っ
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た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
で
テ
ン
プ
ル
の
所
見
に
補
足
し
て
説
明
を
加
え
よ
う
。
彼
が
ダ
ッ
カ
行
政
区
か
ら
の
報
告
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の

収
入
の
増
加
は
、

一
般
的
な
農
産
物
価
格
の
騰
貴
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
商
品
作
物
と
し
て
の
ジ
ュ
ー
ト
の
栽
培
の
拡
大
や
米
を
主
と
す

る
農
作
物
の
輸
出
量
の
増
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
の
結
束
は
、

一
方
で
は
お
そ
ら
く
東
ベ
ン
ガ
ル

の
ム
ス
リ
ム
農
民
の
あ
い
だ
で
の
フ
ア
ラ
l
イ
ジ

i

(
、
号
、
ミ
町
)
運
動
の
伝
統
に
ね
ざ
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
他
方
で
は
法
律
の
認
め
る

地
代
増
額
の
規
定
に
よ
っ
て
も
促
が
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
彼
ら
は
本
来
村
落
開
基
者
の
子
孫
と
し
て
有
利
な
土
地
保
有
条
件
を

確
保
し
て
い
た
が
、

収
入
増
加
の
機
会
に
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
か
ら
永
代
借
地
権
(
宮
弓

oEm--080)
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
つ
つ
あ
っ



た
。
永
代
借
地
権
の
登
記
件
数
は
一
八
七
一
ー
ー
七
二
年
の
四
七
、

を
示
し
て
い
た
。
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
は
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
収
入
増
加
に
対
し
て
地
代
以
外
の
諸
課
徴
を
通
し
て
自
己
の
得
分
を
実
現
し
よ
う
と

し
た
、
が
、
こ
れ
は
法
律
の
禁
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
パ

I
ブ
ナ

l
争
議
以
後
は
こ
の
方
法
は
容
易
に
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
八
一
件
か
ら
、

七
五
|
七
六
年
の
一

O
九
、
一
二
九
九
件
へ
と
著
増
傾
向

し
か
し
な
が
ら
、
農
村
の
社
会
経
済
状
況
と
農
民
の
意
識
と
の
一
定
の
変
動
を
も
意
味
し
う
る
事
態
と
に
対
し
て
テ
ン
プ
ル
が
採
ろ
う
と

し
た
措
置
は
、
個
々
の
農
民
争
議
の
行
政
処
理
手
続
き
の
一
般
的
法
制
化
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
七
三
一
年
九
月
二
三
日
付
で
イ
ン
ド
政
庁
が

ベ
ン
ガ
ル
政
庁
に
送
っ
た
公
信
四
ご
二
号
の
一
節
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
そ
れ
ら
〔
農
民
争
議
〕
を
処
理
す
る
た
め
の
よ
り
直
接
的
か
つ
包
括

的
な
方
法
は
、
地
主
と
借
地
人
と
の
あ
い
だ
、
あ
る
い
は
一
地
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
の
所
有
者
た
ち
と
の
あ
い
だ
の
係
争
点
を
略
式
で
調

査
し
て
、
上
告
の
認
め
ら
れ
な
い
裁
定
を
も
っ
て
そ
れ
を
解
決
す
る
権
能
を
付
与
さ
れ
た
、
特
別
委
員
を
任
命
す
る
権
限
を
与
え
る
法
律
を

制
定
す
る
こ
と
」
を
示
唆
し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
大
臣
の
承
認
を
も
得
た
方
法
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
の
立
法
自
体
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

」
こ
で
テ
ン
プ
ル
が
も
っ
と
も
懸
念
し
た
の
は
、

「
経
済
的
か
つ
農
業
的
」

争
点
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
民
事
裁
判
所
の
審
理
に
は
な
じ
ま
な
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ぃ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
が
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
か
ら
の
地
代
の
増
額
を
請
求
し
う
る
条
件
は
、

「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」

第
一
八
条
の
次
の
規

定
に
示
さ
れ
て
い
た
。

占
有
権
を
有
す
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
は
、
以
下
の
諸
事
由
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
従
来
支
払
っ
て
い
た
地
代
の
増
額
を

負
担
さ
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

〔
二
か
か
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
支
払
う
地
代
の
率
が
、
近
接
す
る
諸
処
に
お
い
て
同
階
級
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
、
類
似
の
性
状
の
類
似
の
利

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

点
を
も
っ
土
地
に
つ
い
て
支
払
う
際
の
、

一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
る
率
よ
り
も
低
い
こ
と
。

つ
一
〕
生
産
量
の
価
値
ま
た
は
土
地
の
生
産
力
が
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
作
為
ま
た
は
費
用
支
出
以
外
の
原
因
で
増
加
し
た
こ
と
。

〔
一
己
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
保
有
す
る
土
地
の
面
積
が
、
丈
量
に
よ
っ
て
、
従
来
そ
の
た
め
に
地
代
を
支
払
っ
て
い
た
面
積
よ
り
も
大
き
い
こ

と
が
判
明
し
た
こ
と
。

と
こ
ろ
で
、
テ
ン
プ
ル
に
よ
れ
ば
、

こ
の
規
定
に
よ
っ
て
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
が
地
代
増
額
を
提
訴
す
れ
ば
、
民
事
裁
判
所
は
そ
の
当
否
の
判
定
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

上
掲
の
第
一
の
事
由
は
、
事
情
に
疎
い
土
民
判
事
を
前
に
し
て
の
法
廷
弁
論
の
応
酬
や
証
人
の
私
見

法
裁
判
所
に
お
い
て
は
、

な
ん
ら
か
の
利
点
ま
た
は
な
ん
ら
か
の
確
固
た
る
権
威
を
も
っ
て
は
、

お
そ
ら
く
論
争
、
討
議
、
立
証
し
え
な
い
」
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を
交
え
た
証
言
に
よ
っ
て
は
、
決
着
の
つ
く
問
題
で
は
な
い
。
第
二
の
事
由
は
、
「
純
粋
に
経
済
的
か
つ
農
業
的
な
問
題
」
で
あ
っ
て
、
「
司

事
柄
に
属
し
、
「
し
か
も
こ
れ
は
、

そ
れ
に
も
と
a

つ
い
て
も
っ
と
も
深
刻
な
争
議
が
起
き
る
お
そ
れ
の
あ
る
、

は
争
議
の
生
じ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
」
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
現
に
東
ベ
ン
ガ
ル
で

そ
し
て
こ
れ
が
立
証
す
べ
き
争
点
と
な
れ
ば
、

「
東
ベ
ン
ガ
ル
の
過
去
及
び
現

在
の
状
態
、
交
易
こ
と
に
輸
出
貿
易
の
進
展
、

一
方
で
は
物
価
の
そ
し
て
他
方
で
は
農
耕
費
用
の
変
動
の
幅
、
農
業
利
潤
の
う
ち
の
ラ
イ
ヤ

ハ
お
)

ッ
ト
の
正
当
な
取
得
分
、
農
村
慣
行
の
一
般
的
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
の
、
総
体
的
検
討
を
必
要
と
す
る
」
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
農
業
利

潤
、
生
産
物
価
格
、
慣
習
地
代
等
々
に
関
す
る
審
理
は
時
間
の
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
審
理
の
進
行
中
に
さ
え
争
議
は
拡
大
す
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
裁
判
所
は
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
範
囲
を
越
え
て
は
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
ず
、
訴
訟
案
件
に
い
か
に
重
大
な
関
わ
り
が
あ

っ
て
も
経
済
問
題
の
検
討
に
は
渉
り
え
な
い
。

審
理
さ
る
べ
き
案
件
の
こ
の
よ
う
な
性
格
と
そ
の
解
決
の
緊
急
な
必
要
性
、
そ
し
て
原
・
被
告
双
方
が
「
怒
気
を
は
ら
む
」
法
廷
の
興
奮
し



た
状
態
か
ら
み
て
、
テ
ン
プ
ル
は
、
「
こ
れ
ら
急
を
要
す
る
案
件
を
、

正
当
か
つ
平
和
的
な
問
題
と
し
て
処
理
す
る
の
に
適
し
た
人
び
と
は
、

明
ら
か
に
収
税
官
と
彼
の
属
僚
た
ち
と
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。
「
彼
ら
は
、

決
定
を
下
し
て
も
、

当
面
は
そ
れ
へ
の
服
従
を
両
当
事
者
に

そ
れ
を
な
し
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

強
制
す
る
適
法
的
権
限
を
有
せ
ず
、

ま
た
お
そ
ら
く
は
強
制
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

こ
う
し
て
テ
ン
プ
ル
は
、
地
代
の
民
事
裁
判
所
で
の
決
定
を
不
可
能
で
は
な
い
ま
で
も
現
行
法
の
範
囲
内
で
は
著
し
く
困
難
な
こ
と
と
し

て
、
そ
れ
を
容
易
な
ら
し
め
る
措
置
を
と
る
か
わ
り
に
、
地
代
関
係
訴
訟
の
受
理
か
ら
裁
定
ま
で
を
収
税
官
の
業
務
に
移
管
す
る
方
針
を
周

め
た
。
こ
れ
は
地
代
訴
訟
の
裁
判
管
轄
権
の
問
題
と
し
て
み
れ
ば
、

人
訴
訟
法
」
の
再
改
正
に
当
る
。

明
ら
か
に
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」

へ
の
後
退
で
あ
り
、

「
地
主
H

借
地

し
か
し
彼
は
当
面
は
こ
の
点
で
の
全
面
的
な
再
改
正
を
意
図
し
て
は
お
ら
ず
、
「
不
穏
時
に
双
方
の
多
数

〈
釦
)

の
興
奮
し
た
人
び
と
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
案
件
の
処
理
に
限
っ
て
、
裁
判
管
轄
権
の
収
税
官
へ
の
移
管
を
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
を

限
定
し
て
の
移
管
と
い
う
提
案
が
行
な
わ
れ
た
理
由
は
、

一
方
で
は
テ
ン
プ
ル
自
身
が
「
地
主

u
借
地
人
訴
訟
法
」
に
よ
る
地
代
関
係
訴
訟

- 41ー

の
民
事
裁
判
所
へ
の
移
管
に
反
対
で
あ
り
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
た
ち
も
こ
れ
を
不
便
と
し
て
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
の
収
税
官
に
よ
る
裁
判

の
復
活
を
望
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、
他
方
で
は
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
層
も
旧
法
へ
の
復
帰
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
証
拠
が
な
く
、
ま
た
法
の

全
面
的
再
改
正
が
司
法
側
の
反
対
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
諸
事
情
か
ら
く
る
妥
協
の
必
要
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

詳
述
書
は
最
後
に
具
体
的
な
提
案
と
し
て
、
州
政
庁
は
、
争
議
当
事
者
か
ら
の
提
訴
が
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
、
期
間
と
区
域
と
を
特
定

し
、
対
象
を
地
代
率
・
地
代
額
と
土
地
丈
量
と
に
限
っ
て
、
収
税
官
等
を
し
て
争
議
の
有
権
的
審
理
と
そ
れ
に
関
す
る
裁
定
の
執
行
と
に
当

ら
し
む
べ
き
旨
を
勧
告
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
た
め
の
法
律
案
を
準
備
し
た
こ
と
を
告
知
し
た
。
テ
ン
プ
ル
は
、

そ
の
法
律
案
が
「
ベ
ン
ガ
ル

を
基
本
と
し
た
上
で
の
緊
急
対
策
を
定
め
る
も
の
で
、

議
に
有
効
に
対
応
す
る
た
め
の
合
法
的
権
限
」
の
取
得
で
あ
る
旨
を
特
に
強
調
し
た
。

地
代
法
」
及
び
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」

「
税
務
当
局
者
を
媒
介
と
し
て
農
民
争

北
大
文
学
部
紀
要



て入決士三三「唱耳目ilflト機誕J(1 rく-+11く社) Q 喜~M.

組

(~)~.Lj岩下'"ー λ'~- え Q 裂去三軍~~革担~4持品jゆ機 Q$単-14担~EIS[-\J

ぽぬかや ..!).';.L..-;:::...経 (ChowdhuryBenoy， K.，“Agrarian 

Economy and Agrarian Relations in Bengal， 1856-

1885九inSinha， Narendra Krishna (edふ TheHistory 

01 Bengal (1757-1905)， Univ. of Calcutta， 1967， pp. 
288-291 ; Chaudhuri， Binay Bhushan，“Peasant Move-

ment in Bengal 1850-1900"， in Ray， Alok (巴dふ Nine-

teenth Century Studies， Calcutta; Bibliographical Re-

search Centre， No. 3， 1973， pp. 375-377.) -¥J' ':t-'"ー λ

、一えは司，zl1トヤト hι Ql召4思議重量失J1+1 fE[ -¥J rぜ，zl平 λ=、'1'¥

民総 (SenGupta，。ρ.cit. ~;当時J Q;gtと総理耳I-'時点“ The

Agrarian League 01 Pabna， 1873"， The lndian Econo-
mic and Social H istory Rel府w，vol. 7 / No. 2， 1970; 

“Agrarian Disturbances in Eastern and Central Ben-

gal in the Late Nineteenth Century"， Do.， vol. 8/ No. 

2，1971.) -¥JQ' 時五ta¥(I-'必向。繍}栴!!l' ~:þ"，ー入、ーえ Q誕

生三軍F塩基どかやむ';.!..:::;-.ぽ t長民主ょう安 Y 的判"、 μ.Ìj毛乞lf.!i~五議lf.!i~量生

Q l'眠.-J.;.! J:@:t¥i!! I-' -¥Q ，zl ，j心 (Chaudhuri，B. B..“Movement 
01 Rent in Eastern lndia， 1793-1930ヘThelndian His-
torical Review， vo1. 3 / No. 2， 1977.) μ Z! ffi京株士!~~

':R' r '(λkえ幸司ど士道」 ド'-Î-'ム!I i尽鍵裁量五 Q J:@:1l!型役立は制匹~Î-'

-¥Q (' .;.! ，j -¥Jごく入眠-，ム民主主よ叫(士主主E主iS5婆.-J.;.! -¥J ，j >C' I-'捻む

(Hunter， William Wilson， A Statistical Account 01 
Bengal， 20 vols.， London， 1876， Repr・， Delhi: D. K. 

Pub. House， 1974， vo1. 9， p. 315.)' 臣経営 1，益田民国-¥J:li!':

世tt~ EIS[-\J告d >V~~~望書鰹.-J.;.!-Þ' Q -\J..J νP 耳l;jtIj以H句組理必v'il>(

告書~必~，zl-\J神P 州向。

(円)Hunter， op. cit.， vo1. 9， pp. 323-325; Chaudhuri， 

“Peasant Movements ...九 pp.356-'363; Sen Gupta， 

Pabna Disturbances .ー， pp. 85-116 ~眼。

( c吋 lndiaOffice Records， P / 1018: lndia Legislative 

Consultations， May-Aug. 1876， (67)， Proceedings， No， 

41， Appendix Q， Minute by the Lieutenant-Governor 

01 Bengal， dated 16 Mar. 1875. ，j Q紘鰻仰Z!11 1還兵必
必r:-' 者世吠-1 ffi' 1くー 111滋Z!Buckland， op. cit.， vo1. 

2， pp. 631-636 !1騒悔i!J!';'::6.-JÎ-';;;æo，初~' Bengal Admini-

stration Reρort 1874-75， Changes 01 Administration 

pp. 13-20 !1-Þ'!1! ・忠臣経 Q 択科京，:(必~，zl O ~ドー' 斗早E

Consultationsム<.0Q;;;ao， Z! 1. L. C.， loc. cit. -¥J ~吾 l長.-J'

紘鰻仰Z!Temple'sMinute -\J~，í\Èう~，zl O

(甲)Temρle's Minute， para. 1. 

(山) u 兵士三 1< J，J ffi 叶長~111 [I工な Q 社去~~罪事や捻向。

(l!¥司)'~ト吠忠誠凶 ffi"*Q 書l1 ilrQ~ミ担 Q訴事語!10ム1-'Z!' Hun-

C¥I 
寸4



円
。
円
・
旬
、
・
円
N
H
i
-
-
〈
。
-
-
u
・
日
U
H
Y
唱
品
l
u
u
w
M
O
m山
i
M
O
吋
ゆ
U
M
-
-
U
M
M
-
品
串
h
p
l
h
p
串
U

参
照
。
一
例
の
み
挙
げ
れ
ば
、
フ
ァ
リ
l
ド
プ
ル
県
で
は
一
八
六
O
ー

七

0
年
間
に
極
上
の
精
米
の
価
格
が
ニ
O
%
、
「
労
働
者
及
び
貧
困
者

層
」
の
用
い
る
普
通
米
の
価
格
が
二
五
%
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た

e-

U
M
-
-
〉
。
総
体
的
傾
向
と
し
て
四
県
と
も
に
農
民
層
の
生
活
が
よ
り
裕
福

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
商
品
作
物
の
導
入
や
米
の
商
品
化
量

の
増
大
に
起
因
す
る
農
産
物
価
格
の
騰
貴
に
よ
る
こ
と
は
、
ハ
ン
タ
ー

も
指
摘
し
て
い
た
。
也
、
・
h
帆
叫
・
・
毘
Y
芯
・
M
O
-
-
M
O
M
-
M
U
U
W
品
目
∞
参
照
。

(
6
)
条
例
一
七
九
三
年
第
八
号
第
五
四
・
五
五
条
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
正
租
官
、
h
a
s
J
S
品
目
見
由
意
向
)
・
副
租
(
s
s
b
s
・
雑
租
(
s
p

z
a
ミ
)
を
単
一
の
地
代
に
合
算
し
、
そ
の
地
代
以
外
の
諸
課
徴
を
禁

止
し
て
以
来
、
法
律
的
に
は
付
加
課
徴
は
違
法
と
さ
れ
て
い
た
o
「
ベ
ン

ガ
ル
地
代
法
」
第
一
O
条
は
、
地
券
面
記
載
の
地
代
額
を
超
え
る
徴
収

に
つ
い
て
の
借
地
人
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
規
定
し
、
「
地
主
日
借
地

人
訴
訟
法
」
第
一
一
条
に
も
同
文
の
規
定
が
あ
る
。
な
お
こ
の
時
期
の

付
加
課
徴
の
名
目
・
内
容
は
、
州
都
行
政
区
(
司
同

g広
町
ロ
ロ
可

U-is

m-。
ロ
)
に
つ
い
て
は
N
W
S
F
向
島
町
み
§
ミ
誌
な
マ
昌
之
口
芯
勾
h
H
V
S
、
H
H
匂
一
1
N
l

u
w
h
h
p
b
w
p
m
a
言

h
h
H
さ

S
弘
之
、
白
足
b
p
H
恒
-
M
U
l
u
a
に
詳
し
く
、
パ

l
ブ
ナ

l
県
に
つ
い
て
は
出
口
口
仲
2
J
b
v
-
三
H
3
4
0
7
巾

Y
H
Y
U
H
∞
一

同
身
"ω
ロ
同
】
吋
国
宵
卸
少
切
言
、
ミ
ミ
同
円
三
晶
君
九
九
、
b
p
q
C
S
白
H
a
ミ
ミ
b

-凶

a
H枠
内
抽
込
書

M
ロ
仏
白
色
ロ
品
開
釦
]
H
r
m
F片
山
口
口

Z
切
〉
切
円
。
仲
町
四

3
・
日
甲
吋
M
W

H6・

X
吋
l
u
お
が
列
挙
し
て
い
る
。
付
加
課
徴
の
取
立
て
に
つ
い
て

北
大
文
学
部
紀
要

は
、
ベ
ン
ガ
ル
州
参
事
会
法
律
一
入
七
一
年
第
一
O
号
「
道
路
税
法
」

に
も
と
づ
く
資
産
調
査
(
概
要
は
回
ロ
門
医
目
白
色
・
司
、
・
2
H
3
4
0「
r
H
V
H
Y

A
∞
∞
i
s
u
・
)
が
、
一
定
の
禁
止
効
果
を
挙
げ
た
と
い
う
(
わ
同
B
U
σ
冊
目
f

P
2
F
民
間
ミ
ロ
私
立
ミ
さ
な
伐
と
塁

E
2
3
E
-
σ
可
わ
-
H
W
-

∞R
E
E
U
M
4
0
-
r
F
S
E
R
豆
R
E
-
-
2・
5
5
ぐ

o--M・
3
・

M
-
M
M
-
u
・
〉
。

(
7
〕
ダ
ッ
カ
県
で
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
以
来
七
三
年
ま
で
に
五
O
%

の
地
代
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
が
、
上
昇
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
一
八
六

六
年
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ

I
カ
ル
ガ

γ
ジ
県
で
は
借
地
人
の
な

か
に
は
五
O
一
O
O
V
A
の
地
代
率
引
上
げ
を
被
む
る
者
も
あ
っ
た

が
、
全
村
な
り
全
分
区
な
り
で
の
一
斉
引
上
げ
は
み
ら
れ
な
か
ウ
た
。

プ
ア
リ
l
ド
プ
ル
県
で
は
一
般
的
地
代
率
の
引
上
げ
に
よ
ら
ず
、
農
民

保
有
地
を
再
丈
量
し
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
よ
り
多
く
の
面
積
を
得
る

と
い
う
方
法
で
、
あ
る
い
は
あ
る
土
地
の
地
代
率
が
近
隣
の
同
等
の
条

件
を
も
っ
土
地
の
地
代
以
下
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
を
構
え
て
、
地
代

が
引
上
げ
ら
れ
た
。
マ
イ
マ
ン
シ
ソ
フ
県
で
は
、
一
般
な
物
価
騰
貴
の

な
か
で
、
地
代
率
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
前
後
で
一
ニ
O
l
五
O
%
上

昇
し
た
と
い
う
(
国

E
M
Z
F
。
、
-
h凡
HSJ可。
-
-
M
同}刷】-Ho--M

ニ-
U
M
U
-

A
F
U
中
・
)
。
な
お
ダ
ツ
カ
行
政
区
長
官
は
、
同
地
で
は
地
代
以
外
の
付
加

課
徴
に
対
す
る
抵
抗
が
他
地
方
に
お
け
る
よ
り
も
強
い
た
め
、
地
主
は

却
っ
て
地
代
率
引
上
げ
に
訴
え
る
の
で
、
地
代
引
上
げ
催
告
の
件
数
が

非
常
に
多
い
旨
を
指
摘
し
、
地
代
増
徴
の
根
本
的
原
因
は
人
口
が
多
く

ーのー



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
ハ
一
八
七
六
年
)
の
制
定

従
っ
て
土
地
需
要
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
(
切
町
平

均
ミ
み
$
昌
弘
S
2
マ
ミ
怠
芯
同
町
、
ミ
4

H
句
1
i
W
1弘
場
。
』
白
S
h
s
s
h
h
rミ
'

誌
な
H
3
H
帆由主

H
U
-
-
M
・)。

(
8
)
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
が
結
束
じ
て
団
体
と
し
て
ザ
ミ

I
γ
ダ
l
ル
に
抵

抗
す
る
傾
向
は
、
古
く
か
ら
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時

期
に
は
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ダ
ッ
カ
県
の
副
刑
務
判
事

Q
o
E同
冨
問
問
沼
田
可
丘
四
)
チ
ャ
ー
ル
ズ

G
・
。
・
円

UFR-2)
は
一
八

七
三
年
の
特
別
報
告
の
な
か
で
、
大
規
模
な
農
民
同
盟
の
組
織
化
は
最

近
二
、
一
ニ
年
の
現
象
で
、
そ
れ
も
従
来
は
力
の
弱
い
ザ
ミ

l
ン
グ

l
ル

の
所
領
に
主
と
し
て
限
ら
れ
て
い
た
の
が
、
団
結
の
成
功
に
促
。
か
さ
れ

て
広
く
波
及
す
る
形
勢
に
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る

Q
・
の
-
C
V中

ユ

2.
呂
巾
己
即
日

B
H
M
O
円
ゲ
℃
同
門
田
・

-
u
w
D戸

o
g
a
E
』
か
さ
む
司
令
お
札
詰
S
N

S
悼
同
居
間
町
民
的
な
ミ
ロ
¥
S
h
勾
h
S
H
C
§
S
H
札口芯

S
N
w
s
h白
内
的
な
門
町

内骨問、自九則的町苫
A

向
。
¥
k山
内

H
N
q
¥
同句・
M
M
M

・
MM-
同町四
σ
-
H
∞吋一
Y

U
白吋白
2
u
r

z同
向
、
ミ
、
H
q
k
l
H
F
向
。
由
記
『
柚
抽
選
S
H
H
q
¥
切
h
s
h
a
N
S悼
叫
居
間
喝
さ
'

h
v
g
h
R同
h
s
h霊
法
誼
ミ
札
口
、
H
b
h
h
a
s
-
¥
』
い

b
s
n同
向
。
輪
、
弘
司
安
出
吋
SHRMWHH

S
S
E
H
、
さ
三
宮
町
民
、
札
H
b
b
同
ミ
ロ
ミ

NW
ミ

ミ

ミ

h
h
v
』
官
室
伐
と

H
2・

4
0
】・

-w唱・
3
・
)
。
(
な
お
以
後
上
記
文
献
を
ミ
ミ
同
C
N
W
・
と
し
て
引
照

(
補
註
〉

す
る
。
)
ま
た
、
裁
判
所
を
媒
介
と
し
て
し
か
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
ザ
ミ

l

ン
ダ
l
ル
と
交
渉
し
な
い
の
は
、
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
第
四
六

l
四
九
条
に
、
ザ
ミ

l

ン
ダ

l

ル
が
地
代
の
受
領
ま
た
は
そ
の
領
収
書

の
交
付
を
拒
否
し
た
ば
あ
い
、
及
び
ザ
ミ

1
ン
ダ
l
ル
が
借
地
人
を
地

代
問
題
で
告
発
し
て
訴
訟
と
な
っ
た
ば
あ
い
の
、
借
地
人
の
裁
判
所
へ

の
地
代
予
託
と
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
の
を
、
ラ
イ
ヤ

ッ
ト
が
闘
争
手
段
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
代
予
託
制
度

は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
で
は
第
七
四
条
に
民
事
被
告
人
に
つ
い
て
の

み
簡
単
な
規
定
が
あ
っ
た
の
が
、
一
八
六
二
年
に
よ
り
包
括
的
な
規
定

に
改
め
ら
れ
、
六
九
年
に
そ
れ
ら
が
再
規
定
さ
れ
た
。

(
補
註
)
こ
の
文
書
は
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
第
二
次
草
案
の
付

帯
文
書
で
あ
る
。

(
9
)
同
42草
、
な
-
M
h
h
吉
宮
同
時
・
℃
白

g・
u
-

(ω)
口
達
、
定
的
ミ
怠
宮
司
会
宮

E
-
a・
一
八
七
四
年
九
月
四
日
付
の
チ

ッ
タ
ゴ
ン
行
政
区
長
官
の
年
次
報
告
第
六
二
節
の
引
用
に
よ
る
。

(
日
)
同
J
h
達
、
史
的
ミ
ざ
宮
H
F
宮

E
・
吋
・
こ
の
争
議
は
数
ヶ
月
の
調
停
工

作
の
末
、
「
む
し
ろ
ザ
ミ

l
γ

ダ
I
ル
た
ち
に
有
利
と
み
え
る
」
決
定

が
下
さ
れ
、
一
フ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
彼
ら
の
地
代
は
そ

の
一
帯
で
は
非
常
に
軽
く
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
は
、
し
か
る
べ
き
調
査

の
の
ち
に
当
局
が
決
定
し
た
も
の
な
ら
ば
、
適
度
の
増
額
分
の
支
払
い

に
は
応
じ
る
意
向
を
示
し
た
、
と
い
う
(
切
同
夕
刊
ミ
み
札
吉
弘
苫
弘
前
マ
ミ
芯
詰

河
町
、
也
、
H
N句ーも
1
1
h
p
k曲
、
送
公
含
マ
ミ
芯
芯
司
¥
H
b
同
h
b喜
仲

間

Y
H
0
・〉。

(
ロ
)
ロ
ミ
目
、
白
星
雲
HhL3-
∞・

(
β
)

ロ
ミ
旬
、
加
さ
さ
F
宮
E
・甲・

(
M
)

「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
三
l
六
条
及
び
「
地
主
H

借

地

人

訴

訟

法
」
第
コ
一
ー
六
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
占
有
権
(
同
ユ

m
E
o時
。
口

2
・

- 44ー



同
】
白
ロ
ロ
可
)
を
認
め
ら
れ
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
は
、
①
一
七
九
三
年
の
永
代
定

租
裁
定
以
来
不
易
の
固
定
地
代
率
で
土
地
を
保
有
し
て
い
る
者
(
訴
訟

開
始
前
ま
で
二

0
年
間
保
有
地
の
地
代
率
の
変
更
が
な
か
っ
た
者
に
つ

い
て
も
、
そ
の
地
代
率
は
永
一
代
定
租
裁
定
時
よ
り
固
定
し
て
い
た
と
み

な
す
)
、
②
二
一
年
間
土
地
を
耕
作
ま
た
は
保
有
し
た
者
(
但
し
所
領
ま

た
は
中
間
地
代
収
取
権
の
所
有
者
の
直
営
地
に
は
適
用
さ
れ
な
い
て

の
二
種
類
で
、
前
者
は
定
率
占
有
権
を
認
め
ら
れ
、
後
者
の
地
代
額
の

変
更
に
は
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」

の
定
義
と
「
占
有
権
」
の
内
容
・
属
性
の
法
律
的
規
定
は
こ
の
段
階
で

は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
{
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
に
至
っ
て
よ
う
や

く
明
示
さ
れ
た
。

(
川
口

a)
こ
れ
は
セ
ン
日
グ
プ
タ
氏
と
チ
ヤ
ウ
ド
リ
氏
と
の
論
争
点
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
セ
ン
日
グ
プ
タ
氏
が
テ
ン
プ
ル
詳
述
書
の
こ
の
個
所
を
引

い
て
、
こ
の
時
期
の
農
民
闘
争
の
主
体
を
占
有
一
フ
イ
ヤ
ッ
ト
と
す
る
か

ね
て
の
自
説
を
補
強
し
た

(ω
叩
ロ
の
ロ
℃

glvkv-np匂
-
E∞
・
)
の
に
対

し
、
チ
ャ
ウ
ド
リ
氏
は
、
当
時
占
有
・
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
境
界
線

は
不
分
明
で
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
毅
然
た
る
社
会
層
を
形
成
し
て
は
い

な
か
っ
た
、
と
す
る
自
説
を
撤
回
し
て
い
な
い
(
わ
町
田
口
色
町
戸
ユ
-
同
州
中

三
刊
君
。
ロ
色
、
・
町
民
同
・
)
。
占
有
権
は
土
地
の
保
有
・
耕
作
二
一
年
を
経

過
す
る
と
公
式
に
記
録
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
ラ
イ

ヤ
ッ
ト
を
当
事
者
と
す
る
訴
訟
の
過
程
で
し
か
確
認
さ
れ
な
い
性
質
の

権
利
で
あ
る
の
で
、
筆
者
も
テ
ン
プ
ル
の
断
定
に
は
疑
問
を
持
つ
。
正

北
大
文
学
部
紀
要

確
に
表
現
す
れ
ば
、
「
占
有
権
を
請
求
す
る
資
格
が
あ
る
と
自
ら
信
じ

て
い
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」
が
、
ザ
ミ

1
ン
ダ

1
ル
と
も
っ
と
も
激
し
く
対

立
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ク

l
チ

u
ベ
ハ

l
ル
で
は
こ

の
時
期
に
、
シ
ョ
ー
ト
ダ

l
ル

Q
ミ
a
b
w
、
次
節
託
(
却
)
参
照
)
と
そ
の

小
作
人
と
の
聞
の
矛
盾
が
激
化
し
て
い
た
(
の
巴

R
P
切

S
b
w、
み
ミ
H
H
E
H
N

P
官
三
喜
巧
-
H
・
国

2
3
n
z
f
z
ミ
民
同
CNw--

宮

E
-
P℃
-

M
-
・
)
が
、
農
民
層
内
部
の
矛
盾
は
こ
の
時
期
に
は
判
然
と
し
な
い
。

(
β
)

足
達
、
~
号
室

S
F
宮

5
・
H
4
・
(
凶
)
で
②
と
し
て
掲
げ
た
占

有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
資
格
に
つ
い
て
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
六
条
は
、

食
切
〈
開
円
以
刊
ミ
O
件
当
F
O
E
S
n
ロ
E
g
g
a
o
H
V四日仏

-sa
同
。
司
即

日】由巳

oao同
HJ2-Z
吉
田
吋
凹
p
b
旬
国
立

m
z
o同
O
ロ
ロ
ロ
宮
ロ
ミ
山
口
仲
町
冊

目
自
己
的

0
2
5
4丘
四
品
。
円
宮
叩
広

σ
M
1
E
B
-
-
・・
3

(

斜
体
は
筆
者
)

と
規
定
し
て
い
る
が
、
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」
で
は
こ
の
斜
体
部

分
が
バ
・
・
印
『
包
-
F胆
4
叩
・
・
・
3

と
改
め
ら
れ
て
、
前
法
制
定
後
に
お

け
る
占
有
権
の
時
効
に
よ
る
取
得
に
途
を
開
い
て
い
る
。

(
凶
)
ジ
ュ
ー
ト
は
一
入
二

0
年
代
末
か
ら
イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
む
け
輸

出
品
目
と
し
て
登
場
す
る
が
、
そ
の
栽
培
が
急
速
に
伸
び
た
の
は
一
八

五

0
年
代
半
ば
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
た
め
に
ロ
シ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
久

へ
の
亜
麻
の
供
給
が
杜
絶
し
て
以
降
の
こ
と
と
い
う
。
詳
し
く
は
、

当
主
?
の
z
b片
足

S
白
ミ
ミ
S
四
町
内
む
き
さ
恥
h
h
v
さ
礼
宮
町
H
h
q
¥
同
誌
円
山

S"

-∞∞一
Y

何
回
目
以
円
・
・
。
巾
-
y
f
司
叩
ユ
。
。
山
口
曲
目
何
回
目
)
刊
吋
タ
同
一
w吋
M
-

〈。
-
-
M
W

同)日
u
・

ーの一



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

UAUluhR吋
唱
四
四
吋

l
u
u
唱
一
わ
F
0
4
司
品
目
H
Z
3
J
R
R
h
h
『
晶
、
民
自
芯
均
同
町
白
色
。
法
的

-
J
Z
ω
Z
E
〈
冊
。
・
y
b
b
-
n
む
-
-
H
)
}
Y
M
U
A
I
M
u
a
w
M
m
十
M
S
参
照
。

な
お
出
口
口
芯
♂
色
、
・
2
H
・
各
巻
に
は
一
八
七

0
年
代
半
ば
ま
で
の
各

県
の
ジ
ュ
ー
ト
の
栽
培
・
交
易
状
況
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た

米
穀
輸
出
等
に
つ
い
て
は
回
F
巳
F
回
・
宮
-
-
M
可
白
ミ
S
S
S
』
1
苫

hご白噌

h
E
切
同
昌
弘
見
な
め
S
S
同
み
師
、
同
町
H
h
q
h
.
H
P
間
同
町
ロ
芯
ロ
ミ
礼
町
民
民
的
H
q
ミ
也
、
-

L

「
ミ
ミ
(
h
h
a
o
l
H
喝
な
)
・
回
o
g
σ
回
で
〉
田
町
田
P
H
σ
・
国
0
5
p
s
p

c
u
-
u
∞i
u
y
c
F
O
場
内
回
目
g
4
・
色
、
・
町
民
同
・
・
』

G
R・
-
問
者
-
M
4
∞l
N
S
参
照
。

と
こ
ろ
で
出
口
ロ
Z
F
口
、
-
R
H
・
の
該
当
個
所
を
調
べ
て
み
る
と
、
穀

物
価
格
は
長
期
的
に
は
騰
貴
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
短
期
的
に
は
オ
リ
ツ

サ
餓
僅
の
影
響
の
あ
っ
た
一
八
六
六
|
六
七
年
を
絶
頂
と
し
て
七

0
年

代
に
は
暴
務
し
て
お
り
、
ジ
ュ
ー
ト
価
格
も
七

0
年
代
に
急
落
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
物
価
の
短
期
的
下
落
と
農
民
闘
争
の
激
化
と

の
あ
い
だ
に
は
、
か
な
り
複
雑
な
、
お
そ
ら
く
は
農
産
物
市
場
の
構
造

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
因
果
関
係
が
あ
る
も
の
と
予
知
さ
れ
る
が
、

筆
者
と
し
て
は
現
在
こ
の
点
を
解
明
す
る
用
意
が
な
い
。
な
お
こ
の
価

格
下
落
問
題
の
重
要
性
は
チ
ャ
ウ
ド
ゥ
リ
氏
が
セ
ン

u
グ
プ
タ
氏
へ
の

書
評
の
な
か
で
簡
単
に
指
摘
し
て
い
る
。

(
げ
)
こ
の
有
名
な
宗
教
H

農
民
運
動
に
つ
い
て
は
、
富
三
口
!
ロ
仏
l
u
s

〉
}
戸
自
主
同
E
P
S
M
H
b
ミ
ミ
H
b
句
、
号
、
注
札
ミ
ロ
世
間
S
S
H
刊誌

N
w
s
p
m
s
N
(
同
白
~
ー
句
i
N
U
。
a
y
同
国
吋
何
回
n
F
即
日
句
同
]
弘
師
同
国
ロ
出
目
的
g
ユ
ロ
回
目

ω
。
a
Z
u
-
-
H
U
S
な
る
専
諭
が
あ
る
が
、
当
面
の
時
期
の
フ
ア
ラ

l
イ

ジ
l
派
の
動
静
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
一
般
的
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
l
農

民
よ
り
も
ム
ス
リ
ム
農
民
の
方
が
容
易
に
結
束
し
、
こ
と
に
フ
ア
ラ
ー

イ
ジ
l
派
で
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
う

Q
・
の
・
の
宮
田
ユ
2
.
田

昌
2

E

z

u

o

F

5

5

宮
E
-
F
仙
ロ
』
h
h
h
~
C
N
W
-
w

百
E

F

MYM0・〉。

(
同
)
後
掲
の
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
第
一
八
条
参
照
。
一
ラ
イ
ヤ
ツ

ト
の
地
代
率
が
他
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
そ
れ
に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
規

定
は
、
確
か
に
彼
ら
の
あ
い
だ
の
団
結
、
相
互
保
障
と
相
互
牽
制
を
生

ぜ
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
点
は
ω
2
H
の
Z
H
V
S
・

-
h
y
n
p
-
℃
目
y
u
u
l
u
a
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
山
口
)
』
h
h
勾
C
N
w
-
w
H
M由
E
・
5
・
H
Y
唱
・
な
お
こ
の
永
代
借
地
権
と
は
、
東

西
ベ
ン
ガ
ル
地
域
で
ザ
ミ

l
ン
ダ

I
ル
た
ち
が
富
裕
な
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に

与
え
た
定
率
永
代
借
地
権
(
切
室
内
ミ
h
h
s
s
な
H
S
H
S
S
勾
問
、
也
、
H

S
吋

H
O
w
旬

-
M
U
・
〉
に
始
ま
る
ら
し
く
、
そ
の
登
記
の
法
律
的
根
拠
は

「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
第
二
六
条
(
「
ベ

γ
ガ
ル
地
代
法
」
第
二

七
条
)
に
い
う
、
「
す
べ
て
の
従
属
タ
ー
ル
ク
ダ

I
ル
、
及
び
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
と
耕
作
者
の
中
間
に
あ
っ
て
土
地
に
永
代
的
か
っ
譲
渡
し

う
る
権
益
を
有
す
る
者
」
の
、
「
ザ
ミ
l
ン
ダ

1
ル
、
ま
た
は
、
彼
ら

の
タ
ー
ル
ク
ま
た
は
中
間
保
有
公
開
ロ
ロ
吋
巾
)
の
地
代
の
支
払
い
先
と
な

る
上
級
借
地
人
の
シ
ェ
リ
ス
タ
(
曲
目
同
町
江
田
Z
F
H
M
R
刷
、
ー
ミ
h
H
h
登
記
簿
、

登
記
所
)
に
お
け
る
登
記
」
の
規
定
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
地
代
以
外
の
付
加
課
徴
金
が
実
質
的
な
地
代
増
額
の
便
法
と
な
っ
て

- 46ー



い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
法
律
が
ず
ミ

l
ン

ダ
1
ル
の
地
代
増
額
を
権
利
と
し
て
認
め
て
い
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な

迂
遠
な
方
法
が
採
ら
れ
た
理
由
は
、
①
ザ
ミ

I
ン
ダ

l
ル
が
、
地
代
増

額
の
当
否
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
要
求
の
正
当
性
を
挙
証
す

る
責
任
を
負
わ
さ
れ
、
裁
判
所
も
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
権
益
を
重
視
し
て
増

額
の
根
拠
を
仔
細
に
吟
味
?
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
判
決
は
前
者
に

不
利
と
な
り
、
実
績
以
下
の
地
代
率
を
い
い
わ
た
さ
れ
る
ば
あ
い
も
あ

っ
た
こ
と
、
②
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
、
長
期
に
わ
た
っ
℃
固
定
さ
れ
作
柄
の

豊
凶
等
へ
の
適
応
性
の
な
い
地
代
率
そ
の
も
の
の
変
更
よ
り
は
、
臨
機

応
変
の
付
加
課
徴
金
を
選
好
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と

Q
・
の
・
の
宮
山
目

ユ2.曲
名
包
回
目
吋
8
0
5
宮
E
由・

5
M
H
・』
h
h同
C
F
E
E
-
U
r

u-
お
l
M
O
一
切
s
h
h
N
N
h
n刊
さ
比
三
旬
マ
ミ
な
お
同
町
、
ロ
ミ

L
a
u
d
-
-
L
P
H
6・

M
U
1
M土
民
同
勾
CNW-w
宮

5
・
-
P
H
Y
唱
し
、
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

(却

a
)
パ

I
ブ
ナ
ー
で
は
、
付
加
課
徴
金
の
累
積
の
結
果
、
本
来
の
地
代

と
付
加
課
徴
金
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
「
道
路

税
法
」
適
用
の
予
測
や
、
准
知
事
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
付
加
課
徴
金
調
査
に

対
す
る
警
戒
か
ら
、
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
た
ち
が
付
加
課
徴
金
を
地
代
に

合
算
し
て
新
地
代
率
を
定
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
争
議
の
一
因
で
あ

っ
た
。
争
議
の
な
か
で
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
は
付
加
課
徴
金
を
拒
否
す
る

よ
う
に
な
り
、
ザ
ミ

1
ン
ダ

l
ル
側
も
こ
れ
に
屈
し
て
撤
回
す
る
傾
向

を
生
じ
て
い
た
。

N
w
h
s
h白
H
A
R守
主
芯
診
マ
ミ
な
お
同
時
、
司
、
H
H
h
u心
luwh

北
大
文
学
部
紀
要

H
S
H
3色申告町史巴ぷ同】・

5
・門リ
b
a
p同
h
h
s
h
h同S

3
弘之『民
H
e
p
℃・

M甲
山

ω叩
ロ
の
口
同
】
仲
田
句
色
、
.
町
民
同
--H】同
Y
M品
l
M
m
-
U
0・
唱
。
.

(
幻
)
ロ
ミ
さ
き
さ
な
与
問

B
・
M
-

(
幻
)
出
ミ
Nh.h
き
さ
な
・
宮
g
・
u
・

(
お
)
こ
の
条
項
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
七
条
と
同
文
で
、
多
国
前

掲
論
文
の
翻
訳
を
参
考
に
し
て
一
持
訳
し
た
。
訳
文
の
項
目
に
付
し
た
数

字
は
筆
者
の
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
M
)
同
】
由
選
、
同
時
ぷ
』

h
S誌
な
・
℃
同

E
・
E-
民
事
裁
判
所
が
地
代
増
額
に
つ

い
て
判
断
を
下
す
の
は
、
「
地
主

u
借
地
人
訴
訟
法
」
第
一
四
条
〈
「
ベ

ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
三
条
)
に
よ
る
ザ
ミ

l

y
ダ
l
ル
の
地
代
増
額

告
知
に
対
す
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
告
訴
、
ま
た
は
後
者
の
場
額
分
滞
納
の

回
復
を
求
め
る
前
者
の
告
訴
を
審
理
す
る
ば
あ
い
、
及
び
第
三
八
条

(
同
第
二
一
一
一
条
第
一
項
、
第
一
一
一
一
条
引
に
よ
る
地
券
と
地
代
納
入
承
諾
書

の
授
受
及
び
そ
れ
ら
に
記
載
さ
れ
る
地
代
率
の
決
定
を
求
め
る
訴
訟
を

審
理
す
る
ば
あ
い
、
で
あ
ろ
う
。
テ
γ
プ
ル
は
別
に
、
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ

ト
を
「
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
ほ
か
に
地
代
増
額
に
も
服
す
る
こ
と
の

な
い
」

(
N
w
g
hミ

h
§
ミ
ミ
民
言
及
ロ
お
同
時
、
ミ
H
H
苛屯
l
u
s
h
bミ
'

S
診
マ
ミ
な
芯

q
h
-
s
n
h
S
R
F
℃・

-0・
〉
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右

の
各
種
の
要
因
に
よ
る
訴
訟
の
日
常
化
を
証
言
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
m
a
)
こ
れ
は
副
判
事

(ω
ロ
σo史
民
ロ
丘
町
同
信
己
的
叩
〉
及
び
、
主
と
し
て

は
ム
ン
シ
フ
(
ミ

s
s
q
調
停
宮
〉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
富
山
田

E-
∞-

切・・同
2F
同

h
h叫
遺
品
誌
な
H
E
H弘
司
間
同
比
hHqミ
ミ

hsh史
民
同
忠
弘
lh司令・

- 47ー



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

zq毛
口
問
】
庄
一

O
同問。門広

d
巳
4
・
H
M

円四回目・

5
吋0
・
ヲ
ヱ
O

参
照
。

(
お
)
ロ
ミ
旬
、

h
E
S
F
E
E
-
-
u
-

(
M
A
)

ロ
ミ
ミ

b
ミ
芯
ミ
h
・
宮

E
・
Ha・

(
幻
)
同
尋
問
ミ
旬
、

M
E
S
F
宮

B
・

s・

(
m
A
)

ロ
ミ
同
町
ぷ
』
尽
き
H

F

宮

E--a・

(
m
U
)

「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
に
よ
る
裁
判
管
轄
権
の
民
事
裁
判
所
へ

の
移
管
の
結
果
、
不
便
に
な
っ
た
点
と
し
て
は
、
①
訴
訟
に
対
す
る
判

決
と
判
決
の
執
行
と
に
遅
滞
を
生
じ
た
こ
と
、
②
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
裁
判

所
に
予
託
し
た
地
代
の
受
領
が
、
ザ
ミ

I
ン
ダ

l
ル
に
と
っ
て
困
難
で

あ
る
こ
と
、
③
訴
訟
に
よ
り
多
く
の
費
用
が
か
か
り
(
こ
れ
は
根
拠
薄

弱
と
さ
れ
る
)
、
手
続
き
も
煩
雑
化
し
た
こ
と
、
④
収
税
官
が
土
地
保

有
諸
条
件
に
つ
い
て
知
悉
し
、
ザ
ミ

I
ン
ダ

l
ル
H

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
関
係

の
問
題
点
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
手
段
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
利
点

と
し
て
は
、
①
訓
練
を
受
け
た
判
事
の
管
掌
す
る
民
事
裁
判
所
は
、
税

務
裁
判
所
よ
り
進
歩
し
て
い
る
こ
と
、
②
収
税
官
は
他
の
業
務
に
専
念

す
る
時
聞
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
③
民
事
裁
判
所
の
近
く
で

は
訴
訟
当
事
者
に
非
常
に
便
利
で
あ
る
こ
と
(
こ
れ
は
ど
こ
で
も
同
じ

条
件
で
は
な
い
)
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
切
S
F向
島
町
民
忌
ミ
誌
な
守
ゃ

な
ロ
芯
同
問
、
ミ
H

H
匂

3
1
1

し戸、
as~・l
h
§
ミ
ミ
弘
、
ミ
な
芯
巴
¥
忌
同

h
S
R
P
-
u℃
-
u
0
0
1
U
D
-
-
)

し
か
し
キ
ヤ
ン
ベ
ル
は
「
地
主
日
借
地
人
訴

訟
法
」
を
「
地
主
H

借
地
人
問
題
に
非
常
に
実
質
的
な
効
果
を
及
ぼ
し

た
に
違
い
な
い
近
年
の
重
要
な
変
化
」

(bq-
出
U
W
N
I
-
-
w
-
R
u
b
b
3
h
a

s
h
h抽選
S
U
H『
b
H
3
9
』

u
・
U
由
・
)
と
み
て
は
い
た
が
、
一
行
政
区
長

官
の
「
現
行
制
度
の
下
で
ザ
ミ

I
ン
ダ

I
ル
は
よ
り
多
く
の
法
律
と
よ

り
少
な
い
地
代
と
を
手
に
し
た
。
わ
が
官
吏
た
ち
は
概
し
て
、
ザ
ミ

l

ン
ダ

I
ル
た
ち
に
は
実
際
に
苦
情
を
述
べ
る
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(
H
F
H
九
・
)
」
と
い
っ
た
議
論
を
用
い
ず
、
「
一
フ

イ
ヤ
ツ
ト
た
ち
は
、
彼
ら
に
有
利
な
法
律
の
諸
規
定
に
つ
い
て
周
到

さ
の
劣
る
い
か
な
る
裁
判
所
に
も
、
送
り
返
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

Q
F
R
一
足
民
同

C
F
官
同
国
的
・

M
a
-
M
吋・

3
・
H
U
-
-
Nど
と
し
て
、

地
代
裁
判
管
轄
権
の
再
移
管
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。

(苅
)
M
z
h
s
k
v
旬
、
白
』
向
笠
宮
H

F

宮
門
白
・
-
∞
-

(
引
)
裁
判
管
轄
権
の
移
管
に
伴
な
う
「
変
更
は
地
主
階
級
(
昨
日
同
冊
目
白
ロ
チ

何回。

E
E
m
n
-白
回
目
)
に
は
、
地
代
の
回
収
が
以
前
よ
り
は
る
か
に
長
期

に
わ
た
り
か
っ
費
用
の
か
か
る
手
続
き
と
な
り
、
ヲ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
の

権
利
が
よ
り
慎
重
か
つ
周
到
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
み
え
る
、
と
い
う
二

つ
の
点
で
不
評
で
あ
る
。
事
実
、
こ
こ
数
年
の
判
決
の
傾
向
は
、
以
前

よ
り
は
る
か
に
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
有
利
と
な
っ
て
い
る
。
:
・
・
東
ベ
ン
ガ

ル
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
が
訴
訟
の
経
験
を
柑
恨
み
強
い
団
結
力

を
も
っ
と
こ
ろ
で
は
、
彼
ら
は
現
状
に
つ
い
て
苦
情
を
い
わ
な
い
。
税

務
裁
判
所
へ
の
再
移
管
の
叫
び
は
明
ら
か
に
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
の
叫
び

で
あ
る
。
:
:
:
」

(
N
w
s
hミ
k

定
暗
号
昌
弘
之
さ
H

芯
芯
勾
問
、
ロ
ミ
出
UWu--凶
w

s
ξ
・
)
「
(
土
地
の
地
代
負
担
力
と
農
耕
の
収
益
と
の
)
増
加
と
い
う
こ

の
特
殊
な
事
態
が
さ
ほ
ど
簡
単
に
は
一
万
さ
れ
な
い
諸
県
で
は
、
報
告
に

- 48-



よ
れ
ば
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
が
ザ
ミ

l
γ

ダ
l
ル
た
ち
の
要
求
に
呉
を

唱
え
、
裁
判
所
の
判
決
の
傾
向
は
ザ
ミ

l
ン
ダ

1
ル
側
の
か
か
る
(
地

代
橋
額
の
)
請
求
に
敵
対
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ザ
ミ

I
ン
ダ

l
ル
た
ち
は
地
代
を
引
上
げ
よ
う
に
も
引
き
上
げ
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

(
b
q
・
h~
明記
i
U
5
-
h
§
ミ
ミ
託
、
ミ
芯
3

q
¥
H
F司

h
Q
3
n
p
H
V
・
ニ
・
)

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
前
述
の
特
別
委
員
に
よ
る
即
決
調
停

方
式
や
地
代
裁
判
管
轄
権
の
再
移
管
が
、
パ

I
ブ
ナ

1
争
議
後
に
総
督

側
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
、
キ
ヤ
ン
ベ
ル
は
そ
れ
ら
に
従
わ
ず
、
テ

ン
プ
ル
に
至
っ
て
ザ
ミ

l
ン
ダ

1
ル
に
有
利
な
問
題
解
決
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ω巾
ロ
の
ロ
匂
g
w
也
、
.
町
民
F
-
U
℃・

H
M宙
1
4
5
M

参
照
。

(
m
d
p室
、
史
的

S
S
F
宮
E
-
H
P
な
お
N
W

喜
志
向
弘
、
言
語
宣
言
E

な
S
H
同
町
、
ミ
、
H
H句
一
一
認
可
-
N
h
S諸
制
誌
な
マ
む
な
ミ
悼
。
¥
H
F
同
h
s
R
F
H
M
M】・

一、

法
律
案
の
審
議
経
過
〆{¥

一
¥J  

1 

法
律
原
案

一
八
七
五
年
四
月
二
四
日
ベ
ン
ガ
ル
州
参
事
会
に
、

テ
ン
プ
ル
の
詳
述
書
を
受
け
て
、

H
O
l
-
-

を
も
参
照
。

(
m
u
)

こ
れ
は
筆
者
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法

案
」
審
議
の
段
階
で
既
に
、
収
税
官
へ
の
裁
判
管
轄
権
付
与
に
は
法

曹
出
身
の
立
法
参
事
会
員
二
名
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

(
司
ぽ
日
門
戸
。
-
U
-
w
h白
述
、
F
q
h
h叫
な

柏

h別
む

3
h刊
誌
ζ

同
h
N
b之
口
芯
ロ
¥
h
a
s
九
'

h
q
『
札
お
お
札
吋
h
S
A
S
H
-
S

刷、ミよ
s

s

。
己
さ
え
な
同
的
喝
の
田

-nE仲
間

口

同，

F
田
nrm凶同・

ω匂
山
口
付
待
。
0
.
、-∞∞
u-
℃
U
・吋品川山
l
忍
吋
・
)
と
、
イ
ン
ド
高
等

文
官
職
の
な
か
で
の
行
政
と
司
法
と
の
対
立
、
こ
と
に
農
業
問
題
を
め

ぐ
る
行
政
の
司
法
批
判
窃
℃
同
ロ

mmロ
σ刊
吋

m
w
F
-
-旬
、
凡
な
h
b

句
史
、
S
H千

円
、
色
町
、
な
L

ロ
ミ

3
1
'ヨ
ミ
智
子
、
ロ
ロ
円
、
白
一
芯
札
忌
司

H-n・句
3
S
S司

』
い
ね
な
お
同
暑
の

S
ぎ
ミ
-
Z目
当
り
四
日
F
f
呂
田
口
OHH
白
♂

-
U吋

a
w
n
y
m告
-

u
・

2
u・℃
H
U
-
-
M唱
i
H
U
G
-
)

と
は
、
当
時
の
政
策
形
成
を
め
ぐ
る
状
況

の
な
か
に
含
め
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
U
A
)
M
2
S
語
、
旬
、
助
』
向
宮
廷
H
h
w
H
M同
E
-
M
-
-

- 49一

「
あ
る
種
の
所
領
に
お
け
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
支
払

う
べ
き
地
代
に
関
す
る
争
議
の
調
査
に
つ
い
て
規
定
し
、
農
民
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
の
法
律
案
」
が
上
提
さ
れ
、
准
知
事
は
同
日
欠
席
の

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

た
め
、
法
律
案
の
趣
旨
は
参
事
会
員

L
H
H
H
ダ
ン
ピ
ア
が
説
明
し
た
。
こ
の
日
に
上
提
さ
れ
た
法
律
案
は
、
審
議
の
過
程
で
二
回
修
正
さ

れ
る
の
で
、
各
段
階
の
法
律
案
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
、
修
正
案
、
最
終
案
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
原
案
を
逐
条
摘
要
す
る
。

原
案
は
法
律
案
の
名
称
そ
の
ま
ま
に
立
法
の
趣
旨
を
述
べ
た
前
文
と
本
文
一
六
条
か
ら
な
る
。
第
一
条
は
法
律
の
適
用
地
域
が
ベ
ン
ガ
ル

州
准
知
事
所
管
の
全
領
域
に
わ
た
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
、
従
っ
て
東
・
西
ベ
ン
ガ
ル
の
ほ
か
ア
ッ
サ
ム
・
ピ
ハ
l
ル
・
オ
リ
ッ
サ
も

対
象
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
第
二
条
は
法
律
案
中
の
用
語
の
定
義
を
示
し
た
も
の
で
、
「
収
税
官

(no--σ22)
」
は
各
県

(
E
m
R
W片
)
の

常
任
の
収
税
官
の
ほ
か
、
本
法
で
特
に
収
税
官
・
収
税
官
補
(
〉

2
2
Z
E
n
。-
-
2
S
5
・
准
収
税
官

8
8
E吋

no--2Z円
)
の
権
威

を
付
与
さ
れ
た
非
常
任
官
を
含
み
、
「
所
領
」
(
開
田
宮
片
ゆ
)
と
は
要
す
る
に
地
租
の
賦
課
・
徴
収
の
上
で
一
個
の
単
位
と
し
て
扱
わ
れ
る
土
地

財
産
を
指
し
、
「
免
租
保
有
地
」
(
問

2
0ロロ
σ
m，z
o
H，
g
R
O
)
は
そ
れ
と
し
て
収
税
官
の
登
録
簿
に
載
せ
ら
れ
た
土
地
を
い
う
、
と
し
た

- 50ー

形
式
上
の
規
定
で
あ
る
。
非
常
任
官
の
発
令
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
州
政
庁
の
事
態
認
識
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
条
は
農
民
争
議
の
認
定
に
関
す
る
規
定
で
、

「
准
知
事
は
、

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
ま
た
は
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
申
告
に
よ
っ
て
、

い
ず
れ
か

い
ず
れ
か
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
法
律
一
八
五
九
年
第
一

O
号
・
:
:
第
五
条
及
び
第
一
七
条
、
ま
た
は

ベ
ン
ガ
ル
州
法
律
一
八
六
九
年
第
八
号
:
:
・
第
五
条
ま
た
は
第
一
八
条
の
も
と
で
支
払
う
べ
き
地
代
、
ま
た
は
土
地
丈
量
の
い
ず
れ
か
の
単

(
8
)
 

位
ま
た
は
基
準
の
大
き
さ
、
ま
た
は
地
代
の
調
整
に
関
す
る
他
の
な
ん
ら
か
の
問
題
、
ま
た
は
地
代
の
滞
納
額
に
つ
い
て
、
重
大
な
争
議
の

の
所
領
ま
た
は
免
租
保
有
地
に
お
い
て
、

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
時
は
、

か
か
る
措
置
が
安
寧
の
維
持
と
よ
き
統
治
と
の
た
め
に
一
般
的
に
必
要
で
あ
る
と
思
料
す
る
な

ら
ば
、
布
告
を
も
っ
て
か
か
る
争
議
の
解
決
の
た
め
に
調
査
を
行
な
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
る
布
告
の
公
表
の
日
よ
り
、

本
法
律
は
か
か
る
所
領
ま
た
は
免
租
保
有
地
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

法
律
案
は
形
式
上
は
争
議
当
事
者
の
い
ず
れ
の
側
に
も
申
告
の
資
格
を
与
え
て
は
い
る
が
、
当
時
の
状
況
と
し
て
は
、

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル



上
に
、

。一

moロ
片
口
即
時
出
。
己
昨
日

2
.

か
つ
て
は
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
が
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
を
破
滅
さ
せ
る
手
段
で
あ
っ
た
裁
判
も
、
今
や
必
ず
し
も
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
に
有
利
に

は
運
ば
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
の
詳
述
書
の
基
調
か
ら
み
て
も
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
か
ら
の
申
告
は
予
期
す
べ
き
理
由
に
乏
し

い
わ
ゆ
る

を
現
象
せ
し
め
る
傾
向
に
あ
っ
た

の
地
代
増
額
要
求
を
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
団
体
を
結
成
し
て
拒
否
し
、

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
条
は
認
定
さ
れ
た
地
域
の
争
議
の
調
査
に
あ
た
る
収
税
官
等
の
任
命
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
第
五
条
は
准
知
事
が
そ
の
調
査
項

目
を
特
定
す
べ
き
旨
を
規
定
す
る
。
第
六
条
は
、
本
法
律
の
発
効
後
は
争
議
地
域
で
現
に
係
争
中
の
地
代
率
及
び
前
条
に
よ
る
特
定
さ
れ
た

調
査
項
目
に
か
か
わ
る
訴
訟
事
件
は
、
す
べ
て
民
事
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
を
停
止
さ
れ
、
本
法
律
に
よ
る
収
税
官
の
管
轄
下
に
移
さ
れ
る

旨
の
規
定
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
准
知
事
が
認
定
し
た
争
議
地
域
で
は
、
本
法
律
の
発
効
と
同
時
に
「
地
主
H
借
地
人
訴
訟
法
」
が
停
止

さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

- 51ー

第
七
条
は
、
収
税
官
は
調
査
中
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
両
争
議
当
事
者
の
同
意
の
も
と
で
仲
裁
に
付
託
し
う
る
こ
と
、
第
八
条

は
、
収
税
官
は
必
要
な
調
査
の
の
ち
に
、
行
政
区
長
官
及
び
税
務
局
の
監
督
の
も
と
で
、
解
決
を
要
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
命
令
書
を
作
る

こ
と
、
第
九
条
は
、
本
法
律
の
適
用
期
間
中
は
当
該
所
領
等
の
地
代
に
関
す
る
訴
訟
は
す
べ
て
収
税
官
の
所
管
と
な
る
こ
と
、
を
そ
れ
ぞ
れ

規
定
す
る
。

第
一

O
条
は
、

「
複
数
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
を
相
手
と
す
る
地
代
増
額
ま
た
は
複
数
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
よ
る
地
代
減
額
の
申
請
が
収
税
官
に
対

し
て
な
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、

そ
の
人
数
に
か
か
わ
り
な
く
、
集
団
と
し
て
告
訴
を
受
け
ま
た
は
告
訴
す
る

か
か
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
が
誤
ま
っ
て
原
告
ま
た
は
被
告
と
し
て
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
ば
あ
い
に
も
、
も
し
す
べ
て
の
か
か

る
ラ
イ
ヤ
?
ト
た
ち
が
同
一
所
領
内
で
耕
作
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
申
請
を
却
下
し
ま
た
は
事
情
聴
取
を
拒
む
理
由
に
は
な
ら
な

か
か
る
ラ
イ
ヤ
y

ト
た
ち
は
、

こ
と
が
で
き
る
。

北
大
文
学
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ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

ぃ
。
し
か
し
冷
地
代
の
増
額
ま
た
は
減
額
が
請
求
さ
れ
る
事
件
に
お
い
て
は
、

い
か
な
る
命
令
も
、
す
べ
て
の
当
事
者
が
出
頭
し
て
彼
ら
を

相
手
と
し
て
付
託
さ
れ
た
い
か
な
る
請
求
に
対
し
て
も
反
論
す
る
機
会
を
持
っ
た
こ
と
に
、

か
か
る
命
令
を
下
す
官
吏
が
満
足
す
る
の
で
な

け
れ
ば
、
発
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
第
一
一
条
は
前
条
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
集
団
を
当
事
者
と
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
発
せ

ら
れ
る
命
令
の
な
か
で
、
個
々
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
影
響
を
被
む
る
程
度
を
明
示
す
べ
き
旨
を
規
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
条
項
の
重
要
な
点
は
、
第
一
は
地
代
訴
訟
の
原
・
被
告
と
し
て
個
人
ば
か
り
で
な
く
集
団
を
も
認
め
た
こ
と
、
第
二
は
そ
の
集

団
を
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
そ
れ
に
限
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
及
び
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」

は
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
H

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
関
係
は
地
券
(
M
M

ミ
芯
)

よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

と
地
代
納
入
承
諾
書

(同
h
H

守
ミ
弘
、
ミ
)

と
の
相
互
授
受
と
い
う
個
人
契
約
に

地
代
増
額
の
催
告
も
そ
れ
へ
の
抗
告
も
従
っ
て
個
人
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
に
は

。，b
Rノ

地
代
問
題
の
集
団
的
処
理
を
規
定
し
て
い
な
い
し
、
民
事
訴
訟
法
典
(
法
律
一
八
五
九
年
第
八
号
)
に
も
利
害
を
共
通
に
す
る
複
数
の
当
事

者
が
共
同
原
・
被
告
と
な
る
事
態
は
、
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
規
定
が
農
民
の
団
体
行
動
に
対
処
す
る
必
要
か
ら
生

じ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
審
理
の
迅
速
化
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
点
は
、
争
議
を
一
所
領
の
内
部
に
封
じ
込
め
、

よ
り
広
い

地
域
に
わ
た
る
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
H

ラ
イ
ヤ
y

ト
聞
の
一
般
的
階
級
闘
争
に
争
議
が
発
展
す
る
こ
と
を
、
法
律
制
度
の
上
で
抑
制
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
と
お
り
、
争
議
の
広
域
化
は
当
時
も
っ
と
も
懸
念
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
誤
認
連
坐
を
不
聞
に
す
る
規

定
は
お
そ
ら
く
審
理
の
迅
速
化
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
共
同
原
・
被
告
の
個
人
ご
と
の
負
担
の
明
確
化
の
規
定
は
、
個
人
契
約
の
原
則
の

下
で
は
思
う
に
自
明
の
理
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
一
二
条
は
、
収
税
官
の
命
令
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
る
地
代
は
、
永
代
定
租
裁
定
下
の
所
領
で
は
一

0
年
間
、
定
期
改
租
裁
定
下
の
所
領

で
は
そ
の
終
期
ま
で
、
改
訂
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

そ
の
期
間
中
は
、
沖
積
そ
の
他
に
よ
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
保
有
地
の
面
積
の
増
加
、
及
び
ラ



イ
ヤ
ッ
ト
の
作
為
ま
た
は
費
用
負
担
以
外
の
方
法
に
よ
る
土
地
生
産
力
の
上
昇
を
理
由
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

地
主
(
円
、
何
回
同
丘

}
5
5
2
)

は
地
代
増
額
の
訴
訟
を
起
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
は
保
有
地
面
積
の
流
失
に
よ
る
減
少
、
及
び
彼
の
制
御
じ
え
な
い
原
因
に

よ
る
土
地
生
産
力
の
減
退
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
は
、
地
代
減
額
の
訴
訟
を
起
し
え
な
い
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
に
お
け
る
地
代
の
一

O
年
固
定
の
原
則
は
、
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
第
九
条
に
お
け
る
裁
判
所
の
決
定
す
る
地
券
の
有
効

期
限
の
上
限
を
一

O
年
と
す
る
規
定
に
対
応
し
て
い
る
が
、
同
法
に
は
な
か
っ
た
地
券
有
効
期
間
中
の
地
代
改
訂
を
本
法
案
で
は
規
定
し
た

こ
と
、
併
せ
て
そ
の
改
訂
理
由
か
ら
近
隣
同
等
地
の
地
代
率
・
農
産
物
価
格
の
変
動
・
丈
量
に
よ
る
面
積
の
訂

E
を
除
外
し
て
、
収
税
官
の

調
査
時
に
予
見
し
え
な
い
と
み
ら
れ
る
自
然
条
件
に
関
わ
る
理
由
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
、
が
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。
農
産
物
価
格
に
つ
い

て
は
む
し
ろ
そ
の
恒
常
的
上
昇
が
前
提
さ
れ
て
い
た
か
に
み
え
る
。
法
律
案
の
こ
の
条
文
全
体
は
地
代
の
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
安
定
を
意

第
二
二
条
は
、
調
査
に
当
る
収
税
官
に
証
人
の
喚
問
及
び
証
拠
書
類
の
収
集
に
つ
い
て
民
事
裁
判
所
と
同
等
の
権
限
を
与
え
、
第
一
四
条

- 53ー

図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

は
、
訴
訟
手
続
き
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
に
準
拠
す
べ
き
旨
を
規
定
す
る
。

第
一
五
条
は
、
収
税
官
が
本
法
律
に
よ
り
定
め
た
地
代
率
は
、
「
当
該
の
種
類
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
よ
り
、
当
該
の
性
質
の
土
地
に
つ
い
て
、

収
税
官
が
こ
の
法
律
の
第
八
条
の
も
と
で
命
令
を
下
し
た
時
に
、
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
も
の
と
し
て
支
払
わ
る
べ
き
で
あ
っ
た

地
代
率
(
吾
σ
円
E
2
4岳
山
岳
君
。
円
。

E
E可
自

仏

2
巳
E
E吋
宮
苫
豆
ゆ
)
」
と
し
て
、
ど
の
司
法
裁
判
所
も
こ
れ
を
適
宜
承
認
す
ベ

つ
ま
り
収
税
官
の
決
定
が
判
例
と
し
て
の
拘
束
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
一
六
条
は
補
則
規
定
で
、
税
務

き
旨
を
規
定
す
る
。

局
は
本
法
律
の
施
行
細
則
を
定
め
う
る
、
と
し
て
い
る
。

以
上
が
農
民
争
議
法
原
案
の
大
要
で
あ
る
。

北
大
文
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部
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ベ
γ
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

2 

原
案
の
審
議

法
律
案
の
州
立
法
参
事
会
へ
の
上
提
に
際
し
、

治
」
を
維
持
す
る
た
め
の
「
行
政
措
置
官
。
。
〈

R
ロ
5
8昨
日

gω
ロ円。)」

と
認
定
す
れ
ば
収
税
官
に
特
別
の
権
限
を
付
与
し
、
特
殊
の
訴
訟
手
続
き
を
発
動
し
う
る
こ
と
、
②
個
々
の
ラ
イ
ヤ

y

ト
に
影
響
を
及
ぼ
す

ダ
ン
ピ
ア
は
、

こ
れ
が
特
別
な
事
態
に
対
処
し
て

「
安
寧
と
秩
序
」
、

「
安
寧
と
よ
き
統

で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、

そ
の
要
点
を
、

①
准
知
事
が
必
要

あ
る
種
の
一
般
的
問
題
を
、
個
別
に
で
は
な
く
、
人
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
一
括
し
て
処
理
し
う
る
こ
と
、
③
特
殊
措
置
の
施
行
さ
れ
た

所
領
で
は
、
そ
の
期
間
中
、
地
代
裁
判
権
は
特
別
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
官
吏
の
専
決
と
な
る
こ
と
、
と
概
括
し
た
。

右
の
②
は
原
案
第
一

0
・
一
一
条
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ダ
ン
ピ
ア
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
農
産
価
格
の
上
昇
に
み
あ
う
「
公
正

か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
(
片
山
山
門
ど
己

2
巳

gzo)」
地
代
の
算
定
と
か
、
丈
量
尺
度
の
単
位
の
大
き
さ
と
か
に
関
す
る
「
一
般
的
問

- 54ー

題
」
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
。

通
常
の
訴
訟
手
続
き
に
従
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
問
題
を
採
り
上
げ
て
そ
れ
ら
を
一
般
的
問
題
と
し
て
最
終
的
に
決
定
す
る
方
法
は

な
か
っ
た
。
ザ
ミ

l
ン
ダ

I
ル
は
ひ
と
り
の
代
表
と
な
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
を
選
ん
で
、
第
一
審
裁
判
所
と
控
訴
審
の
あ
ら
ゆ
る
迷
路
と
を
ひ

き
回
し
、
最
高
の
裁
判
所
で
争
点
を
決
定
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
し
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
に
分
別
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
は
そ
の

認
定
を
受
け
容
れ
、

そ
れ
に
応
じ
て
ひ
と
つ
の
裁
定

2
2己
σ
B
O
E
)
に
同
意
す
べ
き
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
不
幸
に
し
て
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト

た
ち
が
「
怒
気
を
は
ら
み
」
、
法
案
が
対
応
す
べ
き
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
団
結
の
状
態
に
な
る
と
、
第
一
号
ラ
イ
ヤ
y

ト
の
事
件
で
最

高
の
控
訴
審
裁
判
所
が
下
し
た
決
定
を
、
第
二
号
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
は
受
け
容
れ
よ
う
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ザ
ミ

I
ン
ダ
l
ル
に
堕
性

で
反
対
し
、

そ
こ
で
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
は
彼
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
相
手
に
事
細
か
く
、
す
べ
て
の
裁
判
を
通
し
て
訴
訟
を



続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
ろ
う
。

か
か
る
状
態
を
救
済
す
る
た
め
に
、

一
般
的
問
題
に
つ
い
て
の
一
般
的
認
定
を
特
定
の
個
々
の
事
態
の
審
理
を
拘
束
す
る
先
例
と
し
、

ブ

イ

ヤ
ッ
ト
た
ち
が
共
同
原
・
被
告
た
り
う
る
途
を
聞
い
た
の
で
あ
る
、
と
ダ
ン
ピ
ア
は
説
明
し
た
。

イ
ン
ド
人
参
事
会
員
ク
リ
シ
ュ
ナ
H

ダ
l
ス
H

パ
i
ル
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
立
法
の
趣
旨
に
は
同
意
し
な
が
ら
も
、
原
案
に
は
い
く
つ

か
の
原
則
上
の
疑
問
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
争
議
解
決
の
方
策
い
っ
さ
い
が
税
務
官
吏
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
、
地
代
率
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
原
則
が
ま
っ
た
く
示
ー
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
で
あ
っ
た
。

パ
ー
ル
が
殊
に
熱
心
に
論
じ
た
の
は
地
代
率
決
定
の
原
則
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

ク
リ
ミ
ア
戦
争
以
来
の
農
産
物
価
格
騰

代
率
を
め
ぐ
っ
て
地
主
日
農
民
間
の
闘
争
が
激
化
し
、

が
地
代
率
の
決
定
方
法
を
明
確
に
規
定
し
な
か
っ
た
た
め
に
、

カ
ル
カ
ッ
タ
高
等
裁
判
所
は
矛
盾
し
た
判
決
を
前
後
し
て
出
し
て
い
た
。
必
要
な
の 地

- 55一

貴
が
地
代
増
額
の
強
力
な
誘
因
と
な
っ
た
上
に
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」

は
、
法
律
上
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
地
代
」
を
実
際
に
決
定
す
る
た
め
の
準
則
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ル
は
こ
こ
で
法
律
原
案
と
は

無
関
係
に
地
代
率
の
算
定
方
法
を
提
案
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
地
代
増
額
訴
訟
に
関
し
て
は
、
収
税
官
の
決
定
に
対
す
る
行
政
区
長
官
及
び

税
務
局
へ
の
上
告
の
途
を
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

ひ
と
つ
の
郡
ま
た
は
ひ
と
つ
の
県
の
な
か
の
い
く
つ
も
の
地
域
に

わ
た
る
複
数
の
争
議
を
単
一
の
訴
訟
で
処
理
す
る
の
は
、
土
地
丈
量
に
つ
い
て
な
ら
と
も
か
く
、
地
代
増
額
訴
訟
に
つ
い
て
は
当
事
者
た
ち

と
論
じ
て
原
案
の
修
正
を
要
求
し
た
。

ま
た
、

の
利
害
関
係
が
個
々
に
異
な
る
の
で
、
問
題
を
紛
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
、

ダ
ン
ピ
ア
は
パ

l
ル
に
答
弁
し
て
、
収
税
官
の
決
定
に
対
す
る
上
告
を
不
要
と
し
、
単
一
の
訴
訟
に
よ
る
複
数
の
争
議
の
併
合
処
理
へ
の

批
判
に
対
し
て
は
、
収
税
官
の
決
定
に
判
例
と
し
て
の
拘
束
力
を
も
た
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
同
一
所
領
内
の
複
数
の
争
議
を
併
合
処
理
す
る

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

権
限
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
起
草
者
の
判
断
を
述
べ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
パ
ー
ル
の
他
の
論
点
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

(
包
)

彼
の
要
求
は
採
り
上
げ
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

原
案
の
審
議
は
参
事
会
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

註

(
1
)
a
h
N
W
H
N
N
Hむ
も
さ
叉
丸
町
¥
。
‘
、

HSA~宮弘、して

S
H
q
h史的』
V
R
H
h
師、
h
h品輸、門出目

h
s
h
H』w
m
同
町
苦
同
も
お
い
て
お
b
N
h一
守
旧
『
し
て
ロ
な
な
N
h
h一司、同巴司払詮戸時伺一
H
b
H
S一切

a
s
n
H

H
b
h官補、
n
s
w裕
之
島

h
『
白
ミ
n
H
S
h叫凡崎町立、
~
v
h
H
S
n
A
N
h
w
J
N
h
・
の
よ
向
。
円
-w

円札
H-w

]M
円。口町内凶《出ロ倒的
-
Z
0
・品(〕
w
k
r
℃
匂
・
戸

(
2
)
出
町
ロ
ミ
巴
戸
ロ
ロ
山
口
田
口
問

B
H】
仲
間
円
・
ベ

γ
ガ
ル
州
政
庁
書
記
官
と
し
て

立
法
参
事
会
に
参
加
し
て
い
た
。
テ
ン
プ
ル
は
ダ
ン
ピ
ア
に
法
律
案
準

備
を
す
べ
て
託
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
吋
叩
自
立
P
河
・
・
』
h
h
芯
岳
地
悼
丸

岡
ミ
誌
な
ミ
遺
児
吋
な

s
m
s
bミ叫
F
F
oロ向日
0
口
一
回
・
宮
口
門
司
同
】
ご

~句匂
N
-

℃
-
K
Z
M
・
〉
。
の
ち
に
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
委
員
団
ハ
同
巾
旦
円
、
担
当

。
。
目
白
山
田
曲
目
。
ロ
)
の
主
幹
と
な
る
。

(
3
)
」「-
h
・。・
w
N
D
円
-w
同町
H
-
H
V
円。口
mwm山門凶
E
m
p
Z
0
・
A
A
-
k
r
]
U
H
Y
、H
J
N
V司、守

門町民同九
s
h臼
口
¥
ミ
ザ
町
内
ミ
ミ
柏
町
民
旬
。
¥
H
H
H
同

h
H
h
Nミミ悼品輸柏町
i
c
b
せ町、
s
s、

ミ

N
w
s
h白内」司口、

H
F
問
、
実
』
守
口
師
向
ロ
¥
ミ
尋
宮
崎
』
い
S
S
M
g
h出
同
午

h叫宮内
Q
H
H
q
S
師、九叫由同・・

M
品
-

h
』官、
.L『句
1
u
・

(
4
)
法
律
案
作
成
の
直
接
の
契
機
は
東
ベ
ン
ガ
ル
の
農
民
争
議
で
あ
っ
た

が
、
当
時
の
ピ
ハ

l
ル
や
オ
リ
ッ
サ
で
も
地
主

u
農
民
関
係
が
重
要
な

行
政
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
関
連
諸
資
料
か
ら
窺
え
る
。

(
5
)
い
わ
ゆ
る
条
例
州
ハ
河
出
町
三
白
C
Cロ
喝
円
。
三
口
n
m
m
〉
に
お
け
る
県
の

行
政
機
構
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
官
吏
を
主
と
す
る
収
税
官
兼
刑
務
判
事

(わ

oロ
目
立
O
吋l
呂
田
町
即
位

E
R
ま
た
は
冨
曲
阿
佐
可
丘
町
自
己
わ

o--2・

Z
与
を
長
と
し
、
副
刑
務
判
事
兼
収
税
官
(
同
氏
ロ
仲
沼
田
M
1
2円
丘
町

田
ロ
仏
わ
o
-
Z
2
0
品
、
刑
務
判
事
兼
収
税
官
補

(Kra-∞
S
E
呂
田
mt・

印
可
丘
四
回
口
弘
わ
。
ロ

R
E
C
が
属
僚
に
配
さ
れ
、
そ
の
下
に
イ
ン
ド

人
官
吏
で
あ
る
准
収
税
官
と
准
刑
務
判
事

(
0
3
g
q
沼
田

m
Z
R伊
丹
市
)

と
が
お
か
れ
た
。
副
刑
務
判
事
は
時
に
上
級
収
税
官
補

(ω
伺
HME円

krazz
。
。
ロ

R
Zる
と
別
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
准
収
税
官
と

准
刑
務
判
事
と
の
兼
職
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
己
目
同
】
戸

Hq.
は
「
分

任
官
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
昇
任
の
な
い
職
な
の
で
「
准
」
と
仮
訳
し

た。

n
u
F
自由口問
M
J
の
4
H
a
伐
と
白
誌
、
口
町
民
師
、
・

h

て
な
さ
む
¥
H
F
同
め
い
乏
な
さ

。¥
h
hな
ミ
誌
な
マ
ミ
芯

s
s
i「
達
公

a・

r・
己
申
仏
ロ
s

円
、
。
口
。
。
口
一
一
円
。
ロ

m・

自
由
ロ
タ
の
吋
叩
mw
ロ
h
w
【

U
0
・e

目白一
UA-

支
y
-
S
l
H
S
H
ω
片吋白
v
n
F
3
J
H
-

L

「
誌
、
弘
昌
司
」
『
な
み
令
誌
な
マ
ミ
な
詰
除
、
‘
、
。
崎
、
mNNE-AF同
}
回
開
門
同
ロ
・
同
町
4
・
ぴ
可

、
吋
・
当
・
図
。

5
2
5
a
-
H
bロ
品
。
口
一
呂
田
ロ

B
巴

自

待

。

P
Sニ・

3
・

U
U
H
l
u
u
吋
参
照
。

(
6
)

「
所
領
」
の
定
義
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
に
は
な
く
、
ベ

γ
ガ
ル
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州
法
律
一
八
六
八
年
第
七
号
第
一
条
で
初
め
て
明
文
化
さ
れ
た
ら
し

い
。
同
O
F
閃

.
z•. 
同J』
官

同

h
s
t
q
¥

同
時
S
H

お
お
丸
岡
s
h
s
h
h
b
¥

N
W
S悼
h
b
F
2
n
-
-
U
叶
内
同
白
血
ロ
-
C巳
ロ
ロ
三
山
口
、
同
町
田
n
w
g
J
ω
玄
白
r
h
w
(
U
0
・w

-∞唱∞
w
H
M
-
a

ニ
参
照
。
こ
の
法
律
そ
の
も
の
は
わ

E
口
開
口

σロ
門
間

}r
。
、
.

円九
Ha
℃
℃
・
∞
u
l
苫
所
収
。

(
7
)
両
法
律
第
五
条
の
規
定
は
同
文
で
、
非
定
率
占
有
権
を
有
す
る
-
フ
イ

ヤ
ッ
ト
は
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
率
」
で
地
券
を
受
領
す

る
資
格
が
あ
り
、
争
議
の
際
は
訴
訟
の
な
か
で
反
証
が
一
亦
さ
れ
な
い
限

り
、
従
前
の
率
が
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」
と
み
な
さ
れ

る
旨
の
規
定
で
あ
る
。
前
法
第
一
七
条
、
後
法
第
一
八
条
の
規
定
は
前

節
で
訳
出
し
た
。

(
8
)
土
地
丈
量
単
位
の
規
定
は
「
ベ

γ
ガ
ル
地
代
法
」
に
は
明
文
が
な
く
、

ベ
ン
ガ
ル
州
法
律
一
八
六
二
年
第
六
号
第
一
一
条
で
「
当
該
の
土
地
の

所
在
す
る
郡
ハ
、
お
喝
、
.hお
お
む
)
の
標
準
丈
量
竿
尺
」
と
定
め
、
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
第
四
一
条
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
こ
の
竿
尺
の
長
さ

は
郡
ご
と
所
領
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
で
、
パ
I
ブ
ナ
ー
で
は
ラ
イ
ヤ
ッ
ト

の
要
求
す
る
尺
度
を
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
が
拒
絶
し
た
こ
と
が
争
議
の
一

悶
で
あ
っ
た
。
同
-

h
・
(
U
S
~
口
町
・
丘
町
-w

〉同】匂・、
H
J
H
)
-
M
H
ω
巾
ロ
の
ロ
HU仲

p

qHv
・
円
払
?
"
沼
】
・

M
M
i
M
U

参
照
。
な
お
丈
量
単
位
と
し
て
エ
ー
カ
ー
を
用

い
る
の
は
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
第
九
二
条
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
9
)
切
S
F
m
b
h
k
曲
札
選
比
三
弘
、
、
b
H
な

お

勾
h
k
v
b
W
4
~』
1
l
w
u
w会
内
UFRHW悼
-
m
g
s

人
由
民
ミ

srマ
ミ
札
己
主
切
-
ご
・

北
大
文
学
部
紀
要

(
叩
)
こ
れ
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
関
係
の
訴
訟
件
数
か
ら
察
知
し
う

る

。

同

法

第

二

三

条

に

よ

る

と

本

法

律

に

よ

る

訴

訟

は

、

①

地

券

(
h
u
b
叫
叫
削
)
と
地
代
納
入
承
諾
書
(
同
門
邑
ミ
々
b
H
〉
と
の
授
受
、
及
び
そ

れ
ら
の
条
件
と
な
る
地
代
率
の
決
定
、
②
地
代
ま
た
は
非
公
認
課
徴
金

の
違
法
な
強
奪
、
地
代
領
収
書
の
交
付
拒
否
、
監
禁
等
の
威
圧
行
為
に

よ
る
地
代
の
強
奪
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
、
③
地
代
の
過
当
要
求
へ

の
不
服
と
減
額
請
求
、
④
土
地
、
放
牧
権
、
林
野
利
用
権
、
漁
協
的
権
に

つ
い
て
支
払
わ
る
べ
き
地
代
・
租
借
料
の
滞
納
分
の
請
求
、
⑤
地
代
滞

納
分
の
不
払
い
及
び
契
約
不
履
行
に
も
と
づ
く
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
強
制
退

去
処
分
(
旦
巾
ロ
昨
日
叩
口
同
)
ま
た
は
借
地
契
約
取
消
し
、
⑥
違
法
に
強
制

退
去
処
分
を
受
け
た
者
の
占
有
ま
た
は
所
有
回
復
の
請
求
、
⑦
差
抑
権

の
行
使
よ
り
生
ず
る
諸
事
件
、
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
一
八
六
五
ー
六
六
年
度
の
同
条
に
よ
る
訴
訟
件
数
一
四
入
、
四

O

五

の

う

ち

、

④

が

二

二

、

八

四

O
、
⑤
及
び
④
⑤
双
方
に
関
係
す
る

も
の
約
七
、
四

O
O
で
、
こ
れ
ら
が
全
体
の
八
七
%
を
占
め
る
ハ
同
時
平

均
ミ
k

立

さ

S
弘
之
、
ね
た
喜
岡
旬
、
ロ
ミ
出
D
M
l
a
p

〉

gu・(
U
U

同】・同一〈・)。

一
八
六
九
l
七

O
年
の
右
の
訴
訟
件
数
一

O
四
、
二
八
八
の
う
ち
、
④

が
九
二
、

O
三
三
、
④
と
④
⑤
双
方
と
が
約
四
、
七

O
O件
で
、
あ
わ

せ
て
九
三
%
と
な
る

(
b
q
-
h
h
a
u
u
S

〉
宅
・
司
・
汐
唱
-
H
M内
即
日
目
・
〉
。
④

⑤
に
い
う
滞
納
が
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
固
定
し
て
い
た
地
代
率

の
も
と
で
生
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ザ
ミ

1
ン
ダ

l
ル
の
地
代
増
額
に

よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
滞
納
で
あ
っ
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
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ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

(
日
)
前
節
註
(
幻
)
参
照
一
。

(
ロ
)
減
額
請
求
の
理
由
と
し
て
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
八
条
と
同
文

の
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
第
一
九
条
と
が
認
め
て
い
る
の
は
、
①

河
川
の
作
用
に
よ
る
保
有
地
面
積
の
減
少
、
②
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
能
力
の

及
ば
な
い
原
因
に
よ
る
、
生
産
物
価
格
の
低
下
と
土
地
生
産
力
の
減

退
、
③
土
地
丈
且
互
に
よ
る
既
算
面
積
の
過
大
評
価
の
判
明
、
で
あ
る
。

(
β
)

「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
二
・
九
両
条
、
「
地
主
川
借
地
人
訴
訟
法
」

第
二
・
一

O
商
条
。

(
凶
)
民
事
訴
訟
法
典
(
法
律
一
八
五
九
年
第
八
号

h
h
H

刷、i
q
h
q
¥
5
3
~

。
白
色
町

q
h
ー
の
な
礼
町
、
さ
門
司
札
号
、
四
)
に
は
、
利
害
を
共
通
に
す
る
複
数

の
当
事
者
が
、
集
団
と
し
て
共
同
原
・
被
告
と
な
る
事
態
は
、
規
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
第
二
次
の
民
事
訴
訟
法
典
(
一
八
七
七
年
法
律

第
一

O
号
)
で
そ
の
旨
の
規
定
が
加
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
法
律
の
正

文
を
入
手
し
な
い
の
で
正
確
に
は
判
明
し
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、

君
。
。
母

c
p
Lの・
2
同
了
司
己
主
、
也
、
h

h

仰
込
s

h

ミ
ヒ
訟
の
芝
町

、
司
、
色
町
ミ
ミ
同
窓
句
、
、
弘
之
M
F
H
S
R崎
弘
司
噂
人
声
。
ロ
還
さ
S
H
b
w
、
河
口
始
時
弘
ミ
て

ミ
.
~
u
a
-
Mロ
色
白
色
ロ
・
唱
の
白

-
n
E
g
h
r
2
5
H
P
S
-
m
-
M
)
-
uニ
に

よ

る
。
し
か
し
こ
の
規
定
が
地
代
訴
訟
に
適
用
さ
れ
て
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち

が
共
同
被
告
人
と
な
っ
た
例
は
、
地
代
法
委
員
会
の
時
ま
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
(
吋
恥
間
同
町
、
ミ
、
H
q
¥
忌
町
周
S
N
H
h
s
t
。
ミ
ミ
唱
え
的
色
S
F

40--r
。
曲
目
ロ
ロ
え
P
日∞∞

u-
匂・

u
a
-
p
-・
)
。
共
同
原
告
の
例
に
つ
い

て
は
知
り
え
な
い
。

(
臼
)
こ
れ
は
、
占
有
権
を
も
っ
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
起
し
た
地
券
の
受
給
の
た

め
の
訴
訟
で
、
当
事
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
そ
の
有
効
期
限
に
つ
い
て
一

致
し
な
い
ば
あ
い
、
裁
判
所
が
そ
の
期
限
を
一

O
年
を
上
限
と
し
て
定

め
う
る
、
と
規
定
し
た
条
項
で
あ
る
。

(
凶
)
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
と
「
地
主
口
借
地
人
訴
訟
法
」
と
の
そ
れ
ぞ

れ
第
五
条
は
、
非
定
率
占
有
-
フ
イ
ヤ
ッ
ト
に
は
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原

則
に
か
な
う
」
率
で
地
券
を
受
領
す
る
権
利
が
あ
り
、
争
議
が
生
ず
れ

ば
、
反
証
な
き
限
り
従
前
の
率
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
み
な
す
旨
を
規

定
し
て
い
る
。
布
の
原
案
第
一
五
条
は
、
こ
の
法
律
の
効
果
を
そ
の
効

力
の
停
止
つ
ま
り
争
議
の
終
了
の
の
ち
に
も
及
ぼ
す
こ
と
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

- 58ー

(
げ
)
』
「
-
h・。・
w

h

q

円
・
町
民
同
・
・
司
円
。
nmwmX
出口問町田

-
Z
0・
+
p
k
r累
y

、阿J
H

M

・
M
-

(
同
)
関
芯
帽
m
H
U
曲
目
司
同
日
(
一
八
三
八
i
八
四
)
。
通
常
同
己
丘
o
a
g
司曲目

と
綴
る
o

テ

l
リ

i

(
同
)
出
向
問
搾
油
工
、
油
商
人
)
日
カ

I
ス
ト
出

身
の
知
識
人
で
、
同

z
a
z
の
O
E
叩
問
叩
(
一
八
一
七
年
創
立
、
五
五
年

同
V
E即
日
向
日
開
ロ
ロ
可
。
。

-zm刊
と
改
称
、
五
九
年
カ
ル
カ
ツ
タ
大
学
の
分

校
と
な
る
)
等
に
学
び
、
五
人
年
に
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
層
の
政
治
団
体

回円伊丹
U
V
E
a
-田
口
〉
由
印
。
己
主
芯
ロ
の
事
務
局
に
入
り
、
傍
ら
六
一
年

同
宮
内
同

ZMM向
洋
江
三
(
一
八
五
三
年
創
刊
)
紙
主
筆
、
六
三
年
カ
ル
カ
ツ

タ
市
政
参
事
会
員
、
七
二
年
ベ

γ
ガ
ル
州
参
事
会
員
、
八
三
年
総
督
府

立
法
参
事
会
員
。
同
時
代
人
に
よ
る
評
伝
に
、

ω田
口
吋
丘
、
閉
山
・
の
-
-
M
】』官同



円、
q
h
q
h
H
p
m
h
q
s
d
N
h
同
昌
弘
同
門
ミ
柏
町
ロ
匂
号
、
ミ
N
W白

HHhHh同室、

-n-

h
・
同
・
ゅ
の
回
目
ロ
ロ
江
田
リ
河
・
。
・

0
白
M

J

-

∞∞
m
が
あ
る
。
テ

γ
プ
ル
は
彼

を
「
正
統
的
野
党

g
z
h
t
t
B田
宮
O
H
V℃

2
5
0
D
)」
の
機
能
を
果
た

し
た
人
物
と
し
て
評
価
し
て
い
た
(
寸
刊
百
円
)
日
夕
口
、
.
門
戸
-

H

】同】・品
M
u
i

h
目

M
m
・)。

(
ゆ
)
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
ヵ
ル
カ
ツ
タ
高
等
裁

判
所
が
法
廷
ご
と
に
異
な
る
判
断
を
示
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
筆
者
自
身
で
詳
し
く
裁
判
記
録
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
、
関
説

し
た
諸
文
献
で
知
り
え
た
こ
と
の
み
を
記
し
て
お
く
。

第
一
は
、
法
律
に
明
一
万
の
な
い
「
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」
の
定
義
を
め
ぐ
る

も
の
で
、
「
高
裁
は
ひ
と
つ
の
事
件
で
は
、
ザ
ミ

I
ン
ダ
l
ル
と
実
際

の
耕
作
者
と
の
あ
い
だ
の
中
間
権
益
を
所
持
す
る
者
は
『
ラ
イ
ヤ
ツ

ト
』
で
は
な
い
、
と
判
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
別
の
事
件
で
は
、
彼
ら

は
、
被
告
は
そ
の
保
有
す
る
土
地
の
量
が
か
か
る
結
論
を
禁
ず
る
が
ゆ

え
に
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
り
え
な
い
、
と
判
決
し
た
」
つ

h
s
h透
明
湾
問
問
、

h
白

H
h
J
h
b
N
S
H
H♂
同
町
せ
な
8
4
0
「
合
-
H】
・
尽
0
・
)
と
い
う
矛
盾
し
た

判
断
基
準
を
示
し
て
い
た
と
い
う
。

第
二
は
、
農
産
物
価
格
の
騰
貴
ま
た
は
土
地
生
産
力
の
上
昇
を
根
拠

と
す
る
地
代
増
額
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
判
決
が
あ
っ
た
。

①
(
同
回
日
開
凹
)
出
口
戸
田

2
・
2
印
}
百
円
。
F
O
回
目
で
は
、
主
席
判
事
ピ

I

コ
ッ
ク

(ω
可
切
回
吋
ロ
田
司

gE口
o
n
w
)
他
一
名
の
担
当
判
事
は
マ
ル

北
大
文
学
部
紀
要

サ
ス
(
河
。
σ刊
同
庁
冨
巳

F
E凹
〉
の
「
地
代
」
の
定
義
を
引
用
し
な
が

ら
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
る
原
告
の
地
代
増
額
を
認
め
た
。
判
決
は
具
体

的
な
計
算
方
法
を
一
万
さ
な
か
っ
た
が
、
訴
訟
に
関
係
す
る
諸
事
実
を
精

査
し
収
支
の
諸
項
目
を
検
討
す
る
こ
と
、
農
産
物
価
格
騰
貴
の
生
じ
た

状
況
及
び
そ
の
持
続
の
見
込
み
の
有
無
と
、
労
働
賃
金
及
び
農
業
資
本

の
利
潤
を
含
む
耕
作
諸
費
用
の
増
大
の
有
無
と
を
考
慮
す
る
こ
と
、
を

新
地
代
率
を
決
定
す
る
収
税
官
に
課
し
た
。
こ
れ
は
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
を
資

本
制
的
借
地
農
業
経
営
者
に
擬
制
し
、
地
代
を
競
争
地
代
と
す
る
判
決

で
あ
っ
た
。
(
一
入
六
三
年
九
月
二
日
)

②

国

ロ

ロ
o
冨
。
げ
ロ
ロ
富
。
。
日
お
こ
巾
刊
号
・
吋
E
W
O
O
吋
口
。
曲
目

冨
ロ
ロ
岳
町
ト
レ
ヴ

7
1
(
(
U
e

切
・
、
吋
円

2
0
C
・
キ
ヤ
ン
ベ
ル

(

ω

F

円

。冊。一円
mh
一
刊
の
回
日
切
ゲ
叩
ロ
〉
両
判
事
は
、
裁
判
所
に
煩
雑
で
実
際
上
不
可

能
な
地
代
の
計
算
を
す
る
義
務
は
な
い
が
、
平
均
的
生
産
物
価
格
と
生

産
費
用
と
が
そ
れ
ぞ
れ
増
大
し
た
結
果
と
し
て
の
地
価
の
一
般
的
平
均

的
上
昇
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
地
代
の
増
加

率
も
お
の
ず
と
示
さ
れ
る
、
と
判
断
し
た
。
こ
れ
も
具
体
的
な
計
算
方

法
を
明
示
し
な
い
が
、
地
価
の
変
動
を
基
準
に
地
代
を
決
定
す
る
方
向

に
傾
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
(
一
八
五
四
年
九
月
一
四
日
)

③
附
凶
器
F
O
O
H
V
O
吋
印
冨
仏
宮
o
o
w
m之
町
四
一
己
的
・

ω
E
Z
E
E
-ロ

の
y
o
Z
向
上
の
二
判
事
は
、
粗
生
産
物
価
格
の
変
動
に
比
例
さ
せ
て

地
代
を
調
整
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
競
争
地
代
説
は
斥

け
ら
れ
、
地
代
計
算
上
生
産
費
用
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
(
同
年
一

一切ー



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
入
七
六
年
)
の
制
定

一
月
二
六
日
)

④
吋
町
即
日

8
0
2ロ
白
問
。
。
印
凹

2

g・
回
目
印

v
g
v号
一
宮
O
O
F
お
と

2

こ
れ
は
、
史
上
「
大
地
代
裁
判
(
吋

Z
の
自
民
間
叩
ロ
件
。
出
回
目
)
」
と

し
て
知
ら
れ
る
訴
訟
事
件
で
あ
り
、
前
記
の
相
互
に
矛
盾
し
た
諸
判
決

に
結
着
を
つ
け
る
べ
く
、
高
裁
の
判
事
全
員
一
五
名
が
共
同
し
て
審
理

に
当
っ
た
。
こ
の
大
法
廷
が
審
理
し
た
案
件
は
、
孔
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の

作
為
ま
た
は
費
用
負
担
一
に
よ
ら
な
い
物
価
騰
貴
を
事
由
と
す
る
改
訂
地

代
率
は
、
市
場
に
お
け
る
商
業
的
競
争
に
よ
っ
て
決
定
さ
る
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
同
階
級
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
か
か
わ
る
近
隣
の
慣
行
に
よ
る
べ

き
か
、

b.

慣
行
地
代
率
を
物
価
騰
貴
に
あ
わ
せ
て
調
整
さ
せ
ら
れ
な

い
時
は
、
い
か
な
る
原
則
に
よ
っ
て
調
整
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
ト
レ
ヴ

7

1
ら
一
四
人
の
判
事
の
多
数
意
見
に
よ
る

判
決
は
、
上
記
③
の
判
断
を
継
承
し
て
、
慣
行
的
地
代
率
を
粗
生
産
物

価
格
の
変
動
に
比
例
さ
せ
る
こ
と
(
い
わ
ゆ
る
比
例
法
)
を
認
め
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ピ

l

コ
ヅ
グ
は
①
の
判
断
を
固
守
し
単
独
少
数
意
見
を

維
持
し
た
。
(
一
八
六
五
年
六
月
一
九
日
)

以
上
会
吋
恥
向
。
、
同
白
内
同
町
芯
同
。
白
崎
町

J
h
a
h
円S
H
H
S
均
四
世
民
間
刷
会
〈
。
-
-

ι
r
H
V同】

-
S∞
品
目
∞
"
〉
ロ
O
ロ
-M3-』同

N
h遺品
sh出向、‘、い可句
h
H
H
N
S
S
3
H

q
¥
N
w
h
s
h白
〉
〈
O
円
・
ド
め
と
の
ロ
立
即
日
切
円
。
唱
ロ

hw
ゎ。
.. 

日∞一-一戸別】匂-

H
U
-
-
G臥
一
司
仲
間
一
子
司
、
・

hp
同
省
・
示
日
l
吋
仇
ナ
ミ
民
同
C
N
W
-

宮
吋
同
国
・

吋
H
0・
3
1
H
U
L
M℃・

ι
l
u
-
a
l∞
及
び
谷
口
前
掲
論
文
に
よ
る
。

(
却
)
パ
ー
ル
案
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
①
粗
生
産
物
の
七

五
%
を
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
所
得
と
し
、
二
五
%
を
ザ
ミ

l
ン
ダ

i
ル
の
地

代
と
す
る
。
②
地
代
率
は
村
ま
た
は
郡
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
競

争
地
代
率
に
も
と
ョ
つ
い
て
定
め
る
o
h「
競
争
地
代
率
と
は
、
ジ
ョ

l
ト

*
 

ダ
i
ル

(
h
q
ミ
む
ろ
・
請
負
人
ま
た
は
そ
の
他
の
土
地
保
有
者
が
、
耕

作
す
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
土
地
を
貸
与
す
る
ば
あ
い
の
地
代
率
で
あ
り
」
、

こ
れ
に
多
少
の
控
除
を
認
め
て
、
占
有
権
を
も
っ
借
地
人
の
地
代
率
と

す
る
。
③
過
去
一

0
年
間
の
農
産
物
の
平
均
価
格
と
ラ
イ
ヤ
ツ
ト
の

負
担
し
た
生
産
費
用
、
及
び
当
時
の
地
代
率
が
粗
生
産
物
価
格
に
占
め

る
比
率
を
算
定
し
、
現
時
点
に
つ
い
て
も
同
様
の
計
算
を
し
て
、
一

0

年
聞
に
生
じ
た
上
の
誇
比
率
の
差
を
、
地
代
の
増
減
に
よ
っ
て
調
整
す

る
。
こ
れ
は
①
で
総
枠
を
定
め
、
②
で
現
実
の
農
村
の
複
雑
な
土
地
保

有
・
権
益
状
況
に
対
応
し
、
③
で
生
産
費
用
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、

「
大
地
代
裁
判
」
判
決
の
比
例
法
を
適
用
の
年
限
を
設
け
て
生
か
そ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
o
h
h
-
n
s
h
q
円
-
R
H
Z
H
M
円
。
口
開
叩
色
ロ
阿
国

Z
0・

念
地
〉
何
者
・
、
H
，w

同】匂・凶
i
h
目・

*
「
村
方
地
主
」
・
「
富
農
」
と
も
い
う
べ
き
上
層
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
で
、
ザ

ミ
1
ン
ダ
l
ル
か
ら

H
D
H
(
耕
作
権
)
を
認
め
ら
れ
、
地
代
を
直
接

納
入
す
る
地
位
に
あ
っ
た
。
最
近
の
注
目
す
べ
き
ジ
ョ
l
ト
ダ
l
ル

研
究
に
、
切
丘
四
日
-
-
P
〉
・
¥
バ
リ
hahwhア
切
マ
amリH
R
W
6
s
b
s
h
h
w、由、民俗苫

'切色町凡司令

~
H
F
向
。
ぬ
hw
問
。
¥
H
F
問、巴同町内同
S
G
J
'凶同宮内出凡な

3
h
h
a

『ぬ始、
H
S悼
句
史
リ
恥
R
N
N

九叫同『宮内リ宮、
F

U
叩
}
}
同
即
日
。
同
門
O
吋
仏
口
三
4
・可円四回凹・

3

2
ぷ

n
y印
刷
】
・
氏
何
回
一
予
河
田
件
以
同
色
町
}
内
HHP

。
b
s
H
h川
町
民
誼

N
w
h
3
h
b
N

- 60-



ヘ曲、
S
3
a
s
ω
R
E
-
-
h
-
H
1
S
H
h
u
p
ロ
冊
目

vr
呂
田
ロ

o
E
3

3
3
u
〉

σロ
〉
何
回
旨
四
円
凶
〉

σ仏
三

S
Y
R
』
い
ね
器
包
目
。
ミ
ミ
ミ
均
九
円
M
W

N
U
S
M
R
Hミ
さ
拍
子
川
崎
、

H
E
町
、
問
、
富
s
r
w唱
え
め
mwHH『
同
室
町
ミ
J

。
白
山
町
ミ
芯

同
町
民
泊
芯
円
札
S
N
H
q
宅
建
N

戸
4
0
-
-
h
p
¥
Z。・

M
-
J
S
-
-
u
~
z
o
-
-
w
S
3
1
8

が
あ
る

(
幻
)
」
『
-
h・
。
-
w
h
q
p
h
礼子
w
司
円
。
ロ
2
X出
口
ぬ
印

Z
0
・
全
一
-
k
F同)℃・、
Haw

℃日以・

u
u・

(辺
)

H

h
・。・

h
q
n・
同
弘
子
・
司
円
。
円
白
色
片
口
問
団

Z
0
・h
広
w

K

戸℃匂・、
H
J

℃・四-叩

(
お
)
委
員
は
准
知
事
の
法
律
顧
問
官
事
務
取
扱
(
〉
ロ
片
山
口

m
k戸内凶〈
O
B
Z
l

。
白
ロ
巾

E])
の
・
ゎ
・
匂
恒
三
・
官
吏
参
事
会
員
の
〈
・
国
・

ω円}同問
-ny
出・

一、

法
律
原
案
に
対
す
る
諸
意
見

H
h
-
U同
5
1
2・
国
・
一
『
・

H
N
3
B
0
5タ
非
官
吏
イ
ン
ド
人
の
関
吋
咽
門
戸
N
F

Umw印
可
山
口
の
五
名
で
あ
っ
た
。
な
お
そ
の
他
の
参
事
会
員
は
、
国
-

回目

-rω
・
出

cm問w
。・
4
弓
・
回
円
。
。
同

2
・

0
日
間
仰
の
回
日
恒

E
F
P

同
国
関
白
色
町
田
口
出
ロ
仏
間
ロ
向
C
W
F
O
H】帥門同町戸可印可・岡山間口同

ω同ロ}内田門
ωmロ・

ω白可可
-ι

‘〉印
}MM嗣げ同門

a
k
r
F
宮
間
円
宮
口
町
田
B
H
H
M山
内
凶
‘
〉
ゴ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

は
お
そ
ら
く
図
。

m
m
を
除
き
、
非
官
吏
会
員
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ル
以

下
の
五
人
に
つ
い
て
は
、
国
ロ
ロ
昨
日
同
ロ
門
戸
。
・

H
W
S
N
V
片
足
。
芯
品
輸
、
旬
。
」
「

isn同
私
自
お
切
芯
句
『
白
LV
砕い
J

H
唱(〕

A
r
H
N刊
U
H
-
-
w
Z巾
当

J

円
。
同
}
内
・
回
目
的
宵
叩
ロ

図
。
ロ
田
町
一
司
ロ

7.ss一
に
当
時
ま
で
の
略
歴
が
み
ら
れ
る
が
、
他
は
不

明
で
あ
る
。
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法
律
原
案
の
特
別
委
員
会
付
託
の
の
ち
、
テ
ン
プ
ル
は
一
八
七
五
年
五
月
二
十
五
日
付
詳
述
書
を
も
っ
て
、
法
律
原
案
が
訴
訟
手
続
き
の

み
を
規
定
し
て
、
地
代
の
決
定
と
地
主
リ
借
地
人
関
係
に
か
か
わ
る
い
わ
ゆ
る
実
体
法
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
処
方
を
示
さ
な
い
、
と
い
う

批
判
に
答
え
た
。
彼
の
回
答
は
、
実
体
法
を
訴
訟
法
に
か
ら
め
て
扱
う
と
多
く
の
時
間
の
み
を
要
し
て
結
論
が
得
ら
れ
ず
、
焦
眉
の
急
で
あ

る
訴
訟
手
続
き
の
簡
略
化
に
支
障
を
招
く
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
現
実
に
困
難
な
種
類
の
争
議
は
、

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の

困
難
を
、
彼
は
予
知
し
な
い
で
は
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
争
議
の
処
理
に
お
い
て
収
税
官
が
逢
着
し
う
べ
き

土
地
と
そ
の
生
産
物
と
の
価
格
が
、

北
大
文
学
部
紀
要

作
為
ま
た
は
費
用
支
出
以
外
の
方
途
で
増
大
し
た
か
否
か
」
を
め
ぐ
る
複
雑
な
様
相
を
帯
び
て
い
た
。



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
人
七
六
年
)
の
制
定

土
地
の
価
格
が
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
作
為
ま
た
は
費
用
支
出
以
外
の
方
途
で
増
大
し
た
と
断
定
す
る
の
は
、

お
そ
ら
く
容
易
で
あ
ろ
う
。

し

か
し
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
疑
問
が
出
て
来
る
。
そ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
増
大
し
た
の
か
?

」
の
よ
う
な
増
大
の
う
ち
地
主
は
ど
れ
ほ
ど
の

得
分
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
か
?

も
し
増
大
分
の
な
か
の
地
主
得
分
が
も
と
の
農
耕
収
益
中
の
地
主
得
分
と
同
じ
で
あ
る
と
す
れ

も
し
諸
事
実
か
ら
こ
の
よ
う
な
得
分
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
れ

ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
る
べ
き
か
?

ば
、
も
と
の
得
分
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
?

テ
ン
プ
ル
は
こ
の
よ
う
な
予
測
さ
れ
る
難
聞
に
対
し
て
、

こ
の
時
既
に
地
代
の
決
定
方
法
を
い
く
つ
か
論
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容

他
方
、
先
の
三
月
十
六
日
の
准
知
事
詳
述
書
と
法
律
原
案
及
び
そ
の
審
議
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、

主
団
体
か
ら
報
告
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

農
民
争
議
解
決
の
た
め
の
裁
判
管
轄
権
を
収
税
官
に
移
管
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
行
政
区
長
官
、
ナ
デ
ィ

l
ヤ
l

z包
広
)
・
ジ
ャ
シ
ョ

l

ハ
ル
(
官
宮
町
民
一

M0220)、
バ

I
ブ
ナ
l
諸
県
の
収
税
官
は
積
極
的
に
賛
意
を
表
明
し
た
。
州
都
行
政
区
長
官

い
く
つ
か
の
行
政
区
と
県
の
担
当
官
や
地

- 62ー

は
、
お
そ
ら
く
、
「
農
民
争
議
法
」
制
定
後
に
お
け
る
彼
の
後
述
の
諸
提
案
と
大
差
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
Z
m仏

qmpい

も
全
面
的
に
賛
成
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ダ
ッ
カ
行
政
区
長
官
の
意
見
は
、
争
議
の
私
的
調
停
に
よ
る
解
決
が
よ
り
望
ま
し
い
が
、
法
律
原
案

(河川
4
臥

mwy円
い

は
多
く
の
点
で
頗
る
有
益
で
あ
り
、

同
時
に
些
か
不
充
分
な
点
も
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ラ
ー
ジ
シ
ャ

i
ヒ
l

河
m
H〕
白
日

M
m
H
E
)

行
政
区
長
官
は
、

収
税
官
は
従
前
の
率
に
よ
る
地
代
の
実
現
に
の
み
関
与
す
べ
き
で
、

増
額
は
民
事
裁
判
所
の
所
管
で
あ
る

と
判
断
し
た
。
ラ
ン
グ
プ
ル

(
河
川
邑

mm℃
ロ
円
一
一
河
ωロm
州
問
】
戸
円
)
県
収
税
官
は
、
原
案
は
重
要
か
つ
必
要
な
が
ら
細
部
に
お
い
て
甚
だ
不
完
全
な

も
の
で
、

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
の
地
代
増
額
要
求
の
達
成
に
の
み
有
利
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
。
官
吏
た
ち
の
意
見
は
、

地
方
ご



と
の
実
情
や
個
人
の
見
解
に
従
っ
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

一方、

グ
リ
シ
ュ
ナ

u
ダ

1
ス
H

パ

l
ル
が
問
題
に
し
、
テ
ン
プ
ル
も
検
討
の
必
要
を
否
定
し
な
か
っ
た
、

地
代
決
定
基
準
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
彼
ら
は
む
し
ろ
批
判
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

チ
y

タ
ゴ
ン
行
政
区
長
官
は
、
い
か
な
る
規
則
も
地
代
率
に
関
し
て
は
制
定
し
え
な
い
、
と
判
定
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
問
題
は
地
代
率

自
体
に
で
は
な
く
、
地
代
以
外
の
名
目
に
よ
る
諸
課
徴
金
を
ど
の
程
度
ま
で
地
代
に
合
算
し
う
る
か
が
争
点
で
あ
り
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
あ
い

の
慣
行
的
地
代
率
(
旨
叫
ミ
昨
日
弓
守
容
)
」
の
観
念
が
な
お
輩
固
で
あ
っ
て
、

だ
に
は
「
郡

(
M
M
Q
司、拘むさ州)

そ
れ
以
上
の
支
払
い
義
務
は
な
い

と
い
う
意
識
ま
で
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
従
っ
て
生
産
量
中
に
占
め
る
地
代
の
比
率
な
ど
は
問
題
に
な
り
え
ず
、

五
万
人
も
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト

の
個
々
に
つ
い
て
そ
れ
を
決
定
す
る
余
裕
も
な
い
か
ら
、

低
過
ぎ
る
か
を
判
定
し
、
土
地
の
性
状

「
郡
の
慣
行
的
地
代
率
」

が
所
領
の
全
体
的
利
益
そ
の
他
か
ら
み
て
高
過
ぎ
る
か

(
色
白
由
。
円
山
間
】
昨
日
。
ロ
)

別
の
地
代
率
を
決
定
す
る
こ
と
で
満
足
す
べ
き
で
あ
る
。
事
態
網
羅
的
な
規
則

ーのー

は
定
め
よ
う
が
な
い
の
で
、
そ
れ
は
組
雑
で
不
公
平
を
免
れ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
が
、
争
議
は
決
着
し
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
諸
個
人
の
支
払
い
額
は

決
定
を
み
る
で
あ
ろ
う
。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
行
政
区
長
官
は
、
地
代
問
題
を
行
政
に
よ
る
「
郡
の
慣
行
的
地
代
」
の
仲
縮
に
求
め
、
な
ん
ら
か
の

基
準
に
よ
る
計
算
を
考
慮
し
な
か
っ
た
。

ナ
デ
ィ

l
ヤ
l
県
政
税
官
は
、
地
代
決
定
基
準
を
法
律
で
定
め
る
と
、
そ
の
基
準
に
よ
っ
て
被
益
す
る
者
が
争
議
を
起
し
て
目
的
を
達
成

し
よ
う
と
す
る
倶
れ
が
あ
る
か
ら
、
立
法
府
は
そ
の
基
準
の
制
定
を
差
控
え
る
べ
き
で
あ
り
、
現
場
の
収
税
官
の
実
情
調
査
と
判
断
と
に
措

信
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
収
税
官
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
法
制
以
上
に
重
視
し
、
立
法
に
よ
る
問
題
の

複
雑
化
を
嫌
う
立
場
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
反
し
て
、
地
主
団
体
は
地
代
決
定
基
準
の
立
法
を
よ
り
強
く
求
め
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
最
有
力
の
英
領
イ
ン
ド
協
会
(
回
ユ
・

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

〈

7
V

江
田
F
H
P
岳
山
口
〉
印
由
。
門
υ
片
山
位
。
ロ
)
は
、

そ
の
代
表
者
パ

l
ル
が
既
に
立
法
参
事
会
で
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、

農
民
争
議
の
根
源
は
現
行
法

に
お
け
る
地
主
H

借
地
人
関
係
の
暖
昧
性
、
地
代
の
回
収
・
増
額
規
定
の
不
明
確
性
に
あ
る
と
し
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
団
結
に
よ
る
闘
争
の
拡

大
が
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
に
及
ぼ
す
諸
困
難
を
訴
え
、
農
民
争
議
対
策
と
し
て
の
法
律
原
案
を
政
府
当
局
に
よ
る
現
行
法
の
不
備
の
認
知
と
し

な
お
そ
れ
が
「
法
制
的
方
法
に
よ
る
(
山
口
同

g口三伊丹
E
Zロ
m
L
4
3
1
必
要
な
救
済
措
置
」
を
な
ん
ら
設
け
て
い

て
歓
迎
し
な
が
ら
も
、

な
い
こ
と
を
不
服
と
し
て
い
た
。
協
会
は
、
法
律
原
案
が
土
地
財
産
に
関
す
る
民
事
法
の
事
実
上
は
恒
常
的
な
停
止
に
ほ
か
な
ら
ず
、
行
政

官
の
自
由
裁
量
が
彼
ら
の
権
力
濫
用
、
恋
意
、
諸
決
定
聞
の
不
整
合
を
生
む
倶
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
、
立
案
中
の
法
律
の
有
効
期
聞
を
三
年

に
限
定
し
、
直
ち
に
現
行
地
代
法
の
改
正
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
た
。

ダ
γ

カ
の
民
衆
協
会
(
、
H
d
o
H
J。
立
ゆ
ぶ
〉
印
印
。
己
丘
吉
ロ
)
は
、

基
本
的
に
は
英
領
イ
ン
ド
協
会
と
見
解
を
共
通
に
し
て
い
た
が
、
地
代

- 64ー

決
定
の
基
準
と
し
て
は
、

ピ

ガ

l

(
乞
h
p
b
)

あ
た
り
の
粗
生
産
物
価
格
の
八
分
の
一
な
い
し
コ
一
分
の
一
を
条
件
に
応
じ
て
ザ
ミ

i
ン
ダ

I

と
述
べ
た
。

ル
の
得
分
と
す
る
の
が
、
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」
も
の
で
あ
ろ
う
、

ラ
ー
ジ
シ
ャ

l
ヒ
l
協
会
(
叶
げ
σ
仰と即日戸山
}
q
o
k
F印印
O

の
片
山
片
古
ロ
)
は
、

行
政
の
介
入
に
よ
る
争
議
の
解
決
を
歓
迎
し
た
が
、

地
代
決
定

基
準
に
つ
い
て
は
独
自
の
提
案
は
し
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
彼
ら
は
、
地
代
と
そ
れ
以
外
の
諸
課
徴
金
と
の
合
算
に
よ
る
地
代
増
額
の

方
が
、
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
地
代
増
額
よ
り
も
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
こ
れ
を
理
解
せ

ず
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
も
そ
の
旨
を
ラ
イ
ヤ

y

ト
に
説
得
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
パ
!
ブ
ナ
l
の
争
議
を
招
い
た
、
と
い
う
解
釈
を
示
し

た
。
こ
こ
で
は
具
体
案
は
行
政
に
よ
る
諸
課
徴
金
の
地
代
へ
の
合
算
の
承
認
を
期
待
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
法
律
原
案
に
対
し
て
官
吏
た
ち
も
地
主
団
体
も
こ
れ
を
支
持
す
る
空
気
が
強
か
っ
た
が
、
問
題
の
根
本
的
解
決
の
た
め
に

は
地
代
決
定
基
準
の
問
題
を
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
っ
た
。



州
立
法
参
事
会
内
部
で
は
、
地
代
関
係
訴
訟
を
法
律
原
案
の
ご
と
く
す
べ
て
収
税
官
に
移
管
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
権
限
が
参
事
会
に
あ

と
い
う
疑
問
が
准
知
事
法
律
顧
問
官
(
〉
仏
〈
。

g
zーの
SOB-)

所
に
お
け
る
再
審
の
機
会
を
残
す
こ
と
で
こ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

る
か
否
か
、

か
ら
提
出
さ
れ
、
テ
ン
プ
ル
は
収
税
官
の
決
定
の
民
事
裁
判

テ
ン
プ
ル
は
さ
ら
に
東
ベ
ン
ガ
ル
の
農
民
争
議
の
懸
念
さ
れ
る
地
域
を
視
察
し
、
地
方
の
官
吏
や
主
要
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
た
ち
の
大
部
分

と
ラ
イ
ヤ
v
ト
た
ち
の
代
表
者
の
幾
人
か
と
会
談
の
上
、

一
八
七
五
年
八
月
二
十
一
日
に
ま
た
ひ
と
つ
の
詳
述
書
を
執
筆
し
た
。
彼
は
、
地

租
徴
収
当
局
者
が
地
代
訴
訟
の
裁
判
権
を
も
つ
こ
と
が
、

「
絶
対
に
必
要
で
は
な
い
と
し
て
も
非
常
に
望
ま
し
い
」

と
主
張
し
、
国
内
こ
と

に
東
ベ
ン
ガ
ル
の
情
勢
が
悪
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
情
勢
判
断
を
下
し
た
。

一
、
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
た
ち
と
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
と
の
聞
に
は
、
最
近
数
年
間
の
土
地
生
産
物
価
格
の
騰
貴
を
理
由
と
し
て
地
代
が
増
額

さ
れ
う
る
程
度
を
め
ぐ
っ
て
、
大
規
模
な
諸
争
議
が
未
解
決
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

ーのー

二
、
こ
れ
ら
の
争
議
が
激
化
す
る
と
、
増
額
の
問
題
の
ほ
か
に
、
あ
る
種
の
付
加
課
徴
金
の
徴
収
、
滞
納
分
の
回
収
手
数
料
の
支
払
い
、

過
去
の
地
代
諸
率
、
実
有
保
有
地
の
面
積
な
ど
諸
他
の
問
題
が
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
い
っ
さ
い
の
結
末
は
、
あ
る

一一、地
域
の
地
代
支
払
い
悉
く
が
暫
く
停
止
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ザ
ミ

l
ン
ダ

i
ル
た
ち
は
時
に
は
実
力
で
地
代
を
徴
収
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
今
後

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

も
試
み
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
試
み
は
実
力
に
よ
る
抵
抗
に
あ
い
、

そ
の
結
果
治
安
の
撹
乱
が
生
じ
る
。

四

一
八
七
二
l
七
三
年
の
パ
l
ブ
ナ

l
県
の
農
民
暴
動
以
降
、

い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
深
刻
な
あ
る
い
は
全
般
的
な
紛
争
は
生
じ
て

、
h

h

、。

、しV
中

ι
、しV

五
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
停
戦
状
態
は
、
騒
乱
の
傾
向
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
行
政
当
局
者
た
ち
の
行
動
に
主
と
し
て
よ
る
も
の
で
あ

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

る
。
し
か
し
、
紛
争
が
勃
発
す
れ
ば
、
ダ
ッ
カ
、

フ
ァ
リ
l
ド
プ
ル
、

か
か
る
紛
争
は
す
ぐ
に
も
勃
発
す
る
で
あ
ろ
う
。

ト
リ
プ
ラ
l
、
パ
l
カ
ル
ガ
ン
ジ
諸
県
に
波
及
す
る
危
険
が
あ

る
。
も
し
い
ま
行
政
の
仲
介
が
打
切
ら
れ
る
な
ら
ば
、

六
、
ダ
ッ
カ
県
の
紛
争
は
、
行
政
区
長
官
及
び
県
収
税
官
の
調
停
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
解
決
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
か
ら
、
テ
ン
プ
ル
は
行
政
に
よ
る
争
議
解
決
の
必
要
を
重
ね
て
力
説
じ
た
。

に
よ
る
地
代
関
係
訴
訟
の
裁
判
権
を
、

不
満
を
示
し
な
が
ら
も
、
「
漸
進
的
、

「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」

ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
ド
大
臣
は
テ
ン
プ
ル
の
法
律
原
案
に
対
し
て
、

そ
れ
が
、
条
例
一
七
九
九
年
第
七
号
以
来
の
収
税
官

六
月
二
十
四
日
、

試
行
的
、

に
よ
っ
て
民
事
裁
判
所
に
移
管
し
て
僅
か
六
年
で
旧
状
に
戻
す
こ
と
に

か
つ
特
定
の
諸
事
件
に
示
さ
れ
る
理
由
に
従
っ
て
」
そ
う
す
る
こ
と
が
「
お
そ
ら
く
賢
明

な
方
策
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
消
極
的
な
支
持
を
表
明
し
た
。

一
八
七
五
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
、
東
ベ
ン
ガ
ル
一
帯
の
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
H

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
聞
の
関
係
は
依
然
と
し
て
不
穏
で
は
あ
っ
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た
が
、
総
じ
て
公
然
た
る
対
決
は
回
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
法
廷
闘
争
が
延
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。
パ
l
ブ
ナ

ー
の
政
務
官
は
、
民
事
裁
判
所
が
農
民
の
団
結
を
促
進
す
る
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
批
判
を
述
べ
て
い
た
。
法
律
案
の
必
要
は

な
く
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註

(
1
)

ミ
h
h
N
C
N
w
-
L同
日
・
品
m・

3
・

8
l土
・
こ
の
詳
述
書
は
同
室
宮
町

h
h同
S
S礼
的
同
言
及

q
s
同
h
b
口、
H
h
h
u
d
-
-少
〈

UhwSF町
略
的
ロ

¥
h
n刊
さ
叫
三
-

hw
マミ弘
qsw
同

V
H
Y
M
l
h
貯
に
も
、
そ
れ
と
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
h
h
h
N
~
c
p
宮
E-
広
場
也
・
丘
一
同
町
諸
島
N
K立
さ
ざ
な
ぎ
と

S

河
町
、
巴
『

H
H句
1
・M
1
1
5
・L
『
守
弘
、
-w

℃
-
A
-

(3)
』

h
h同
CNW-
宮

E
・

5
唱
・
品
目
・
し
か
し
上
掲
個
所
に
は
詳
細
な
引

用
は
な
い
。
筆
者
は
同
詳
述
書
の
全
文
を
入
手
し
て
い
な
い
。

(
4
)
』
白
河
C
N
W
S

沼
田

3
・
u

N

3
・
M

∞i
u
u・
こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
報
告

等
に
日
付
が
入
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
は
次
節
註
(

3

)

に
挙

げ
ら
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。



(
5
)
。、・円札
H
a
H】℃
-
M
∞w
M
m
F
U
G
-
な
お
、
-
フ
ン
グ
プ
ル
県
収
税
官
は
併
せ

て
、
収
税
宮
に
よ
る
在
地
の
諸
慣
行
・
諸
権
利
の
記
録
化
と
、
非
占
有

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
慣
習
的
諸
権
利
の
承
認
を
も
示
唆
し
た
。

(
6
)
色、・

h弘
子
同
U
H
Y
M
∞l
M唱・

(
6
a
)
也
、
・
門
戸
・

HV-M
唱・

(
7
)

一
八
五
一
年
カ
ル
カ
ッ
タ
に
創
設
さ
れ
た
有
力
ザ
ミ

l
γ
ダ

1
ル
層

の
政
治
結
社
。
さ
し
あ
た
り
、
沼
田
]
g
g仏
国
♂
∞

-
F・
hahと
お
お
、
と
や

之内
a
h
h
h
h口
町
民
昌
之
喜
朗
お
お
丸
岡
Eh--、
さ
ミ
』
い
向
島
町
弘
之
ぬ
言
語

Q
h』匂
l

H
E
J
P
-
2
3田
口
問
問
、
戸

5
3
3・
u
u
l
u
N
3
F
a
o
i
a品
目

冨
&
ロ
S

E
♂
同
州
.
m
u
-
-
K
E
qミ
ミ
志
向
、
主
主
ロ
ミ
ミ
ロ
t
n
s
S
H

S
E
R
N
E
g
-
-
H
W
吋

2

・0
仏ロ
z
の
曲
目

2
江
田
日
開
円
、
忌
"

3

2
・

3-

N印
N
l
N
白土

ω冊
目
「
〉
・
・
吋
吉
岡
透
明
『
寝
言
明
ミ

H
a
h
N
R
S

弓
b
H
e・

さ
え
な
さ
泊
。
由
選
時
間
同
む
な
お
お
SR出
。
色
町
宮
守
口
、
b
H
S
芯
芯
同
居
時

h
ミ
ミ

ミ
S
ミ
ミ
ミ
hH
。
s

s
ミ
・
。
由
自

σ円山色
m
m
dロ
F
4
・同
ω
円四回
P

S

2
・

3
・

M
O
M
-
M
O
P
N
O吋
1
M
G
参
照
。

四
、
法
律
案
の
審
議
経
過
(
二
)

1 

修
正
案

法
律
原
案
の
検
討
を
委
嘱
さ
れ
た
ダ
ン
ピ
ア
ら
特
別
委
員
は
、

北
大
文
学
部
紀
要

(8)
』

hhh-同
C
N
W
S
宮
p

u

吋・宅
-
g
l
u
-
-

(
出

a)
こ
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
て
も
と
の
文
献
で
は
不
詳
。

(9)
巴も・

R
F
H
M同
y
u
-
u
M
-

(
川
)
こ
の
団
体
に
つ
い
て
も
、
筆
者
の
て
も
と
の
文
献
で
は
不
詳
。

(
日
)
口
、
.
三
H
a
H】同)・

UNiuu-

(ロ
)
~
-
h
h
N
~
C
N
W・
・
宮

B
・

s・同
】
・
ョ
・

(
臼
)
司
、
・
円
九
H-w
旬
開

y
u
u
l
U
4・
こ
の
文
章
の
一
部
は

N
w
s
hミ

h
h抽選
S
ト

師
同
『
ミ
弘
司
芯
同
時
、
司
、
H
h
h
v
u叫
11uu
円

u
b
a
s
h
a
q
h
-
h
§
ミ
誌
な
マ
ミ
な
お
-

H
Y
H
U
に
既
に
み
ら
れ
る
。

(
凶
)
ミ
h
h
N
C
N
w
s
宮

2
・品
0
・
H
M
-
F
テ
ン
プ
ル
は
答
え
て
収
税
官
に
よ

る
対
応
の
必
要
を
強
調
し
、
行
政
当
局
に
お
け
る
知
識
と
経
験
の
蓄
積

が
、
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
を
批
判
し
て
い
る
。

(

臼

)

』

h
h同
CNw-w
宮
E-
主
右
・
ヱ
lum-
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一
八
七
六
年
三
月
十
六
日
に
至
っ
て
そ
の
報
告
と
法
律
の
修
正
案
と
を
立



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

法
参
事
会
に
提
出
し
た
。
原
案
の
参
事
会
提
出
か
ら
一
ヶ
月
近
い
時
日
を
要
し
た
原
因
は
、
こ
の
法
律
案
は
州
参
事
会
で
は
な
く
総
督
府
立

法
参
事
会
で
審
議
さ
る
べ
し
と
す
る
疑
問
が
出
さ
れ
、
審
議
が
停
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

特
別
委
員
会
は
前
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
各
行
政
区
長
官
の
報
告
、
及
び
地
方
の
地
主
団
体
や
個
人
か
ら
の
書
簡
の
艇

を
検
討
し
た
上
で
、
全
二
九
条
に
拡
大
さ
れ
た
修
正
案
を
用
意
し
た
。
こ
の
修
正
案
は
の
ち
に
一
条
を
加
え
全
三

O
条
の
最
終
案
と
な
り
、

そ
の
ま
ま
立
法
参
事
会
を
通
過
し
た
の
で
、
以
下
の
逐
条
解
説
は
法
律
そ
の
も
の
の
摘
要
で
も
あ
る
。
修
正
案
の
第
一
五
|
二
九
条
は
最
終

案
つ
ま
り
法
律
の
第
一
六
i
一二

O
条
に
当
る
の
で
こ
こ
で
は
先
取
り
し
て
最
終
案
の
条
数
を
用
い
る
。

以
下
、
修
正
案
の
要
点
を
述
べ
よ
う
。

日
か
ら
三
年
に
限
っ
た
。
時
限
立
法
と
し
た
理
由
は
特
別
委
員
会
の
報
告
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
英
領
イ
ン
ド
協
会
の

- 68ー

修
正
案
第
一
条
は
、
法
律
に
「
農
民
争
議
法
」
と
い
う
略
称
を
与
え
、

そ
の
有
効
期
限
を
州
政
庁
官
報
(
わ
即
日
2
2仰
の
ω
8
2
0
)
公
示
の

提
案
を
容
れ
て
、
「
農
民
争
議
法
」
を
地
代
法
の
全
面
改
正
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
位
置
づ
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
ご
条
の
用
語
の
定
義
か
ら
は
、
原
案
に
あ
っ
た
「
所
領
」
と
「
免
租
地
」
と
を
「
不
必
要
」
と
の
理
由
で
削
除
し
、

「
准
知
事
」
、

「局

(∞
S
E
)」
つ
ま
り
税
務
局

asa丘
河
内

W435)、
「
政
務
官

(
h
o
g
B目的色。ロ
2
)
」
、
本
法
律
の
「
条

(ωR昨
日
。
ロ
)
」
を
加
え
た
。

「
政
務
官
」
は
行
政
区
長
官
(
わ
。
B
E
2田
宮
ロ

2
え

U
Z
E。
ロ
)
及
び
本
法
の
も
と
で
政
務
官
権
限
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
付
託
さ
れ
た

非
常
任
官
を
も
含
む
。

し
か
し
「
収
税
官
」
は
調
査
(
宮
内
阿
戸
町
三

を
行
な
う
た
め
に
任
命
さ
れ
た
者
に
限
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
通
常
の
県

収
税
官
に
争
議
処
理
の
非
常
業
務
を
委
ね
な
い
配
慮
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、

む
し
ろ
政
務
官
と
い
う
自
由
裁
量
権
の
よ
り
大
き
い
職
名
で
行

政
の
権
限
を
強
化
す
る
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
条
は
本
法
律
の
発
効
適
用
の
布
告
に
関
す
る
も
の
で
、

争
議
認
定
の
要
件
と
し
て
、

准
知
事
自
身
が

「
国
内
の
い
ず
れ
か
の
地
域



(
m
w
ロ
可
4
h
H

・
仰
の
け

O
片
付
町
ゅ
の
。
ロ
ロ

C
J『
)

に
、
地
代
の
調
整
に
関
す
る
い
ず
れ
か
の
問
題
に
つ
い
て
、

ま
た
は
地
代
の
滞
納
に
つ
い
て
、
重
大
な

争
議
が
存
在
す
る
」
と
認
め
た
ば
あ
い
を
、
原
案
の
争
議
当
事
者
に
よ
る
申
告
の
あ
っ
た
ば
あ
い
に
先
立
っ
て
書
き
加
え
、
争
議
当
事
者
を

原
案
の
「
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
ま
た
は
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」
か
ら
「
か
か
る
争
議
に
関
与
す
る
い
ず
れ
か
の
者
」

(
山
口
出
可
℃
ぬ
吋
印
。
ロ
件
。

σゆ
山
口
付
角
川
吋

om-xw内
回
目
白
田
口
の
日
戸
門
出
田
一
℃
ロ
件
。
)

に
改
め
、
争
議
地
域
の
範
囲
は
州
政
庁
官
報
の
公
示
事
項
と
す
る
。
「
所
領
」
等
の
「
地
域
」

へ
の
修
正
は
現

実
の
争
議
の
予
想
さ
れ
る
規
模
や
影
響
の
範
囲
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
准
知
事
へ
の
申
告
に
よ
ら
な
い
争
議
認
定
権
を
設
け
、

申
告
者
の
範
囲
を
官
吏
そ
の
他
の
非
当
事
者
を
含
み
う
る
ま
で
拡
大
し
た
の
は
、
争
議
を
い
わ
ば
芽
の
う
ち
に
摘
み
と
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
四
条
は
、
准
知
事
が
任
意
の
官
吏
を
収
税
官
補
に
任
命
し
て
、
収
税
官
の
委
任
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
う
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。

第
五
1

一
四
条
は
、
原
案
第
五
|
九
条
へ
の
加
除
補
訂
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
准
知
事
は
本
法
律
適
用
の

布
告
と
と
も
に
収
税
官
に
調
査
す
べ
き
事
実
問
題
を
特
定
し
て
訓
令
を
発
し
、
訓
令
を
受
け
た
収
税
官
は
調
査
の
性
格
を
公
示
の
上
、
証
人

を
募
り
、
証
言
と
証
拠
書
類
と
を
収
集
し
て
審
理
す
る
。
収
税
官
は
調
査
の
結
果
に
自
己
の
意
見
を
付
し
た
報
告
書
を
作
成
し
て
、
そ
れ
を

- 69一

一
般
の
縦
覧
・
複
写
・
反
論
提
出
に
付
し
た
の
ち
、

そ
の
反
論
を
添
え
て
政
務
官
に
送
付
す
る
。
政
務
官
は
反
論
の
あ
っ
た
事
項
の
再
調
査

を
適
宜
収
税
官
に
行
な
わ
せ
た
上
で
、
収
税
官
の
報
告
と
民
間
の
反
論
と
に
自
己
の
意
見
を
付
し
て
こ
れ
ら
を
税
務
局
に
送
付
す
る
。
税
務

局
は
調
査
項
目
ご
と
の
決
定
に
つ
い
て
の
適
切
な
訓
令
を
発
し
、
収
税
官
は
こ
れ
に
従
っ
て
決
定
の
命
令
を
下
す
。
税
務
局
の
訓
令
は
収
税

官
署
に
公
示
さ
れ
裁
判
所
に
も
送
付
さ
れ
る
。
こ
の
訓
令
公
示
の
日
か
ら
本
法
適
用
期
間
中
は
、
当
該
地
域
内
の
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第

二
三
条
に
よ
る
訴
訟
は
収
税
官
の
所
管
と
な
る
。

以
上
は
、
争
議
解
決
の
手
続
き
を
詳
細
に
定
め
、
収
税
官
の
決
定
の
指
針
を
税
務
局
に
下
さ
し
め
、
裁
判
管
轄
権
の
民
事
裁
判
所
か
ら
収

税
官
へ
の
移
管
の
日
を
法
律
適
用
の
日
か
ら
税
務
局
訓
令
公
示
の
日
ま
で
繰
り
下
げ
る
こ
と
で
、
収
税
官
の
争
議
処
理
の
活
動
に
形
式
上
の
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ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

限
定
を
加
え
て
は
い
る
が
、
行
政
主
導
の
争
議
処
理
の
原
則
が
、
税
務
局
の
関
与
を
明
示
す
る
こ
と
で
一
段
と
強
調
さ
れ
た
と
い
う
印
象
は

否
め
な
い
。
な
お
調
査
中
に
発
生
し
た
問
題
の
仲
裁
付
託
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
典
の
関
連
条
項
の
適
用
が
付
記
さ
れ
た
。

最
終
案
第
一
五
条
は
、
原
案
に
な
か
っ
た
地
代
率
改
訂
基
準
を
示
し
た
も
の
で
、
特
別
委
員
会
に
は
法
律
顧
問
官
事
務
取
扱
グ
レ
ゴ
リ

l
u
チ
ャ
ー
ル
ズ
H

ポ
l
ル
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
が
、
反
対
多
数
で
は
じ
め
修
正
案
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
後
述
の
よ
う
に
そ
の
審
議
過
程

で
第
一
四

A
条
と
し
て
復
活
を
み
た
条
項
で
を
修
正
し
た
も
の
あ
っ
た
。

第
一
四

A
条
は
、

「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
七
条
及
び
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」
第
一
八
条
の
農
産
物
価
格
ま
た
は
土
地
生
産
力
の

変
動
を
事
由
と
す
る
地
代
改
訂
の
方
法
と
し
て
、
「
大
地
代
裁
判
」

比
率
を
、
現
在
の
平
均
的
粗
生
産
物
価
格
と
、
前
回
の
地
代
の
決
定
時
ま
た
は
そ
の
後
の
訴
訟
開
始
前
五
年
ま
た
は
一

O
年
以
内
の
、
当
該

判
決
の
比
例
法
を
適
用
し
う
る
ば
あ
い
に
は
、

改
訂
前
後
の
地
代
聞
の

ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
の
保
有
期
間
中
の
し
か
る
べ
き
時
の
、
平
均
的
粗
生
産
物
価
格
と
の
比
率
に
一
致
せ
し
め
る
こ
と
を
、

ま
ず
規
定
す
る
。
こ
の
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五
年
ま
た
は
一

O
年
以
内
と
い
う
基
準
の
い
ず
れ
に
す
る
か
は
、
確
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

次
に
比
例
法
に
よ
る
計
算
が
で
き
な
い
、

つ
ま
り
以
前
の
農
産
物
価
格
が
確
認
で
き
な
い
ば
あ
い
に
は
、
①

現
在
の
平
均
的
粗
生
産
物

価
格

(
5
0
2
2仲
間
口
問
告
白
山
m
o
m円。∞∞

g
z
o
。同

Fσ

田口の
F
H
M
円
。
仏
ロ
の
ゆ
)

粗
生
産
物
の
年
間
平
均
価
格

(
5
0
m
s
z
m古

か
ら
生
産
費
用
及
び
生
産
物
処
分
費
用
(
の

g
Z
丘

胃

邑

5
昨
日
。
ロ
何
回
口
仏
丘
唱
。

gH
丘

を
控
除
し
て
得
ら
れ
る
平
均
純
益

(
p
o
m宅
σgmσ
ロ
ゆ
片
岡
)
円
。
皆
印
)
の
う
ち
の
、
収
税
官
が
「
公
正
か
っ
衡
平
の
原
則

日】吋
O
門同ロのゆ)、

ま
た
は
②

ぬ吋。∞∞

ωロロロ
ω-4ω-口
。
。
同
伴
}

H

O

H

】
円
。
仏
ロ
の
ゆ
)

に
か
な
う
」
と
判
断
し
た
配
当
分
を
地
代
と
定
め
る
か
、
③

近
隣
ま
た
は
収
税
官
の
選
定
す
る
任
意
の
地
域
に
お
け
る
類
似
の
性
状
及
び

利
点
を
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
非
占
有
ラ
イ
ヤ
y

ト
が
支
払
う
地
代
の
率
よ
り
、
収
税
官
が
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
な
う
」
と
判
断
す

る
割
合
い
を
減
じ
た
率
を
、
地
代
率
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
条
項
も
パ
l
ル
の
原
案
批
判
に
応
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
地



代
改
定
の
方
法
が
選
択
肢
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
積
算
の
費
目
も
漠
然
と
し
て
お
り
、
収
税
官
の
自
由
裁
量
に
制
限
を

加
え
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
代
改
訂
の
方
法
が
、
従
来
の
法
律
よ
り
は
い
く
ら
か
具
体
的
に
示
さ
れ
、
「
大
地
代
裁
判
」

の
判
例
に
必
要
な
修
正
を
施
す
か
た
ち
で
規
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
疑
い
え
な
い
。

第
二
ハ
・
一
七
条
は
、
原
案
第
一

0
・
一
一
条
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
同
原
・
被
告
と
な
り
う
る
者
に
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
ほ
か

「
他
の
借
地
人
た
ち
」
を
加
え
、
訴
訟
の
種
類
を
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
一
一
一
一
条
の
最
初
の
四
項
目
、

つ
ま
り
一
所
領
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
そ

の
他
の
借
地
人
が
総
体
と
し
て
関
係
す
る
問
題
に
限
定
し
た
。
強
制
退
去
処
分
や
地
主
の
差
抑
権
に
か
か
わ
る
訴
訟
の
集
団
審
理
は
、
立
法

の
趣
旨
か
ら
み
て
、
当
然
除
外
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
修
正
案
は
、
集
団
審
理
に
も
と
づ
く
決
定
は
全
当
事
者
に
出
廷

と
反
論
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
下
さ
れ
え
ず
、
案
件
に
よ
っ
て
は
分
離
裁
判
を
も
行
な
い
う
る
旨
を
規
定
し
て
い
た
。

第
一
パ
条
は
原
案
第
一
二
条
を
改
め
て
、
収
税
官
の
判
決
の
発
効
の
日
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
暦
年
に
よ
る
訴
訟
の
提
起
さ
れ
た
年
の
初
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め
、
ま
た
は
収
税
官
の
定
め
る
そ
れ
以
後
の
日
と
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
、
改
訂
さ
れ
た
地
代
率
の
固
定
期
聞
を
永
代
裁
定
地
域
で
は
五

年
、
有
期
裁
定
地
域
で
は
そ
の
期
末
ま
で
と
し
、

面
積
の
変
動
を
理
由
と
す
る
以
外
は
、
認
め
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
改
訂
地
代
率
固
定
期
間
の
半
減
の
根
拠
は
不
明
確
で
あ
る
、
が
、
こ
れ
が

こ
の
固
定
期
間
中
に
お
け
る
地
代
の
増
減
を
求
め
る
訴
訟
は
、
自
然
条
件
に
よ
る
保
有
地

物
価
騰
貴
傾
向
の
な
か
で
ザ
ミ
ー
ン
ダ

l
ル
に
有
利
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

第
一
九
条
は
、

土
地
の
権
原
・
権
益
に
か
か
わ
る
係
属
中
の
訴
訟
は
、
収
税
官
か
ら
民
事
裁
判
所
ま
た
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
施
行
地

域
で
は
税
務
裁
判
所
に
付
託
し
う
る
こ
と
、

第
二

O
条
は
、

か
か
る
訴
訟
が
、

「
民
事
裁
判
所
ま
た
は
税
務
裁
判
所
に
よ
っ
て
よ
り
適
切
に

決
定
さ
れ
う
る
問
題
」
の
ほ
か
に
、

「
本
法
律
に
よ
る
収
税
官
に
よ
っ
て
適
切
に
解
決
さ
れ
う
る
問
題
」
に
も
か
か
わ
る
ば
あ
い
に
は
、

収

税
官
は
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
裁
判
所
へ
の
付
託
よ
り
前
に
決
定
を
下
し
う
る
こ
と
、

か
か
る
決
定
は
本
法
律
の
上
告
に
関
す

北
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ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
登
定

る
条
規
に
従
い
、

か
つ
関
係
の
裁
判
所
は
訴
訟
の
最
終
決
定
を
、
収
税
官
の
決
定
が
適
用
可
能
な
限
り
、

を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
十
致
さ
せ
て
下
す
義
務
を

負
う
こ
と
、

こ
れ
ら
も
原
案
に
な
か
っ
た
規
定
で
あ
る
。
訴
訟
案
件
を
収
税
官
つ
ま
り
行
政
の
裁
量
す
べ
き
も
の
と
、
裁
判
所
つ
ま
り
司
法
の
裁
量
す

べ
き
も
の
と
に
分
け
て
は
い
る
が
、

ひ
と
つ
の
訴
訟
が
い
ず
れ
の
性
格
を
持
つ
か
の
判
断
は
収
税
官
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

の
決
定
が
裁
判
所
を
拘
束
す
る
こ
と
は
、
原
案
以
上
に
明
確
に
誼
わ
れ
て
い
る
。

し
か
も
収
税
官

第
二
一
条
は
原
案
第
一
五
条
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
第
一
一
二
条
は
、
准
知
事
に
よ
る
本
法
律
適
用
解
除
の
布
告
時
に
、
本
法
律
に
よ
っ
て
審

理
中
の
訴
訟
は
最
終
決
定
ま
で
は
ひ
き
つ
づ
き
関
係
の
担
当
官
が
扱
う
こ
と
、
第
二
三
条
は
、
本
法
律
に
よ
る
命
令
ま
た
は
判
決
に
抗
告
す

る
た
め
の
訴
訟
は
、
本
法
律
に
規
定
す
る
以
外
の
裁
判
所
に
は
提
起
し
え
な
い
こ
と
、

を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
。
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第
二
四
条
以
下
は
本
法
律
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
上
告
の
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
同
条
で
は
職
務
執
行
の
系
統
ま
た
は
命
令
・
判
決

の
審
級
を
、
下
か
ら
収
税
官
補
l
収
税
官
|
政
務
官
l
税
務
局
と
定
め
、
第
二
五
・
二
八
条
で
は
収
税
官
補
の
命
令
・
判
決
に
対
す
る
収
税

官
へ
の
上
告
を
認
め
る
。
第
二
六
条
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
二
三
条
第
二
・
四
・
七
項
関
係
の
要
償
請
求
額
一

O
O
ル
ピ

l
未
満
の
訴

訟
は
、

地
代
の
改
訂
権
と
土
地
に
対
す
る
権
原
ま
た
は
土
地
に
お
け
る
権
益
が
判
決
の
な
か
で
決
定
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
収
税
官
の
段
階

で
最
終
審
と
す
る
こ
と
、
第
二
七
条
で
は
、
地
代
滞
納
額
の
支
払
い
を
命
じ
た
判
決
に
対
す
る
上
告
は
、
そ
の
滞
納
額
を
収
税
官
に
支
払
つ

た
の
ち
で
な
け
れ
ば
行
な
い
え
な
い
こ
と
、
第
二
九
条
で
は
、
収
税
官
の
命
令
・
判
決
に
対
す
る
上
告
は
、
要
償
請
求
額
五
、

0
0
0
ル
ピ

ー
ま
で
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
政
務
官
の
段
階
で
最
終
審
と
し
、

そ
れ
以
上
の
も
の
は
税
務
局
に
上
告
さ
れ
る
こ
と
、
第
一
二

O
条
は
上
告
の
期

限
と
最
終
審
に
対
す
る
上
級
権
者
の
追
加
命
令
の
あ
り
う
る
こ
と
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
。

上
告
規
定
を
設
け
た
こ
と
も
、
パ
ー
ル
の
原
案
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
定
の
譲
歩
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



し
か
し
な
が
ら
、
修
正
案
は
総
体
と
し
て
は
、
収
税
官
の
自
由
裁
量
権
を
原
案
よ
り
以
上
に
強
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
農
民
争
議
を
行
政

に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
い
う
テ
ン
プ
ル
の
構
想
を
、
法
律
的
に
よ
り
明
確
化
し
て
い
た
。

2 

修
正
案
の
審
議

修
正
案
の
出
さ
れ
た
翌
日
、
ラ

l
ム
リ
シ
ャ
ン
カ
ル
U

セ

l
ン
は
、

「
地
代
増
額
訴
訟
に
お
い
て
収
税
官
の
指
針
と
な
る
な
ん
ら
か
の

般
的
諸
基
準
が
設
け
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
、
反
対
意
見
書
を
出
し
た
。
翌
々
日
に
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
川
ダ

l
ス
H

パ
l
ル
が
、
修
正

案
は
地
代
を
定
め
る
た
め
の
諸
基
準
の
設
定
を
、
収
税
官
ま
た
は
む
し
ろ
収
税
官
補
の
自
由
裁
量
に
完
全
に
委
ね
て
し
ま
っ
て
お
り
、
も
し

立
法
参
事
会
に
そ
の
基
準
が
立
て
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
立
法
の
目
的
を
、
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
た
ち
の
団
体
に
よ
る
地
代
不
納
の
た
め
に
困
難
を
極

め
て
い
る
滞
納
地
代
の
回
収
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
反
対
意
見
を
提
出
し
た
。

修
正
案
の
審
議
は
一
八
七
六
年
三
月
一
八
日
に
行
な
わ
れ
た
。
ダ
ン
ピ
ア
は
そ
の
骨
子
を
説
明
し
た
あ
と
、
右
の
反
対
意
見
書
に
言
及
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し
、
地
代
決
定
の
基
準
を
定
め
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
り
、
当
面
の
法
律
案
は
訴
訟
法
規
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

基
準
が
規
定
さ
れ
な
い
で
も
大
き
な
支
障
は
な
い
、
と
答
え
た
。
彼
は
法
律
案
を
「
法
の
停
止
、
自
由
裁
量
の
布
告
」
と
断
じ
た
パ

l
ル
の

そ
の
「
自
由
裁
量
」
は
現
行
の
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
で
許
さ
れ
て
お
り
、
同
法
の
諸
原
則
が
い
か
に
漠
然
た
る
も
の
で

評
価
に
対
し
て
、

あ
れ
、
収
税
官
は
こ
れ
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
収
税
官
の
自
由
裁
量
権
は
既
に
ム
ン
シ
フ
(
冨
ロ
ロ
印
即
時
)
の
行
使
し
て
き
た
も
の
と
異
な

本
法
律
案
に
よ
る
に
、

地
代
の
増
減
は
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
率
に
お
い
て
決
定
さ
れ
う
る
の
み
で
あ
る
」
と
ダ
ン
ピ
ア
は
述
べ
た
。

と
答
え
た
。
「
現
行
法
の
定
め
る
規
則
は

公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
地
代
な
る
も
の
で
あ
り
、

ら
な
い
、

パ
ー
ル
は
反
論
に
立
っ
た
が
、

そ
の
論
旨
は
前
回
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
た
。
彼
は
法
律
案
の
目
的
を
地
代
の
裁
定
ま
た
は
調
整
と
そ
の

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

徴
収
と
の
ふ
た
つ
に
分
け
、
当
面
は
、
現
行
法
の
手
続
き
を
改
め
て
収
税
官
に
即
決
権
を
付
与
す
れ
ば
達
せ
ら
れ
る
滞
納
地
代
の
回
収
に
限

地
代
率
の
設
定
に
関
す
る
立
法
は
の
ち
に
別
途
に
起
案
す
べ
き
旨
を
主
張
し
た
。
滞
納
地
代
の
回
収
を
急
ぐ
理
由
は
、
ラ
イ

っ
て
立
法
し
、

ヤ
ッ
ト
の
結
束
し
た
抵
抗
の
た
め
に
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
は
地
代
の
徴
収
が
困
難
と
な
り
、

要
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
め
に
政
府
へ
の
地
租
納
入
資
金
の
借
入
れ
が
必

(
包
目
立
可
ロ
ロ
君
。
門
付
ω
E
O
)」

事
テ
ン
プ
ル
自
身
が
そ
の
基
準
を
定
め
な
い
限
り
現
状
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
と
指
摘
し
て
い
る
時
に
、
性
急
に
基
準
を
定
め
て
そ
の
運

地
代
決
定
の
基
準
を
別
に
立
法
す
る
の
は
、

地
代
裁
判
」
の
判
決
も
法
曹
界
で
は

現
行
法
の
そ
の
点
で
の
暖
昧
さ
が
混
乱
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が
官
民
の
世
論
と
な
り
、

「
あ
り
て
い
に
い
っ
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
い

「大

と
評
価
さ
れ
、
准
知

用
を
収
税
官
に
委
ね
る
の
は
愚
策
で
あ
り
、
多
く
の
困
難
や
多
様
な
意
見
に
煩
わ
さ
れ
て
実
行
不
可
能
と
な
る
、

と
い
う
理
由
に
よ
る
。
そ
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れ
と
と
も
に
、
原
案
起
案
当
時
の
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
と
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
険
悪
な
関
係
は
、
行
政
当
局
の
努
力
に
よ
っ
て
平
静
に
復
し
て
お

り

「
犬
き
く
困
難
で
複
雑
な
地
代
調
整
の
問
題
」
は
、
滞
納
回
収
の
問
題
を
処
理
し
て
か
ら
時
聞
を
か
け
て
取
組
む
余
裕
が
あ
る
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
パ

l
ル
は
提
出
さ
れ
た
法
律
案
に
不
同
意
の
立
場
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
し、

う
判
断
も
働
い
て
い
た
。

次
に
は

H
H
ベ
ル
が
特
別
委
員
会
の
委
員
と
し
て
発
言
し
た
。
こ
の
法
律
案
は
地
代
決
定
の
基
準
の
よ
う
な
一
般
に
混
乱
を
及
、
ほ
す
実
体

法
の
改
廃
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
収
税
官
に
付
託
さ
れ
る
調
査
対
象
を
従
来
の
地
代
率
の
み
に
限
定
す
べ
き
で
な
く
、

地
主
H

借
地
人
関
係
の
す
べ
て
を
対
象
し
て
、
争
議
の
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
解
決
を
は
か
る
べ
き
こ
と
、
収
税
官
に
与
え
ら
れ
る
自
由

裁
量
権
は
現
在
の
民
事
裁
判
所
の
そ
れ
と
同
等
で
あ
る
こ
と
、

を
彼
は
指
摘
し
た
。
彼
も
ま
た
、
当
面
は
争
議
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
を
認

め
な
が
ら
、
将
来
に
備
え
て
立
法
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
は
議
長
で
あ
る
准
知
事
テ
ン
プ
ル
が
発
言
し
た
。

彼
は
、
「
い
く
つ
か
の
大
争
議
」
が
解
決
を
み
た
現
在
で
も
な
お
、

州
政
庁
と



し
て
は
争
議
再
発
に
備
え
て
こ
の
法
律
案
を
通
過
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
は
訴
訟
手
続
き
の
臨
時
措
置
と

し
て
の
移
管
の
た
め
の
も
の
で
、
実
体
法
的
原
則
に
関
わ
る
も
の
で
な
い
旨
を
付
言
し
た
。
地
代
決
定
の
基
準
を
扱
う
実
体
法
の
制
定
は
望

ま
し
く
は
あ
る
が
、

一
地
方
立
法
府
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
一
致
す
る
結
論
が
得
ら
れ
る
か
否
か
は
予
測
で

き
な
い
。
そ
の
実
体
法
が
実
現
し
た
に
し
て
も
当
面
の
法
案
は
や
は
り
必
要
で
あ
り
、
実
現
し
な
け
れ
ば
そ
の
必
要
は
さ
ら
に
大
き
い
。
テ

ン
プ
ル
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
、
再
び
収
税
官
等
が
民
事
裁
判
所
よ
り
も
地
代
決
定
に
必
要
な
知
識
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
法
案
の
通
過

を
促
し
た
の
で
あ
る
。

月
二
十
五
日
、
立
法
参
事
会
は
逐
条
審
議
に
入
っ
た
。

パ
ー
ル
は
ま
ず
第
三
条
の
文
言
の
遺
漏
を
指
摘
し
た
。
理
由
は
、
第
一
三
条
に
よ
れ
ば
収
税
官
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
の
訴
訟
手
続
き

に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
代
増
額
の
た
め
に
同
法
所
定
の
諸
原
則
を
指
針
と
す
べ
き
旨
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
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た
。
こ
れ
に
対
し
て
法
務
顧
問
官
事
務
取
扱
の
ポ
l
ル
は
、
収
税
官
は
で
き
る
限
り
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
の
訴
訟
手
続
き
を
順
守
す
る
ほ

か
に
選
択
の
余
地
は
な
く
、
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
地
代
を
定
め
る
に
は
「
大
地
代
裁
判
」
判
決
の
比
例
法
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

カl

比
例
法
が
適
用
で
き
な
け
れ
ば
、

「
収
税
官
は
自
己
の
判
断
を
指
針
と
し
、
衡
平
と
善
良
な
る
良
心
と
に
従
っ
て
行
動
す
る
」
こ
と
に

そ
の
よ
う
な
広
汎
な
自
由
裁
量
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
地
域
ご
と
の
事
情
に
対
応

し
う
る
よ
う
な
複
数
の
確
定
的
基
準
を
法
律
に
規
定
し
て
、
収
税
官
の
指
針
と
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

ポ
ー
ル
は
こ
れ
に
答
え
て
、
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
な
が
ら
多
数
の
賛
成
が
得
ら
れ
ず
に
修
正
案
に
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
条
文
に
一
言

な
る
、

と
説
明
し
た
。
パ
I
ル
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、

及
し
、

そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
長
時
間
の
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
条
文
は
前
項
で
第
一
四

A
条
と
し
て
要
旨
を
述
べ
て
お
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
討
議
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

」
の
条
文
の
起
案
者
ポ

l
ル
に
よ
れ
ば
、

そ
の
趣
旨
は
、

「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」

第
一
七
条
の
農
産
物
価
格
騰
貴
ま
た
は
土
地
生
産
力
上

昇
を
理
由
と
す
る
地
代
増
額
の
上
限
を
措
定
す
る
た
め
の
も
の
で
、

「
大
地
代
裁
判
」

判
決
の
比
例
法
の
適
用
が
現
実
に
は
一
比
例
項
の
検

出
不
可
能
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ
て
い
る
状
態
の
も
と
で
、

「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」

地
代
率
を
算
出
す
る
た
め
の
、

一
定
の
原

則
を
一
不
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
収
税
官
に
強
制
す
る
た
め
の
規
定
で
は
な
く
、
広
汎
な
諸
事
実
の
な
か
で
「
公
正
か
つ
衡
平
の
基
準
に

か
な
う
」
結
論
を
得
る
た
め
に
適
宜
掛
酌
す
べ
き
基
準
で
あ
っ
て
、
比
例
法
を
破
棄
す
る
も
の
で
も
、
競
争
的
借
地
制
度
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
も
な
い
。
比
例
法
の
適
用
不
能
の
た
め
に
地
代
増
額
請
求
の
訴
訟
が
棄
却
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
争
議
を
醸
成
す
る
こ
と
に
も
な

ま
た
裁
判
管
轄
権
の
臨
時
措
置
と
し
て
の
移
管
だ
け
で
、
争
議
の
根
底
に
あ
る
地
代
問
題
解

っ
て
、
本
法
律
案
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
し
、

決
の
方
途
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
法
律
と
し
て
は
不
完
全
で
あ
ろ
う
。
こ
の
規
定
は
現
行
の
実
体
法
の
修
正
で
は
あ
り
え
な
い
、
が
、
も
し
こ
れ

そ
の
こ
と
が
将
来
の
立
法
の
基
礎
事
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

に
よ
る
決
定
が
し
か
る
べ
く
評
価
さ
れ
れ
ば
、
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准
知
事
テ
ン
プ
ル
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
意
見
で
、
比
例
法
の
適
用
不
能
の
ば
あ
い
に
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」
決
定
に
至
る
指

針
を
示
す
こ
と
は
、
実
体
法
の
改
正
に
は
当
ら
ず
、

そ
の
指
針
の
ひ
と
つ
と
し
て
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
率
を
算
定
の
基
準
に
お
く
の

し
か
し
彼
は
法
律
案
の
立
法
参
事
会
通
過
を
よ
り
重
視
す
る
立
場
か

ら
、
問
題
の
条
項
の
挿
入
は
望
ま
し
い
と
し
な
が
ら
も
そ
れ
に
固
執
は
し
な
か
っ
た
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
日
ダ

l
ス
リ
パ

l
ル
は
そ
の
挿
入
を
収

税
官
の
自
由
裁
量
に
一
定
の
方
向
づ
け
を
与
え
る
も
の
と
し
て
支
持
し
た
。

は
、
北
イ
ン
ド
諸
州
の
先
例
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
、

と
述
べ
た
。

H
H
ベ
ル
は
、
「
随
意
借
地
人
」

の
地
代
を
地
代
算
定
の
基
準
と
す
る
こ
の
条
項
が
、

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
の
地
代
増
額
要
求
を
刺
戟
し
て

争
議
を
誘
発
し
、
増
額
の
た
め
に
詐
偽
的
手
段
が
弄
さ
れ
て
も
収
税
官
に
探
知
で
き
な
い
と
い
う
危
険
が
あ
る
と
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の

れ
が
現
行
法
に
反
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
法
の
な
か
で
実
体
法
の
改
正
を
行
な
う
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
法
律
案
へ
の



挿
入
に
強
く
反
対
し
た
。
ベ
ル
は
特
に
、
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
支
払
う
競
争
地
代
を
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
算
定
の
基
礎
に
す
る
こ
と

は
、
「
大
地
代
裁
判
」
判
決
が
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
慣
行
的
地
代
率
」
を
決
定
す
べ
き
こ
と
を
求
め
た
の
に
対
し
、
実
際
に
は

競
争
に
よ
る
地
代
決
定
を
許
す
こ
と
に
な
る
と
強
く
批
判
し
た
。
彼
は
実
体
法
の
改
正
は
別
途
に
行
な
わ
る
べ
き
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

H
H
J
H
レ
イ
ノ
ル
ズ
ほ
、

そ
の
条
項
が
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
不
利
な
法
の
変
更
と
い
う
印
象
を
与
え
、

ま
た
あ
る
程
度
は
実
体
法
の
変
更
に

も
な
る
こ
と
、
比
例
法
の
適
用
時
点
を
訴
訟
開
始
の
五
年
ま
た
は
十
年
以
前
と
す
る
の
は
ま
っ
た
く
新
た
な
規
定
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
条
項
は
収
税
官
に
比
例
法
の
適
用
を
回
避
さ
せ
、
自
己
の
判
断
で
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」
と
す
る
地
代
率
を
決
定
す
る

に
至
ら
し
め
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
念
を
表
明
し
た
。
彼
は
地
代
決
定
の
基
準
を
法
律
案
に
挿
入
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
収
税
官
が

そ
の
一
方
で
政
庁
は
法
律
の
改
正
を
別
途
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

比
例
法
運
用
の
可
能
性
を
検
証
す
る
機
会
を
与
え
、

ジ
ャ
ガ
ダ

l
ナ
ン
ド
リ
ム
コ

i
パ

i
デ
ャ

l
イ
も
、
情
報
収
集
力
の
高
い
収
税
官
は
民
事
裁
判
所
よ
り
よ
く
比
例
法
を
運
用
し
う
る
ご
と

と
、
比
例
法
に
よ
ら
な
い
地
代
決
定
は
訴
訟
ず
き
の
人
び
と
に
地
代
以
外
の
問
題
を
控
訴
審
で
争
う
機
会
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
と
を
理

と
い
う
反
対
論
を
述
べ
た
。
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由
と
し
て
、
収
税
官
の
指
針
と
し
て
暖
昧
な
規
則
を
定
め
る
の
は
立
法
府
の
な
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、

H
H
L
U
ダ
ン
ピ
ア
は
、
問
題
の
条
項
へ
の
賛
否
に
は
ふ
れ
や
す
、

「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」

と
い
う
文
言
に
つ
い
て
立
法
参

事
会
が
高
等
裁
判
所
と
異
な
る
解
釈
を
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
実
体
法
の
変
更
に
な
ろ
う
、

と
指
摘
し
た
。
彼
は
詳
細
な
議
論
を
し
て
い
な

い
の
で
判
然
と
は
し
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
、

地
代
が
慣
習
に
よ
ら
ず
競
争
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か

な
う
」
も
の
と
認
め
れ
ば
、

そ
れ
は
「
大
地
代
裁
判
」
判
決
に
対
立
す
る
、

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

ダ
ン
ピ
ア
は
、
第
五
条
で
原

案
の
「
問
題
(
自
己

Z
B
)
」
を
「
事
実
問
題
(
ヨ
巳

Z
2
0同
片
山
立
)
」
と
修
正
案
で
改
め
た
た
め
に
、
法
律
案
の
意
図
が
大
き
く
変
っ
た
と

指
摘
し
た
。

「
本
来
の
意
図
は
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
の
裁
定
に
お
い
て
「
収
税
官
の
指
針
と
な
る
一
般
的
訓
令
を
、
税
務
局
が
下
す
こ
と
で
あ

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
ハ
一
八
七
六
年
)
の
制
定

っ
こ

t
。、

ふ
/
ふ

μ

い
ま
や
収
税
官
は
自
己
の
自
由
裁
量
で
事
実
認
定
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
が
、

そ
の
理
由
で
あ
っ

た
。
彼
は
ま
た
も
こ
こ
で
発
言
を
打
切
っ
て
い
る
が
、
事
実
認
定
が
現
場
の
収
税
官
に
委
ね
ら
れ
た
た
め
に
、
認
定
し
た
事
実
を
も
と
に
問

題
を
処
理
す
る
た
め
の
方
向
づ
け
と
し
て
、
な
く
も
が
な
の
条
項
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
原
案
起
草
者
と
し
て
は
不
本
意
で
あ
る
、
と

い
う
の
が
彼
の
真
意
で
あ
ろ
う
。

二
、
四
l
二
九
条
(
最
終
案
の
条
数
で
は
第
一
、

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
討
議
の
末
、
第
一
四

A
条
を
修
正
案
に
挿
入
す
る
こ
と
が
六
対
四
で
可
決
さ
れ
た
。
前
文
、
法
律
の
名
称
、
第
一
、

は
各
個
に
賛
成
を
得
た
。

四
ー
一
回
、

一
六

l
三

O
条
)

3 

最
終
案
の
確
定

- 78ー

立
法
参
事
会
は
「
農
民
争
議
案
法
」
の
審
議
を
続
け
た
。
第
一
一
条
に
若
干
の
辞
句
の
修
正
を
施
し
た
の
ち
、
論
議
は
前
回

挿
入
さ
れ
た
第
一
四

A
条
に
集
中
し
た
。

四
月
八
日
、

グ
リ
シ
ュ
ナ
リ
ダ

l
ス
H

パ
l
ル
は
、
高
等
裁
判
所
の
判
決
し
た
比
例
法
は
実
体
法
と
ま
っ
た
く
両
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

し
か
も
そ

れ
が
運
用
不
可
能
で
あ
る
の
に
、
法
律
に
そ
れ
を
規
定
す
る
の
は
無
益
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
彼
の
批
判
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
前
掲
の
地
代

算
定
方
法
の
①
に
い
う
「
収
税
官
は
一
件
ご
と
の
事
情
を
勘
案
し
て
、

現
行
の
平
均
的
土
地
粗
〔
生
産
物
〕
価
格
(
昨
日
5
σ
比
三
宮
m
m
2
t

吋
白
m刷

σ
ぬ
吋
。
印
印
〈
山
戸
口

σ
0向
日

目

凶

ロ

門

同

)

の
う
ち
の
か
か
る
配
当
部
分
を
表
示
す
る
ご
と
き
方
法
で
、
地
代
を
定
め
る
」
(
パ

l
ル
の
表
現
に
よ
る
)

の
は
、

地
代
率
と
地
代
額
と
を
混
同
し
た
規
定
で
趣
旨
判
然
と
せ
ず
、
実
施
上
の
混
乱
と
不
統
一
を
招
き
か
ね
な
い
。
率
が
き
ま
れ
ば
額
は

事
態
に
応
じ
て
規
制
さ
れ
る
が
、
率
は
い
か
な
る
事
態
に
応
じ
て
、

い
か
に
き
め
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
そ
れ
は
変
動
す
る
の
か
、

と
い
う
の

が
彼
の
疑
問
で
あ
る
。
②
は
実
際
上
計
算
困
難
で
運
用
に
耐
え
な
い
。
③
は
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
る
控
除
分
が
法
律
に
定
め
ら
れ



な
け
れ
ば
、
収
税
官
の
同
情
や
心
証
に
よ
っ
て
不
公
平
を
生
じ
、
立
法
の
趣
旨
を
害
ぅ
。
パ

l
ル
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
、
規
定
を
で
き
る

(
初
)

限
り
明
確
に
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

G
H
C
H
ポ
1
ル
は
ま
ず
同
条
に
「
収
税
官
が
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
る
な
ら
ば
」
の
辞
句
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
、

パ
ー
ル
の
要
求
に
対
し
て
は
、
確
定
的
な
地
代
決
定
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
実
体
法
の
改
正
に
な
る
の
で
、
提
出
さ
れ
た
案
文
以
上
に
詳

と
答
え
た
。
ポ
l
ル
に
よ
れ
ば
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
七
条
が
地
代
増
額
の
事
由
を
規
定
す
る
の
に

対
し
て
、
本
法
律
案
第
一
四

A
条
は
地
代
増
額
の
様
式
な
い
し
判
決
理
由
を
与
え
る
補
助
規
定
で
あ
る
。
比
例
法
の
運
用
が
不
可
能
な
ら

し
く
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
、

ば
、
収
税
官
は
「
多
少
と
も
こ
れ
に
似
た
原
則
に
よ
る
か
、

ま
た
は
ま
っ
た
く
独
断
的
で
気
紛
れ
な
や
り
方
で
」
、
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則

に
か
な
う
」
地
代
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
」

統
一
性
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
規
則
が
な
い
よ
り
も
あ
る
方
が
、
判
決
の
統
一
性
は
よ
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
実
体
法
の
変
更

を
準
備
し
な
い
で
こ
れ
ら
の
規
則
を
改
め
る
こ
と
は
な

wr
こ
れ
が
彼
の
弁
明
で
あ
っ
た
。

こ
と
が
地
代
増
額
の
基
準
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

- 79ー

移
管
に
変
更
は
な
い
、

テ
ン
プ
ル
は
、
収
税
官
の
自
由
裁
量
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
t

第
一
四
A
条
が
挿
入
さ
れ
て
も
、
争
議
解
決
の
た
め
の
裁
判
管
轄
権
の

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

H
H
L
H
ダ
ン
ピ
ア
は
、
原
案
の
起
草
者
と
し
て
、
修
正
案
に
露
骨
な
不
満
を
表
明
し
た
。
彼
は
最
高
税
務
当
局
の
責
任
に
お
い
て
行
使

さ
れ
る
絶
大
な
独
裁
的
権
力
を
政
庁
に
付
与
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
原
案
は
特
別
委
員
会
に
よ
っ
で
「
よ
り
司
法
的
な
性
格
」
に
改

第
一
四
A
条
は
、
「
か
か
る
規
則
が
存
在
し
な
け
れ
ば
し
な
い
で
も
よ
い
こ
と
は
、

税
官
に
与
え
る
」
だ
け
の
も
の
で
、
立
法
的
観
点
か
ら
は
批
判
さ
る
べ
き
欠
陥
と
な
る
が
、
利
害
関
係
者
の
法
案
に
対
す
る
違
和
感
を
少
な

〈お〕

一
応
賛
成
し
て
お
く
。
こ
の
よ
う
な
ダ
ン
ピ
ア
の
意
見
を
受
け
て
、

H
N
ベ
ル
は
第
一
四
A
条
の
挿
入
に
つ
い
て
参
事
会

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

な
に
ひ
と
つ
し
な
い
権
能
を
収

く
す
る
た
め
に
、

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

(
例
)

の
再
考
を
求
め
た
が
、
も
は
や
議
論
は
出
な
か
っ
た
。

こ
の
日
、

ポ
ー
ル
の
発
議
に
よ
っ
て
、
第
一
四

A
、

二
六
、

二
七
条
の
辞
句
修
正
が
可
決
さ
れ
た
。

第
一
回

A
条
の
修
正
は
、

お
そ
ら

く
、
比
例
法
適
用
の
際
の
一
比
例
項
を
、
「
か
か
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
が
前
回
に
定
め
ら
れ
た
時
、

ヤ
ッ
ト
の
(
か
か
る
訴
訟
の
開
始
以
前
の
一
♂
年
を
下
回
ら
な
い
)
か
か
る
土
地
の
平
均
粗
生
産
物
価
格
の
確
認
さ
れ
う
る
、

か
か
る
平
均
的
粗
生
産
物
価
格
」
か
ら
、

ま
た
は
、

そ
れ
以
後
の
か
か
る
ラ
イ

い
ず
れ
か
の

時
に
お
け
る
、

「
申
立
て
に
よ
る
価
格
増
減
の
日
以
前
の
、

年
間
ま
た
は
五
年
間
の
地
代
の
平

均
に
も
と
e

つ
い
て
算
定
さ
れ
た
、

旧
時
の
土
地
生
産
物
価
格
」
に
変
更
す
る
こ
と
を
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
修
正
の
趣
旨
は
お
そ
ら

く
、
実
体
法
に
抵
触
せ
ず
に
比
例
計
算
を
容
易
に
す
る
た
め
の
配
慮
で
あ
ろ
う
が
、
比
例
法
の
適
用
不
可
能
が
常
識
で
あ
っ
た
た
め
に
議
事

録
に
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
月
十
五
日
の
最
終
審
議
も
ま
た
第
一
四

A
条
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
ベ
ル
は
、
同
条
に
地
代
増
額
の
上
限
を
現
行
の
地
代
の
二
五

- 80-

%
に
と
ど
め
る
旨
の
但
し
書
き
を
加
え
る
こ
と
、
及
び
第
一
四

B
条
と
し
て
、
前
条
の
規
定
が
民
事
裁
判
所
に
お
い
て
主
張
し
え
な
か
っ
た

事
由
に
も
と
づ
く
地
代
増
額
を
許
す
も
の
で
は
な
い
旨
を
併
せ
て
規
定
す
る
こ
と
、

を
動
議
と
し
て
提
出
し
た
が
、
賛
成
を
得
ら
れ
ず
撤
回

し
た
。
地
代
増
額
に
上
限
を
設
定
す
る
趣
旨
は
、
「
普
通
法
裁
判
所
(
仰
の
。
ロ
ュ
。
向
日
問
看
)

か
ら
衡
平
法
裁
判
所
(
釦

g
g
z
ぇ

Z
E
q
)

へ
赴
く
訴
訟
事
件
に
お
け
る
ご
と
く
、
衡
平
法
裁
判
所
は
訴
訟
当
事
者
に
衡
平
法
が
要
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
条
件
を
課
す
」

べ

き

で

あ

り

「
農
民
争
議
法
」

と
い
う
「
例
外
的
訴
訟
手
続
き
」
の
思
典
に
浴
す
る
条
件
を
設
け
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
東
ベ
ン
ガ
ル
で
は
二
五
万
の
限
度
は
過
当
に
低
い
と
い
う
反
論
に
会
っ
て
、
ベ
ル
は
こ
れ
を
審
議
以
前
に
撤
回
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。第

一
四

B
条
は
、
民
事
裁
判
所
の
法
と
収
税
官
の
法
と
の
不
整
合
が
、
後
者
を
利
と
す
る
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
の
農
民
争
議
を
誘
発
す
る
の



を
予
防
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ポ
l
ル
は
、
第
一
四

A
条
は
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
第
一
七
条
に
規
定
す
る
地
代
増
額
の
事

由
を
前
提
と
す
る
補
足
規
定
で
あ
っ
て
、
事
由
そ
れ
自
体
を
改
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
第
一
四

B
条
は
不
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
ベ
ル

は
疑
念
を
残
し
な
が
ら
も
あ
え
て
撤
回
し
た
。
立
法
技
術
的
に
は
、
第
一
四

B
条
が
挿
入
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
お
そ
ら
く
第
一
四

A
条
を
実
体
法
の
改
正
と
解
釈
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ベ
ル
は
第
一
四

A
条
単
独
で
も
そ
の
効
果
を
生
じ
る
こ
と
を
恐
れ
て
第
一
四

B
条
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
農
民
争
議
法
案
」
は
第
一
四

A
条
を
第
一
五
条
と
し
修
正
案
第
一
五
条
以
下
の
条
数
を
改
め
て
、
最
終
案
と
し
て
確
定
し
、

ベ
ン
ガ
ル
州
立
法
参
事
会
を
通
過
し
た
。
最
終
案
は
四
月
一
一
一
日
に
准
知
事
の
承
認
を
得
て
二
五
日
に
は
イ
ン
ド
総
督
に
送
付
さ
れ
、
七
月

十
日
に
総
督
の
承
認
が
下
り
、
十
七
日
イ
ン
ド
大
臣
に
送
付
さ
れ
た
。

こ
の
目
、

註

(
1
)
N
h
・
。
・
切
な
円
・
丘
町
-
w
H
ν
g
n
m
白
色
ロ
何
回
・

2
0・h
申

hp

〉
匂
H
Y
H
P

に
報

告、

zo・
s-〉
句
切
・

ω・
に
修
正
法
律
案
。
な
お
報
告
の
署
名
者
に
は

関
・
ロ
・

MM
山
口
の
名
が
な
く
出
・
回
冊
目
r
H
N
・山山・

ω
8・
冨
四
円
宮
ロ
グ
mw'

B
B白
色
‘
kr-聞
の
名
が
加
わ
っ
て
い
る
。
特
別
委
員
の
異
動
に
つ
い
て

は
議
事
録
に
記
載
が
な
か
っ
た
。

(
2
)
N
W
肉
声
岡
田
町
入
山
丸
一
吉
弘
芯
民
的
マ
ミ
凡
q
s
h
h
h
v
b
W
4
H
句一ミ
1
1
L
P
n
b
b
w
柏崎町
h
q
¥

人
主
連

S
民
的
マ
ミ
札
口
ぷ
同
Y
M
0
・

(
3
)

一
八
七
五
年
五
月
一
入
日
付
チ
ツ
タ
ゴ
ン
、
五
月
二
六
日
及
び
七
月

二
一
一
日
付
州
都
、
五
月
二
五
日
付
ダ
ッ
ヵ
、
六
月
一
七
日
付
ラ
l
ジ
シ

ャ

l
ヒ
l
及
び

F

I
チ
H

ベ
ハ
l
ル
の
四
行
政
区
長
官
の
報
告
計
五

北
大
文
学
部
紀
要

通
、
六
月
一
一
一
日
付
英
領
イ
ン
ド
協
会
名
誉
幹
事
長
、
七
月
一

O
日
付

ダ
ッ
カ
民
衆
協
会
名
誉
幹
事
長
、
九
月
七
日
付
ラ
l
ジ
ジ
ャ

l
ヒ

1
協

会
幹
事
、
七
月
一
九
日
付
旬
。

mmロ
a
Eー
の
田
口
門
町
田
の
F
O
咽
の
回
答
・

書
簡
の
計
七
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
前
節
に
引
用
し
た
。

(
4
)
N
h
-
n
 

•. 

同色町・町民同・咽

H
M
g
n
m
m
色
ロ
岡
田
・

2
0・品
M
・
K
F
U】
Y
H
N
W
H
y
-
-

(
5
)
当
時
の
ベ
ン
ガ
ル
州
の
行
政
区
長
官
の
職
務
等
に
つ
い
て
は
、
さ
し

あ
た
り
、
切
白
色
町
ロ
l
H
M
O
者
四
戸

ω・
国
-w

吋
』
同

hasn叫
l
句
、
的
な
さ
白
色
¥

切
な
H
h
M
E
N
S
札
怠
-

U

〈

O
z
-
-
O
H沙
門
色
。
目
白
見
出
向
凶
。
ロ

H
M
E山田印
w
-
∞山
VMa

g--r-M唱
・
仇

m
a
i
m
S
参
照
。

(
6
)
こ
の
条
項
の
文
案
は

N
h
-
m
u
-
-
h
b
n
-
R
?
"
句
円
。
口
市
町
{
出
口
m
P
2
0・

4
4
・
〉
匂
H
Y
J「
w
h
vさ
円
問
問
、
比
誌
均
的
色
¥
忌
向
。

sh芯
hvミ
ロ
¥
H
F同

h
弘司苧

- 81ー



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
ハ
一
八
七
六
年
)
の
制
定

H
S
富岡
l
c
q
ミ
ミ
ミ
ミ
切
さ
志
向
h
q『

H
E
N
S
辛
口
同
町
ミ
ミ
b
b
s
h

h
R
H
S
M
a
s
n
H
同
h
hミ
ミ
弘
司
芯
♂

ω
主
-
M
叩
・
呂
田
吋
・
-
∞
吋
m
・

3
・
H
M
l
s

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(7)
前
節
註
(
叩
)
参
照
。

(8)

「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
に
よ
っ
て
民
事
裁
判
所
に
、
「
ベ

γ
ガ

ル
地
代
法
」
に
よ
っ
て
税
務
裁
判
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
る
事
項

は
、
お
そ
ら
く
、
借
地
人
公
開
口
田
口
。
の
そ
れ
ら
の
法
律
上
の
権
利
・

身
分
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
条
文
を
抽
象
的
に
解
釈

す
る
限
り
で
は
、
定
率
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
一
般
の
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト

と
同
じ
扱
い
を
収
税
官
に
よ
っ
て
受
け
た
ば
あ
い
に
、
裁
判
所
は
前
者

の
定
率
占
有
権
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
9
)
地
代
不
純
の
真
相
は
地
代
増
額
の
条
件
を
め
ぐ
る
地
主
H

借
地
人
間

の
争
議
、
つ
ま
り
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
の
要
求
額
を
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
が
支
払

わ
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
切
s
y
mミ
一
民
丸
暗
号
誌
な
マ
ミ
芯
お
同
午

、
巴
ミ
出
可
弘
司
咽

h
h同
選
同
誌
な
円
、
由
同
九
g
b
¥
H
p
h
h
S
R
F
H
V
・
唱
-

(ω)
』『
-
h
・。・・

N巴町・

S
F
H
M
g
n
巾叩門出口
m
田

Z
0・
hpMW
〉
MM明
y
H
N
W
H
M
・
M-

(
日
)
」
『
-
h
-
P
W
E
n
-
町民同
-w
司吋
onmw
向島
E

m
田

2
0・金一
w
〉
HMU
・
同
J
N
U
2
a

円
開
会
史
s
h叫ん同

qL『
ミ
ザ
向
。
口
忠
お
町
民
h
b
¥
H
F
同
h
帆
間
宮

Hmww悼白お
HlcqNURN
悼、S
C
晴、

q
」可

N
w
h
s
hぉ
ミ
ミ
号
、
誌
も
g
h
ミ

ミ

怠

s

h

E

s

h

g
札
控
室
町
平

忠一
b
s
h
p
ω
同
伴
・
-
∞
・
ロ
角
田
吋
・

Hmw
吋
a・
HUHV
・
u
l∞・

(
ロ
)
正
確
に
は
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
は
訴
訟
手
続
き
の
若
干
の
条
項
を
除
い
て
は
当

時
廃
棄
さ
れ
て
い
な
い
。

(
β
)
』
芝
、
・
・
異
y
u
l品・

(
凶
)
こ
の
よ
う
な
発
言
を
根
拠
づ
け
る
資
料
を
筆
者
は
見
出
し
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
誇
張
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
「
地
主

u
借
地
人
訴
訟

法
」
第
四
六
四
九
条
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
等
が
民
事
裁
判
所
に

地
代
を
予
託
す
る
こ
と
が
、
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
の
資
金
融
却
を
も
た
ら
し

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
の
)
バ
ー
ル
は
こ
れ
を
「
前
回
の
行
政
報
告
書
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
ご

と
く
に
述
べ
て
い
る
が
、
樟
目
見
の
範
闘
で
は
、
准
知
事
は
、
ザ
ミ
l
ン

ダ
l
ル
盾
が
現
行
地
代
法
よ
り
も
明
確
な
地
代
決
定
基
準
の
立
法
化
を

「
お
そ
ら
く
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
」
が
、
「
こ
の
困
難
な
問
題
は
・

か
ね
て
よ
り
検
討
中
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。

N
w
s
p
m
b
h
k由
m刊
さ
ぎ
千

師
同
言
及
喜
岡
田
、
ロ
ミ
同
苛
弘
luwhw-K曲
、
選
比
誌
な
マ
ミ
芯
S
D
¥
H
p
h
h
b
E
R
F

- 82ー

H
y
-
M
・

(げ叩)」「
-
h
・
。
-wNDn-
同弘子

L『忠弘
-w
切

U
-
U
A山・

(げ
)

L

豆、.、

2
y
a
i吋・

(
何
回

)
L
S弘、・・回以℃・吋
i
∞・

(
ゆ
)
」
『
-
h
・。・・

h
b
円
・
町
民
同
・
・
可
吋
。
ロ
目
白
色
ロ
楠
町
田

Z
0・
ι
4・〉同】
]u
・、
H
J
M
Mさ・

門会日出払
3
h
h
w
c
-刊同』ザ同

h
九時刷、同時芯ぬ誌でのロ色町、、
.
S
2、
qL「
凶
司
s
h
a
N
¥ミ、

Hb一時

、
号
、
口
同
時
ミ

h
h
a
除
雪
h

h
おさ
h

g

n
四
控
室
、
b
S
S
M
-
ω
出
片

-
M
U
・

ロ
両
国
吋
・
日
吋
∞
m
・
HM
℃・

u
i
-
u
・

(
却
)
」
「
忠
弘
ζ

匂
・
四
-
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ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

五、

「
農
民
争
議
法
」
制
定
以
後

以
上
の
法
律
案
の
審
議
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
初
リ
チ
ャ

l
ド
日
テ
ン
プ
ル
や

H
H
L
け
ダ
ン
ピ
ア
が
構
想
し
て
い
た
、
農
民

争
議
の
解
決
の
主
導
権
を
民
事
裁
判
所
か
ら
収
税
官
に
移
す
と
い
う
方
策
は
、

そ
の
実
施
の
形
式
的
手
続
き
を
詳
細
に
し
た
の
み
で
、

そ
の

方
策
自
体
へ
の
批
判
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
リ
ダ

l
ス
日
パ

l
ル
以
外
の
立
法
参
事
会
員
か
ら
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
パ
ー
ル
の
批
判
も
、
そ
の

真
意
は
、
収
税
官
の
自
由
裁
量
、
が
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
に
よ
り
不
利
で
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
よ
り
有
利
に
働
く
こ
と
を
、
警
戒
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

実
質
的
な
審
議
は
、
争
議
の
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
法
律
原
案
に
も
修
正
案
に
も
な
か
っ
た
、
地
代
の
決
定
基
準
の
問
題
に

- 84-

よ
う
に
み
え
る
。

む
し
ろ
集
中
し
た
。
こ
れ
は
原
案
起
草
者
た
ち
の
意
図
に
は
必
ず
も
そ
ぐ
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

か
な
う
地
代
」
を
明
示
的
な
か
た
ち
で
法
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
、

「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に

こ
の
時
代
の
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
農
業
制
度
上
の
緊
急
課
題
で
あ
っ
た

し
か
し
、

こ
と
が
、
却
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
追
加
さ
れ
た
第
一
四

A
条
へ
の
賛
否
両
論
の
な
か
か
ら
明
確
に
な
っ
て
来
た
の
は
、

し、

わ

ゆ
る
実
体
法
の
改
正
の
必
要
で
あ
っ
た
。

「
農
民
争
議
法
」
の
制
定
を
は
た
し
た
リ
チ
ャ

1
ド
日
テ
ン
プ
ル
は
、
次
に
は
地
代
決
定
の
た
め
の
基
準
の
確
定
を
も
含
め
て
、
地
主
・

借
地
人
関
係
の
い
わ
ゆ
る
実
体
法
の
修
正
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
テ
ン
プ
ル
の
認
識
に
従
え
ば
、
農
民
争
議
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
島
民

産
物
種
類
の
多
様
化
と
農
産
物
価
格
の
騰
貴
傾
向
と
の
な
か
で
不
可
避
と
な
っ
た
ザ
ミ

l
ン
ダ
|
ル
の
地
代
増
額
要
求
に
あ
り
、
地
代
決
定

の
基
準
を
確
立
し
な
け
れ
ば
争
議
の
再
燃
に
は
有
効
に
対
処
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
あ
い
だ
で
の
占
有
権
の
定
着
と
拡



大
と
が
、

そ
の
必
要
を
差
し
迫
っ
た
も
の
と
し
て
い
た
。

一
八
七
六
年
三
月
、

か
ね
て
よ
り
地
代
法
の
改
正
を
主
張
し
て
い
た
英
領
イ
ン
ド
協
会
は
、
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
な
る
も
の
は
本
来
存
在
せ

ず
、
随
意
借
地
人
の
な
か
か
ら
法
律
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
論
拠
か
ら
、
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ま
た
は
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ

ト
の
小
作
人
に
当
る
グ
ル
フ
ア
リ
ラ
イ
ヤ
ッ
ト

(
同
ミ
ミ
雪

同
色
、
ミ
)

の
地
代
の
七
五
%
を
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
と
す
る
こ
と
、

(
1
a
)
 

を
勧
告
し
た
。

そ

れ
ら
の
競
争
地
代
率
が
知
ら
れ
な
い
時
は
、
過
去
三
年
の
平
均
粗
生
産
物
価
格
の
二
五
%
を
地
代
と
す
る
こ
と
、

四
月
、
テ
ン
プ
ル
は
協
会
の
勧
告
を
も
多
少
修
正
し
た
上
で
採
り
入
れ
、

と
り
あ
え
ず
以
下
五
項
目
の
提
案
を
行
な
っ
た
。

片
山
門
司
)

地
主
と
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
と
の
あ
い
だ
の
地
代
決
定
の
基
準
を
定
め
る
た
め
に
、
「
地
主
H

借
地
人
訴
訟
法
」
の
補
則
守
口
℃
匂

-050ロE

と
な
る
法
律
案
を
上
提
す
る
。

① ② 

右
の
補
則
は
「
今
や
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
大
き
な
部
分
、

お
そ
ら
く
は
大
半
を
な
す
」
占
有
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
の
み
に
対
象
を
限
定
し
、
非
占
有

- 85ー

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
は
現
行
法
の
作
用
に
ゆ
だ
ね
る
。

③ 

争
議
の
際
は
、
占
有
-
フ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
は
、
県
内
近
隣
の
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
通
常
支
払
う
地
代
率
よ
り
も
、
少
く
と
も
一
一
五
%

低
い
率
に
定
め
る
。

⑤④  

保
有
期
間
三

O
年
以
上
の
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
に
は
、

よ
り
特
恵
的
な
地
代
率
を
許
す
。

こ
れ
を
粗
生
産
物
価
格
の
二

O
Z
に
相
当
す
る
も
の
と
計
算
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
率
を
粗
生
産
物
価
格
の
一
五
%
と
算
定
す
る
。

非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
率
を
確
認
し
え
な
い
時
は
、

③
と
⑤
と
は
明
ら
か
に
い
わ
ゆ
る
競
争
地
代
を
原
理
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

の
審
議
過
程
で
当
面
の
争
議
対
策
以
上
の
重
み
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
事
柄
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
も
含
め
て
以
上
の
諸
提
案
は
、

「
農
民
争
議
法
案
」

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

こ
れ
ら
の
提
案
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
反
論
・
批
判
が
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
③
に
対
し
て
は
占
有
ラ
イ
ヤ
y

ト
と
非
占
有
ラ
イ
ヤ

y

ト
と
の
あ
い
だ
に
は
実
質
的
に
地
代
率
の
隔
差
は
な
い
と
す
る
説
、
④
は
保
有
期
間
の
確
定
に
難
点
が
あ
り
実
現
不
可
能
と
す
る
説
な
ど
で

あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
農
村
内
部
に
お
け
る
土
地
保
有
関
係
の
実
態
に
て
ら
し
て
「
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」
の
再
定
義
の
必
要
が
指
摘
さ

れ
、
商
品
作
物
栽
培
の
普
及
に
対
応
し
て
耕
種
別
に
地
代
率
を
定
め
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
。
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
層
は
「
争
議
の
案
件
に
な

っ
て
い
な
い
地
代
」
の
よ
り
迅
速
な
実
現
の
た
め
の
法
改
正
を
求
め
て
い
た
。

テ
ン
プ
ル
は
こ
の
の
ち
に
、

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
加
味
し
て
、
要
旨
次
の
よ
う
な
修
正
提
案
を
行
な
っ
た
。

(
i
)
 

占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
増
額
の
限
度
を
、
非
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
通
常
の
地
代
よ
り
ニ

O
な
い
し
二
五
%
低
く
抑
え
る
か
、

た
は
粗
生
産
物
価
格
の
一
五
な
い
し
二
五
克
と
算
定
す
る
。
但
し
占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
は
減
額
し
な
い
も
の
と
す
る
。

(
E
b〉

占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
定
義
の
う
ち
に
、
「
他
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
も
と
で
耕
作
す
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
」
を
含
め
る
。

ま

- 86ー

(
一
日
)

(
…
山
)

占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
権
利
・
権
益
は
、
地
代
不
納
を
理
由
と
し
て
売
却
に
付
し
う
る
も
の
と
し
、
私
的
契
約
に
よ
っ
て
も
譲
渡
し

う
る
も
の
と
す
る
。

(.n) 

滞
納
地
代
の
回
収
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
支
払
い
に
応
じ
な
い
者
と
不
払
い
の
理
由
を
明
示
し
な
い
者
と
に
対
し
て
は
、
裁
判
所

の
命
令
で
動
産
差
抑
え
処
分
を
行
な
う
。

(

V

)

 

中
間
保
有
権
者

(
Z
E円
σ
i
H
5
5
2
)
等
の
地
代
は
、

り一

O
M低
く
定
め
る
。

そ
れ
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
ば
あ
い
に
は
、

占
有
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
地
代
よ

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
も
ま
た
種
々
の
論
議
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
述
べ
る
に
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
細
部
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大

勢
は
、
地
代
の
上
昇
傾
向
は
も
は
や
抑
え
が
た
く
、

そ
の
な
か
で
「
公
正
か
つ
衡
平
の
原
則
に
か
な
う
地
代
」
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
現



行
地
代
法
は
「
大
地
代
裁
判
」
判
決
の
比
例
法
を
も
含
め
て
甚
し
く
不
備
で
あ
っ
(M
。

テ
ン
プ
ル
は
年
末
に
至
っ
て
以
上
の
趣
旨
に
も
と
づ
く
法
律
案
を
公
表
し
た
が
、
翌
年
五
月
彼
の
ボ
ン
ベ
イ
州
知
事
へ
の
転
出
の
た
め
に
、

こ
の
法
律
案
は
制
定
に
至
ら
な
か
っ
た
。

「
農
民
争
議
法
」
が
目
標
と
し
て
い
た
農
民
争
議
自
体
は
、

そ
の
本
格
的
審
議
の
段
階
か
ら
深
刻
な
様
相
を
薄
め
て
い
た
こ
と
は
、
立
法

参
事
会
の
論
議
に
も
反
映
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
同
法
成
立
ま
で
に
は
フ
ァ
リ
l
ド
プ
ル
の
一
件
を
除
い
て
は
重
大
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
(
引
。
テ
ン
プ
ル
は
こ
の
平
穏
化
を
「
農
民
争
議
法
」
の
制
定
さ
れ
た
こ
と
の
効
果
と
評
価
し
て
い

d
。
同
法
の
発
動
は
時
に
主

と
し
て
政
庁
の
官
吏
の
側
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ザ
ミ

l
ン
ダ

I
ル
層
は
全
体
と
し
て
同
法
施
行
の
結
果
を
疑
問
視

し
て
お
り
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
層
は
法
律
の
制
定
さ
れ
た
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
お
り
、
争
議
当
事
者
側
の
法

律
発
動
の
申
請
は
一
八
七
八
年
に
一
件
あ
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
准
知
事
ア
シ
ュ
リ
!
日
イ

l
デ
ン

(
〉
田
町
-
O
M「
関

内

山

σ一
ロ
在
任
一
八
七
七
年

「
農
民
争
議
法
」
発
動
の
必
要
な
し
と
判
断
し
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
こ
の
法
律
は
結
局
は
一
度
と
し
て
適
用
さ
れ
る
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
。
不
適
用
の
真
の
理
由
は
、
同
法
制
定
後
に
始
ま
っ
た

は
問
題
の
発
生
し
た
地
域
の
調
査
の
結
果
を
み
て
、
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五
月
ー
一
八
八
二
年
四
月
)

地
代
決
定
基
準
法
制
化
の
動
き
が
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
と
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
双
方
に
政
庁
の
行
動
を
待
望
さ
せ
、
小
康
状
態
を
作
り
出
し
て
い

た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

争
議
の
す
べ
て
の
要
素
が
、

一
八
七
六
年
に
あ
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
現
実
に
存
在
す
る
と
い
う
あ
り
余
る
ほ
ど
の
証
拠
が
あ
る
。

一
方
ま
た
は
他
方
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
特
段
の
変
化
が
な
い
の
に
、
両
者
の
感
情
と
諸
関
係
の
根
底
的
な
革
命
が
、
ベ
ン
ガ
ル
の
ど

地
代
収
得
者
と
地
代
納
入
者
と
の
あ
い
だ
で
、
静
穏
の
う
ち
に
生
じ
た
と
想
像
す
る
の
は
、
実
に
愚
論
で
あ
る
。

の
県
で
も
、

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

こ
れ
が
「
農
民
争
議
法
」
の
有
効
期
限
、
が
切
れ
た
時
の
政
庁
の
認
識
で
あ
っ
た
。

註

(
l
)
N
w
h
s
h
島
町
民
弘
吉
凡
さ
と
S
H
S
苫
均
四
』
守
口
『
同
同
句
1
u
t
u
w
a
w
n
P
R
N
3
4
h
s
q
L『

h
h
な
さ
誌
な
同
言
及
q
p
問
】
匂
・
u
-
唱
一
品
-
n
p
w
与
h札§叫守‘

~hい白芯
h

札叫.℃同
Y

∞w
山

U

・

(
l
a
)
』
官
同

84℃
3・
2
・
宅
・
品
目
中
M
-

(
2
)

一
般
に
は
「
新
し
い
法
律
公
ロ
ヨ
司
戸
田
君
〉
」
制
定
の
必
要
が
説
か

れ
て
い
た
ハ
。
、
-
n
p
-
。
』
W
A
S
H
a
崎
町
柄
。
¥
弘
、
吉
弘
誌
な
マ
ミ
芯
S
W
H
y
u
・
)
が

州
立
法
府
の
立
法
権
で
は
、
中
央
立
法
府
の
制
定
法
の
全
面
的
変
更
は

も
ち
ろ
ん
で
き
な
か
っ
た
。

(
3
)
b
h
y
R
F嶋
L

「~vミ
・
H
y
h
目
・
切
ロ
ロ
-
h
}
田
口
門
Y
N
W
S
H
h
ミ
ミ
ミ
同
時
、
H
F
n

h
R
R
H
S
S
H
I
C
-
-
問
、

E
3・
5
-
-
M
・
問
者
-
E
D
I
E
-
-
こ
の
提
案
は
参

事
会
に
詳
述
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
筆
者
は
原
載
の

議
事
録
に
は
当
っ
て
い
な
い
。

(
4
)
己
、
・
円
む
-
-
H
N
V
R
・
・
匂
匂
-
h
p
w
-

(
5
)
句
、
・
門
戸
u
e
H
E
R
-
℃
-
u
h
q
v
・
h
H
F
h
恐
竜
悼
叫
誌
な
マ
ミ
な
3
c
-
¥
H
b
同

』
い
ミ
ミ
-
u
-
H
M
-
こ
れ
は
法
律
上
の
「
占
有
一
フ
イ
ヤ
ッ
ト
」
の
な
か
で
の

多
量
の
保
有
地
を
集
積
し
て
そ
れ
を
他
の
一
フ
イ
ヤ
ッ
ト
に
賃
貸
す
る
実

質
上
の
「
中
間
借
地
権
者
」
、
つ
ま
り
ジ
ョ

1
ト
ダ

I
ル
層
の
存
在
を

顧
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
農
村
に
お
け
る
土
地
保
有
関
係
の
実
態
と

法
律
上
の
借
地
人
の
身
分
及
び
権
益
と
の
兎
離
に
つ
い
て
は
、
出
巾

5
・

色
、
.
町
民
H
4
円
必
・
3
u
l
3
m
参
照
。

(
6
)
N
w
s
h
白
N
h
h
H
S
札
誌
な
マ
ミ
芯
芯
河
町
、
ミ
H
H白
u
d
-
-
h
p
h
h
叫
輪
車
§
弘
之
、
平

と
S
N
q
¥
H
b
同
h
白
書
出
w
H
U
-
-
M
U
也
、
・
円
九
?
の
』
品
輸
悼
a
h
h
M
魚、

q
b
h
H
w
ミ
ミ
-

MH培、ねな一色詰・℃-∞・

(
6
a
)
口
、
-
R
H
2
3
H
九
・
・
℃
・

U
-

(
6
b
)
こ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
社
会
層
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
の

か
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

(
7
)
也
、
-
R
F
U
N
F
ミ
-
u
同
y
u
一
切
ロ
ロ
区
間
口
内
y
q
b
・
円
九
H
-
-
J
可
。
-
-
M
-
同
省
-
m
品
目
l

血
串
M
・

(8)
こ
れ
ら
一
連
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」
策
定

と
の
関
連
で
、
他
日
別
稿
を
も
っ
て
検
討
し
た
い
。

(
9
)
N
W
S
特
色
町
ミ
h
S
3
怠
弘
之
、
白
H
3
s
同
町
暗
号
、
H
L
認
可
-
u
h
1
A
p
b
m
な
ミ
ミ
弘
、
平

同
礼
司
誌
巴
K
1
H
b向

h
S
R
F
U
同
y
∞
!
日
Y
H
D
u
q
h
y
R
F
-
n
p
a
s
h
s
s
h
札
・

富
民
誌
な
マ
ミ
札
口
ぷ
℃
U
H
o
i
-
M
・
論
点
を
「
農
民
争
議
法
案
」
審
議
中
に

出
た
も
の
を
含
め
て
整
理
し
て
お
け
ば
、
現
行
法
の
規
定
は
地
代
改
訂

の
条
件
を
一
示
す
の
み
で
そ
の
方
式
を
一
示
さ
ず
、
唯
一
の
方
式
を
一
示
す
高

裁
判
決
の
比
例
法
は
、
算
定
の
起
点
と
な
る
地
代
の
決
定
の
時
期
を
定

め
る
こ
と
の
困
難
、
諸
記
録
の
不
備
に
よ
る
物
価
変
動
率
推
定
の
困
難
、

耕
種
の
転
換
と
多
様
化
の
追
跡
調
査
の
困
難
な
ど
の
た
め
、
実
際
に
、

地
代
を
算
定
す
る
た
め
の
有
効
な
方
式
た
り
得
ず
、
ま
た
旧
来
の
地
代

を
無
条
件
に
「
正
し
い
(
巳

m
Z
)」
(
法
律
用
語
で
は
「
公
正
か
っ
衡

平
の
原
則
に
か
な
う
」
)
と
認
め
う
る
か
否
か
は
疑
わ
し
い
、
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。

(
叩
)
切
口

n
E田口内
y
q
h
w
-

江町
-w
〈
。
「
ド
℃
・

tu・
筆
者
は
こ
の
法
律
案
を

ま
だ
入
手
し
て
い
な
い
。

(
日
)
同
時
s
h
a
h
h忌
誌
な
な
マ
ミ
怠
詰
河
町
、
。
、
H
H匂一
-
U
1少
〔
u
p
b
3
h
a
b
¥

み
丸
善
弘
昌
弘

h
H
S虫
色

P
H
}
・
M
-

(
ロ
)
也
、
・
町
民
H
a
h
h
同
怖
さ
さ
え
E
H
S
誌。
H
H
b
h
ト
b
ミ
ム
℃
・
∞
・
ダ
ツ
カ
行
政

区
長
官
も
法
律
の
存
在
自
体
に
争
議
鎮
静
効
果
あ
り
と
し
て
い
た
。

』
也
、
川
町

~CNw--
宮
B
・
C-
℃・凶∞・

(
β
)
」

E
h
N叫
CNW・・

5

E
・
そ
の
地
域
は
、
フ
l
グ
リ
、
メ
1
デ
ィ
ニ
プ

ル
、
パ

l
プ
ナ

l
、
ノ
l
ア
l

カ
l

リ
l
、
パ
l

カ
ル
ガ
ン
ジ
、
ト
リ

結

正問

プ
ラ

l
諸
県
で
あ
っ
た
。

(
凶
)
ミ
民
同
CNw-w
沼
田
円

5
・

p
p
署
-
u
∞
uu
・
但
し
上
記
宮
5
・

A
M

に
は
、
「
農
議
争
議
法
」
の
適
用
申
請
資
格
が
官
吏
に
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
誤
り
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。

(

臼

)

』

h
h同
C
N
W
-
u
E
B
・
C-
匂

-
S
・
∞
z
n
W
E
E
-
-も・引な

-Lo--M-

M
Y

一-ou・

(

凶

)

』

h
h
h削
CW-w
℃
即
日
・
主
同
v

・

s・

(
げ
)
同
守
弘
、
・
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以
上
、
「
農
民
争
議
法
」
(
ベ
ン
カ
ル
州
参
事
会
法
律
一
八
七
六
年
第
六
号
)
の
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
冗
長
な
ほ
ど
に
詳
し
く
述
べ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
次
の
諸
項
目
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
は
、
「
農
民
争
議
法
」

は
、
パ

l
ブ
ナ
争
議
の
一
応
の
平
静
化
の
の
ち
に
も
東
ベ
ン
ガ
ル
一
円
に
蔓
延
し
て
い
た
農
民
争
議
へ
の

対
応
策
で
あ
り
、
争
議
の
解
決
を
税
務
行
政
当
局
に
よ
る
地
代
関
係
訴
訟
の
裁
判
管
轄
権
掌
握
に
よ
っ
て
即
決
的
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
も

し
た
が
、
立
法
者
の
関
心
は
東
ベ
ン
ガ
ル
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。

の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
農
民
争
議
や
そ
の
要
因
と
な
り
う
る
事
態
は
、
当
時
の
行
政
報
告
な
ど
か
ら
は
、

ビ
ハ

l
ル
や
オ
リ
ッ
サ
に
も
遍
在

北
大
文
学
部
紀
要



ベ
ン
ガ
ル
州
「
農
民
争
議
法
」
(
一
八
七
六
年
)
の
制
定

第
二
は
、
農
民
争
議
の
根
元
は
、
農
産
物
商
品
化
の
増
大
と
そ
れ
に
伴
な
う
価
格
の
騰
貴
や
商
品
作
物
栽
塔
の
普
及
の
結
果
と
し
て
の
、

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
の
収
入
増
加
に
対
す
る
、
ザ
ミ

i
ン
ダ
l
ル
の
地
代
増
額
要
求
に
あ
っ
た
。
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
層
は
増
額
を
地
代
外
諸
課
徴
の

収
奪
や
そ
れ
の
地
代
と
の
合
算
に
よ
っ
て
獲
得
し
よ
う
と
し
、
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
層
が
こ
れ
に
団
結
し
て
抵
抗
し
た
こ
と
が
、
当
時
の
農
民
争
議

の
特
徴
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
こ
で
は
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
た
ち
の
な
か
の
階
層
分
化
の
状
況
と
そ
の
富
裕
化
と
の
関
連
が
関
わ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
筆
者
の
探
索
は
ま
だ
そ
こ
に
及
ん
で
い
な
い
。

第
三
は
、
前
述
の
地
代
増
額
要
求
を
裁
判
の
判
決
を
経
て
達
成
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
制
定
法
及
び
判
例
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
農
民
争
議
解
決
の
た
め
の
法
制
的
手
段
と
し
て
は
、
実
行
可
能
な
地
代
決
定
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
、
立
法
者
た
ち
は
そ
れ

を
充
分
に
意
識
し
て
い
た
が
、
准
知
事
リ
チ
ャ
l
ド
H

テ
ン
プ
ル
は
い
わ
ゆ
る
実
体
法
と
訴
訟
法
と
を
分
離
し
て
、
後
者
を
先
行
さ
せ
る
方

- 90一

向
を
選
ん
だ
。
官
僚
た
ち
の
一
般
的
見
解
も
こ
の
方
向
に
傾
い
て
い
た
か
に
み
え
る
。

第
四
は
、
准
知
事
の
こ
の
よ
う
な
方
針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
農
民
争
議
法
案
」
審
議
の
実
質
的
部
分
は
、

本
来
法
案
に
用
意
さ
れ
な
か

っ
た
地
代
決
定
基
準
の
策
定
に
饗
さ
れ
、
訴
訟
法
そ
の
も
の
の
審
議
は
む
し
ろ
等
閑
視
さ
れ
た
か
の
感
が
あ
る
。

で
あ
り
、

第
五
は
、
法
案
審
議
の
経
過
に
お
い
て
、
当
時
の
最
有
力
地
主
団
体
で
あ
っ
た
英
領
イ
ン
ド
協
会
が
か
な
り
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
こ
と

そ
れ
は
「
農
民
争
議
法
」
の
時
限
立
法
化
や
地
代
決
定
基
準
の
策
定
に
明
確
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
農
民
争
議
法
」
は
未
発
動
の
ま
ま
に
有
効
期
限
を
過
、
ぎ
た
が
、

そ
の
審
議
過
程
で
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
実
体
法
の
改
正
の
論
議
が
、

次
の
「
ベ
ン
ガ
ル
借
地
権
法
」

へ
の
準
備
を
始
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
農
民
争
議
法
」
は
こ
の
意
味
で
は
、
「
ベ
ン
ガ
ル
地
代
法
」
及

び
そ
の
実
体
法
部
分
の
再
規
定
を
含
む
「
地
主
日
借
地
人
訴
訟
法
」
と
現
実
の
農
民
争
議
と
の
あ
い
だ
の
触
媒
的
役
割
を
演
じ
て
、

「
ベ
ン

ガ
ル
借
地
権
法
」
の
制
定
を
促
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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